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第一章　少女の想いは姿を変えて





「これで全部、かな」

　自室のベッド脇わきに置かれた鞄かばんへ最後のファイルを詰め込み、小さく呟つぶやく。

　久しぶりだから、とためてあったファイルや資料を探してみれば、出るわ出るわ。次々出てくるファイルや資料全てを無む理り矢や理り詰め込んだ鞄は、今や持ち手が即そく座ざに手に食い込むほどの重量だ。

「これは気をつけないとまずいな……」

　もしも足へ落としたりすれば、悶もん絶ぜつは必ひつ至しだろう。俺おれならまだいいが、それが最愛の恋人である鈴すず莉りだったら……なんて、考えるだけでも恐ろしい。

　そんなことを思いつつゆっくり振り返ると、待ちかまえていたかのように、

「ひ～なくんっ♪」

「っと」

　ぴょこん、と姿すがた見み前の椅い子すから、小さな身長にもかかわらず一部が大きい少女──鈴莉がその大きな胸を弾ませながら抱きついてきた。

　とっさに鞄を落として抱きとめると、鈴莉は飛びついた勢いそのままに、ぐりぐりと俺の胸元に額ひたいを押し当ててくる。

「ひなくん、用意終わった？」

「ああ。鈴莉は？」

「えへへ～」

　俺の質問へ嬉うれしそうな笑い声で答えた鈴莉はとんとん、と数歩後ろに下がると、そこで腕うでを広げてくるくると回り出す。

　本日の鈴莉の服装はいつもと同じゴスロリとか甘ロリとか白ロリとかの系統ながら、ずいぶんと高くなってきた気温に合わせるように軽やかなもの。

　胸元を大きく持ち上げられたノースリーブの白ブラウスはフリルよりも細いリボンが多くついており、少し長めの裾すそが蝶ちようの羽がごとく四方へときれいな花を咲かせている。

　その下、薄い赤のフレアスカートはいつも通りミニで、鈴莉が舞うのに合わせて要所にあしらわれたレースがふわふわと風をはらんで踊おどっている。

　そしてスカートからすらりと伸びるのは、こちらもいつも通り黒のパンティストッキングに包まれた細いおみ足。スカートが大きく翻ひるがえるたびにちらちらと黒ストから透すけた紐ひもパンまで見えて、なんとも素晴らしい目の保養だ。

　弧こを描く銀紫の髪とも相まって、回る鈴莉の姿はさながら朱の花をまとって踊る妖よう精せいといったところだろうか。愛らしくも神秘的で──正直、何度見ても見み惚ほれてしまう。

　なんて俺が惚ほうけていると、鈴莉が回転をやめ、再び抱きついてきた。

「ねね、ひなくん。どう？　一昨日おととい一緒に買いに行った新作だよっ」

「試着してたときも思ったけど……すっごく似合ってるよ、鈴莉。かわいすぎて、ずっと見ていたいくらいだ」

















「あはっ、ありがと」

　鈴すず莉りを抱きしめ返してやると、彼女は俺おれの腰こしへ回した手にきゅっと力を込め、

「その、ね。そう言ってくれるのはとってもとっても嬉うれしいんだけど、今はそれだけじゃなくて……もっと、ほしいかも」

　濡ぬれたように潤うるんだ紫し紺こんの瞳で見上げてくる鈴莉の顔はうっすらと朱に染まっており、その体は強く抱きしめられたせいで、ぴったりと俺の体へと密着してしまっている。

　もちろんのようにわがまますぎるお胸様も俺へと押しつけられ、その柔らかさを主張するように変形して俺の理性をこれでもかと削り取っていく。

「あのー、鈴莉さん？　そんなことを言いながら押しつけられると、俺も我が慢まんができなくですね……」

「ふぇ？　我慢なんてしなくていいじゃない。私たちは恋人同士だもん」

　そ～れ～にっ、といたずらっぽく笑った鈴莉は、

「毎日、いろいろしてるじゃない♪」

「いやそれはそーなんですけど、時間が、ね？」

「ふぇ？」

　正論から逃れるように差し迫っているはずの時間を示してみるも、鈴莉は俺の後ろにある時計を見やると、こてんと首をかしげてくる。

「まだ出発まで二〇分はあるよ？」

　おう、ゴッド……。デフォで一五分前行動してしまうこの性格が裏目に出るとは……。

「ねえ、ひなくぅん……」

　呼ぶ声は甘く切なく。

　だめ押しのように、鈴すず莉りは悲しげに眉まゆ尻じりを下げる。

「だって、これから数時間はこんなことしたりできないんだもん…………だめ？」

　──そこまで言われて我が慢まんできる俺おれでは、なかった。

「んっ……♪」

　そもそも俺だって、隙すきあらば鈴莉とそうやってイチャイチャしたいのだから。

　僅わずかに顔を傾かたむけ、そっと上向いた鈴莉の唇くちびるに口づける。

　そのままぷるぷると瑞みず々みずしい鈴莉の唇を味わうように合わせること数秒、鈴莉の唇の間から小さな舌が顔を出してきた。

　リズムをつけて、閉じられたままの俺の唇をノックしてくる鈴莉の舌先。

　その感触でゾクゾクとしたものが背筋に走るのを感じながら、俺も舌を伸ばし鈴莉のそれへと絡めていく。

「は……ぁ」

「ちゅ、ぷ……」

　僅かに荒くなった息も混じりはじめた頃、こらえきれなくなったように鈴莉が俺への抱きつきをさらに強め、体重をかけてきた。

　かかる流れに逆らわず後ろへと倒れ込めば、そこにあるのは二人の狙ねらい通り、いつも一緒に眠っているベッド。

　押し倒された俺は、キスを続けながらそっと両手で鈴莉の体をなでていく。

　細く今にも折れそうな腕うで、華きや奢しやな肩、薄い背中。さらに下へと手を下ろし、スカートの上からそこそこ肉付きのいいお尻しりへ触れる。

「っ……ぁん……」

　鈴莉がぴくっと反応して唇を離したのに合わせ、俺も片手をお尻から離す。そうして向かうのは、小さな体に反して豊ほう満まんな胸元。

　やわやわと軽く力を込めて揉もみながら指先を引っかけ、ボタンを飾っているリボンをほどいていく。

「ひな、くん……」

　上気した頬ほおにキスを落とせば、鈴莉の顔がさらに緩ゆるむ。

「ん……いい、よ……」

　その桜色をした小さな唇から紡つむがれた言葉に俺はもう一度キスをし、ボタンに手をかける。

　せっかくの選び抜かれた服だ。全てを脱がさないのが、オツというものだろう。



　　　　◇　◇　◇　◇



「お兄ちゃーん」

　間ま延のびした声が耳じ朶だに響き、ぼんやりとした意識に光が差し込みはじめる。

「お兄ちゃーん？　お部屋ですかー？」

　その足音と声が徐々に大きくなるのは、声の主が近づいてきているという証明に他ならない。

　だが、そこまで。温かさと柔らかさ、それに気だるい疲労感に包まれた俺おれは、それ以上思考を巡めぐらせることができない。

「お兄ちゃん？　入りますよー！」

　軽く扉を叩たたいたそいつは、先ほどまでうたた寝でもしていたのだろうか、眠たげな顔で──しかし機嫌の悪さを隠かくしもせず、扉を開けて言い放ってきた。

「お兄ちゃん！　家の前でクラクション鳴らしてうるさい車がいるんですけど、潰つぶしていいですか!?　まったく、安あん眠みん妨ぼう害がいもいいところ──」

　と、そこまで勢いよく喋しやべった闖ちん入にゆう者しやこと、御み園その皐さ月つきはベッドに寝転がる俺たち──銀の髪をゆるく広げて俺の腕うでを枕まくらにしている鈴すず莉りと、その横に寝転んでその髪をぼんやりいじっている俺を見やり、一分あまりも固まったかと思うと、瞬間的に顔を真っ赤にした。

「す、すすすすすすみませんでした！　まさかお楽しみ中とは思いもよらず！　皐月、寝直してきますです！」

「あーいや。もう大丈夫」

「うん、終わったから～」

「なにがですか!?」

「なんでしょうねー」

　叫ぶ皐月へ適当に返し、鈴莉の下からそっと腕を引き抜く。やれやれ、家の前でクラクションを鳴らす車とは。それは確かに迷惑もいいところだ。早々に対処しないと。

　俺たちがクラクションに気づかなかったのはなぜか、なんてことは考えるまでもないので置いておいて、思考を邪魔するもやを振り払うように頭を振りながら、もそもそと服を着直していく。

　まったく、日曜の午前なんて、みんなが楽しく休んでいるときに…………日曜の、午前……？　あれ？　その時間って……。

「……皐月、今何時かわかる？」

　限りなく正解に近いであろう予想が怖こわくて、自分で時計を確認できない俺おれ。

　そんな逃げに全ぜん力りよく疾しつ走そうしている心中を知るよしもなく、赤い顔でちらちら俺を見つつ、なぜかまだそこにいた皐さ月つきは小さく首をかしげてくる。

「はい？　えっと……午前一〇時三〇分ですね。むう、三度寝には微妙な時間……」

　皐月が言い終えた瞬間、外からイラついたようにも聞こえるクラクションが一発。

　ううむ、これに気づかないとは俺も鈴すず莉りもよっぽど夢中になっていたらしい。そしてその後も、よっぽど心地よさに身を任せてぼんやりしていたらしい。

　それこそ──

「す、鈴莉、起きろ！　まずい！　約束の時間、思いっきり過ぎてる！」

「ふぇ……？」

　──予定していた時間を、半時間も過ぎるくらいには。

　今にも眠りに落ちそうなほどとろんとした目の鈴莉は一瞬意味がわからなかったようだが、俺が時計を差し出すと、

「……………………時間が飛んでる!?」

　即そく座ざに飛び起き、はだけていた服を整え始めた。

　やばい。やばいやばいやばい！

　来ないならさっさと呼びに来ればいいのに。それかケータイに……ってああああ！　不在着信がたまってる!?　メールは……はい、五〇件！　最初が、

『駐ちゆう禁きん切られたくないから呼びにいけないのよ。早く来なさい』

　だったのに。ラストなんて、

『黄よ泉みへのドライブって、ちょっと楽しそうじゃない？』

　素晴らしいポエム。笑い顔の絵文字がついているあたり、もう俺の死亡は確定したも同然だろう。これ絶対二〇件目あたりから意地になってるだろ。

　死期を延のばすための策を考えながら重い鞄かばんを持ち、俺の準備は終了。シーツはもうこの際、帰ってきてから洗濯するしかないだろう。

「鈴莉、服着たか？」

「うん、大丈夫！　あ、におい大丈夫かな？　汗臭くなってたりしたらちょっと嫌かも」

「ん、ちょっと待ってろ」

　うにゅ～……と困った感じの呻うめきをもらす鈴莉の首筋に顔を近づけ、数度深呼吸。

「問題なし。いつも通り、甘い鈴莉のにおいだ」

「よかった～。じゃあ、お返しにひなくんもっ」

　と、楽しそうな鈴莉が俺の腕うでに抱きつき、ふんふんかいでくるのに任せる。

　たしかににおいは重要だ。結構そこからバレるらしいし。

「ん～、ひなくんのにおい～」

「こらこら。満足そうにするなって」

　嬉うれしそうに何度も息を吸い、腕うでに頬ほおずりしてくる鈴すず莉りの頭を苦笑しながら少し強めになでる。そういう場合じゃないってのに、こいつはまったく。

　なんにせよ、なにも言げん及きゆうしてこないということは、別段気にしなければならないようなにおいがついているということではないのだろう。

　鈴莉の態度からそう判断した俺おれは片手に彼女を抱きつかせたまま、入り口で呆ぼう然ぜんとしている皐さ月つきをもう片手で押していく。

　荷物を詰め終えるより前に、戸締まりは全て済ませてある。それにじっとり暑いこの季節、

『皐月、適温でしか生きられない生物なんです。繊細なんです。ええ、決してわがままなのではありません』

　とか真顔でほざいてやがった皐月が、わざわざエアコンを止めて窓を開けるとは思えないので、そちらの心配もなし。

　ガス、電気、水道……と指折り数え、

「よし、行くぞ！」

「おー！」

「お、おー……？」

　そのまま皐月を先頭に廊ろう下かを通り、階かい段だんを下り──その間にちょっと質問。

「皐月、なんで立ちっぱだったんだ？　おまえの性格的に、てっきり叫んでから走り去ると思ったんだが」

「ああ、いえ。なんだかお兄ちゃんたちが突然バタバタし始めたので、呆あつ気けにとられてしまいまして」

「ごめんね、慌ただしくて。由ゆ枝えお姉さん時間には厳しいから、遅れると恐こわいの」

「だからもう遅れちまった分は別として、一秒でも早くその御おん許もとへ馳はせ参さんじないといけないわけだ。由枝さんの怒りは遅刻時間の二乗に比例するからな」

「それはとんでもないですね……」

　なんて話しつつ、玄関へ到着。各々靴を履き──

「……？　ちょ、ちょっと待ってください！　なんとなく流されてましたけど、皐月も出かけるんですか!?　なんにも聞いてませんよ!?」

　──終えたところで、我に返ったらしい皐月が仰ぎよう天てんの叫びを上げた。

　やれやれ、こいつはなにを言っているのやら。

　隣を見やれば、俺と同じように肩をすくめている鈴莉。その顔は『困った妹だなあ』と雄ゆう弁べんに物語っている。

　そんな俺たちを交互に見た皐月は、驚き顔に若じやつ干かんの不信を混ぜ始める。

「え、もしかして皐さ月つきが忘れてるだけですか？　お夕飯の買い物、じゃないですよね……？　あれ？　日曜の午前中……他になにかありましたっけ……？」

　ったく、本当にこいつはなにを言ってるんだ。

　え？　え？　と自分の記憶を疑うたがいだして完全な混乱状態になった皐月へ、俺おれと鈴すず莉りは声をそろえて答える。

「「皐月（ちゃん）には今話したばっかりだぞ（よ）？」」

「ですよね──────────!!」



　　　　◇　◇　◇　◇



「えー、皐月です。なんの説明もなく、御み園その日向ひなたと綾あや川かわ鈴莉の二名に黒塗りの大型車へ押し込められました。しかも気づけばその車は、住宅すらまばらな道を絶賛爆走中です」

　呆ぼう然ぜんと皐月が呟つぶやいたのは、車が市街を抜け、田舎道へとさしかかった頃だった。

　それにしても、

「まったくもって犯罪臭しかしないな」

「だねー。怖こわい人もいたものだよ。私たちも気をつけないとね、ひなくん」

「実行犯がなにをのんきなこと言ってるんですか!!」

　三列シートの真ん中から振り返って叫んできたお怒り皐月さんは、すぐさま眉まゆを力なく下げて頭を抱えるとぶつぶつ呟き出す。

「ああああ……皐月のおせんべが……。ちょっと奮ふん発ぱつして買った、和わ三さん盆ぼんコーティングの高級おせんべが湿し気ける……。リビングに出しっぱなしなのに……」

「真っ先に心配するのがそれってあたり、救いようがないな。ってか“〝万物創造オムニア・クリアート”〟で創れないのか？」

　条件さえ整えれば、ありとあらゆるものを創造できる皐月の異能“〝万物創造”〟。それならばせんべい程度容易たやすいように思えるのだが……

「新商品なんですよぉ……。それに創れることは創れますが、食品系は味に皐月の主観が多分に入ってしまって、ぶれることが多いんです……。水とかならまだましですが……」

　認識が要かなめである異能。それは創り出す物すら定義できる“〝万物創造”〟でも変わらない。

　皐月は“〝万物創造”〟で創り出すための認識として形、機能、名称が必要だと言ってたから、機能あじに主観が入ってしまうとデータベースたる《血けつ樹じゆ》からの検索もうまくいかないのだろう。

「おせんべおせんべって言ってるけど、皐月ちゃん二度寝してたんじゃないの？」

「再放送のドラマ見つつ、何度寝ともわからない睡魔に身をゆだねつつ、おせんべ食べてたんですよぉ……。あ、お茶も煎いれっぱなし……もったいない……」

　なんだその自じ堕だ落らくっぷり。本気で救いようがねえ。せめて食べるか寝るかどっちかにしろ。

　俺おれの呆あきれた気配を感じたのか、皐さ月つきはむっとした顔で俺たちを振り返り、

「お兄ちゃんだって、朝っぱらから発情してお姉ちゃんとイチャイチャしてたじゃないですか！　日曜なんですから、皐月もだらだらしたっていいじゃないですか！」

「……へぇ。日向ひなた、遅れた理由ってもしかして、それ？」

　運転席から響いてきたその言葉に、興奮していた皐月も俺にもたれて読書中だった鈴すず莉りも──そしてもちろん俺も、瞬間的に凍こおりついた。

「さっきは『時間が押してるから』なんてはぐらかされたけど……詳しいことを聞きましょうか？　日向」

　声音はあくまで静かに、しかし、溢あふれんばかりの殺さつ気きは微み塵じんも隠かくさず、運転手──御み園その由ゆ枝えさんは元々つり目気ぎ味みの目をさらにつり上げ、バックミラー越しに俺を睨にらんでくる。

　なんでもさっき聞いたところによると、不審な車が騒そう音おん被害をまき散らしている、と危あやうく近きん隣りん住民に通報される一歩手前だったそうな。出てきた隣のおばさんに、

「あ、すみません。ここの日バ向カ待ってるんで」

　と言ったら、

「ああ、綾あや川かわさんところの関係者？　大変ねえ」

　と納得してもらえて、なんとか通報は免まぬがれたらしい。我が家が近隣の方々にいったいどういう風に思われているのか、気になって仕方がない。バカで納得するなよ。

　ともあれ、

「で、なに？　イチャついてて、遅れた？」

「…………すみませんでした」

「お兄ちゃんが、素直に謝った……っ!?」

　うるさいぞ、妹よ。おまえは由枝さんの本当の恐こわさを知らないんだ。

　俺が心の中で毒づいていると、その由枝さんはハンドルを指でコツコツと叩たたき、

「あとで焼き肉ね。駅前の高級店」

「おごりっすか!?」

「当たり前でしょうが。ああ、父さんや母さんも連れて行くから。もちろん経費にはさせないわよ」

　俺と鈴莉で最低五人前、しかも自腹、と。今月も厳しいんだけどなあ……。

「ゆ、由枝お姉さん。ひなくんばっかり責めないであげて。今回は、えと……私から迫っちゃったから」

　恐る恐るながら、健けな気げなことを言って俺をかばってくれる鈴莉。ああ、後ご光こうが差してみえるぜ……。すずりんマジ天使。

　そんな涙ぐましい援護を見て皐さ月つきも、お姉ちゃんがするなら、とばかりに背筋を伸ばし、

「由ゆ枝えさん。お兄ちゃんもお姉ちゃんも万年発情中なんですから、仕方ないですよ。……まだ家の中だっただけ、よかったと思いましょう」

「…………」

「…………」

「…………皐月ちゃん、あなたずいぶん毒されたわね……」

「はい？　………………い、いえ！　こ、これはそのですね！　もし自分がー、なんて考えたら強くも出づらくなったと言いますか……!?」

「皐月慌てすぎ。おまえの妄想範はん囲いが広いのはよーくわかったから、落ち着け」

　あわあわと両手を振り回していた皐月は、俺おれたち三人からの同情にも似た空気に耐たえられなくなったのか一度大きく空から咳せきをし、

「ごほん！　そ、それで、いったいこの車はどこへ向かっているんです？　見た感じ、山の方へ行っているようですが」

　行儀悪くシートに膝ひざを乗せて後ろを向いてきた。こいつときどき鈴すず莉り以上に子供っぽくなるよなあ……。

　そんな皐月に、俺は小さく頷うなずきを返す。

　まあ、到着まであと少し。ここまできたら隠かくす必要もないだろう。もともと隠す必要がなかったんじゃないかとかは、気にしたら負けだ。

「皐月。おまえは先月の事件で、自分の出自にまつわることをいろいろと知ったな？」

「え、ええ。お兄ちゃんが本当にお兄ちゃんで、《御み園その》の本家は結構厄やつ介かいな家で……とかですよね？　…………えっと。それがなにか？」

　予想外の方向へ話が飛んだからだろう。皐月は呆ほうけた顔でこてんと首をかしげてくる。

　そう。数週間前に起こった、皐月を狙ねらった暗殺者の騒動。そのときに知り、告げた事実──俺と皐月が腹違ちがいの兄妹であり、“〝万能”〟とすら呼ばれる本家特有の異能を有することについての話。

　唐突に自みずからの重要性、本家の意味、そして──俺が実の兄だと知らされた皐月とは、多少なりとも関係がギクシャクしてしまうだろうと思っていた。馴な染じみ始めたところだったが、溝ができても仕方ない、と思っていた。

　ところが決着の翌日からも皐月の態度は変わらず、特に思い悩んでいるような様子も、まったくなかった。

　だから、不審に思った俺は、ある日皐月に訊たずねてみた。

　どうしてそんなに変わらずにいられるのか、と。

　どうして知らなかった事実を突きつけられて、平然としていられるのか、と。

　すると、皐月は呆あきれかえった顔で答えてきた。

「従兄おにいちやんが実兄おにいちやんだったからって、なにが変わるんです。せいぜい、ためらわずに『お兄ちゃん』と呼べるようになるくらいの変化でしょう？」

　それに、と皐さ月つきは片目を瞑つぶり、

「皐月はこれで義ぎ妹まいでも実じつ妹まいでもこなせる、トンデモな立ち位置についたわけです。どちらに萌もえてもカバーできる、妹萌えにとって完かん璧ぺきなる存在に、です！　お兄ちゃんもシスコンみたいですし、ある意味万ばん々ばん歳ざい？」

　なんてことを、平然とのたまってきた。

　義妹でも実妹でもって、それをどっちつかずの中途半端というのだが。

　それは置いておくとしても、皐月は自みずからの言葉通り、なにも変わらず今日までを俺おれたちと過ごしている。

　だが、俺たちの血けつ縁えん関係に付ふ随ずいするもう一方の問題は僅わずかでも気になっていたのか、皐月に一つだけ変化があった。

　それが──

「おまえはあのあと──前回の事件が決着したあとに言ってたな。『本家について、《御み園その》について、異能について、もっと知りたい』と」

　これだ。

　皐月と俺たちが出会って以降、俺の知るかぎりでは呆あきれるほど興味を示していなかった《御園》関連こちら側について、自主的に知りたいと言ってきたのだ。

　自らの複雑な出自を知ってなお、すぐにそれと向き合う道を歩もうとするなんて。まったく、こいつの精神は呆れそうになるほど強い。

　しかし、俺が彼女の強さを思い出して感かん慨がいのようなものを感じているにもかかわらず、皐月はぽかんと目を丸くし、

「なんとなく言ったことなのによく覚えてますね、お兄ちゃん……」

　おいこら、なんとなくってどういうことだ。こいつ実は思いつきだけで、なにも考えてないんじゃないだろうな。

　だが、皐月の目は俺が呆れた一瞬前とは異なり、すでに真剣なものへと変へん貌ぼうしている。それはある種の決意を秘めた、強いもの。

　俺はそんな皐月をまっすぐ見返し、言葉を続ける。

「だから《御園》について、本家について、異能について、いろいろと教えてやろうと思って、このお出かけを企画したわけだ」

　そうして言葉の途中ですでに停とまっていた車から降り、皐月にも降りるよう促うながす。

　降り立ったのは高級ホテルを彷ほう彿ふつとさせるロータリー。その正面、ガラスの自動ドアを開き、数歩先に立つ由ゆ枝えさんが恭うやうやしく頭を下げる。

「お帰りなさいませ、《長おさ》」

　そして、

「ようこそおいでくださいました、妹君。異能者組織《御み園その》──その本部へ」



「さて、それじゃあ詳しい話の前に、中の施設を案内しよう。これからおまえも使う機会があるかもしれないからな」

　それにしても、本こ部こに来るのはずいぶんと久しぶりだ。

　一口に《長おさ》といっても、代々組織運営においてはその《長》なりのかかわり方というものがあったらしい。

　がっつり全てに指示を出すタイプ。大きなことだけを担当し、それ以外は放置するタイプ。最低限のことだけをこなし、後は有能な部下に任せるタイプ。などなど、様々なタイプが存在する歴史の中において、俺おれはかなりの放ほう任にん主義に分類される。

　俺は基本的に、《御園》へ能動的にはかかわらない方針だ。そもそも《長》が直接動かなければならない事態というのが稀まれだし、あったとしてもたいていのことは家でできる。だから本部までは滅めつ多たに来ていなかったのだが……これからは少しかかわり方を変えようかな、とも考えていたり。

　そんなことを頭の隅で思いながら、鈴すず莉りと腕うでを組んで廊ろう下かを歩いていく。

　とてとて隣を歩く鈴莉は俺の腕を大きな双球の間に挟はさみながら、後ろで物もの珍めずらしげにきょろきょろしている皐さ月つきを振り返り、ほがらかに口を開く。

「結構いろいろそろってるから、ちょっと街から遠いけど不便さは全然ないんだよっ」

「いろいろって……そんなにここ広いんですか？」

「広いなんてものじゃないわ」

　皐月の疑問に答えたのは、俺たちの傍らに一歩下がってついてくる由ゆ枝えさん。

「インカの聖地、ムー大陸、徳とく川がわ埋まい蔵ぞう金きん、ソロモンの財宝。とにかくオカルトな曰いわくに事欠かないこの山だけど……本質的には山じゃないのよ、ここ。この内部全てが、《御園》の本部。いわば円えん錐すい状じようの大きな建物になってるってわけ」

「山をくりぬいたってことですか!?　そ、そんなこと──」

　言いかけて皐月も気づいたのだろう、はっと口元を押さえ、言葉を途切れさせる。

　そう、普通はできない。西日本でも有数の大きな山をくりぬくなど。

　しかしここは《御園》──古来より連れん綿めんと続く異能者の総そう本ほん山ざん。目的に適した異能者を集めれば、その程度のこと、容易たやすい。

「そういうわけで、外に見えている部分はほんの一部。入り口だけにすぎない。本当の意味での《御園》本部は、こヽのヽ山ヽ全ヽ体ヽだ」

　よく比較対象にされる某ドーム何個分なのかは知らないが、上は頂上の少し下まで、下は硬い岩がん盤ばんに当たるまで掘り進めているので、延のべ床ゆか面めん積せきは相当なものだろう。ぶっちゃけ広すぎて使い道がない。

「異能者ってすごいよね～」

「なー」

「いや、お姉ちゃんたちがそれ言ってどうするんですか……その中でもさらに特殊な部類でしょうに……」

　などと話しているうちに廊ろう下かをいくつか通り、両開きの大きなドアの前へ到着する。

「ここが食堂。まあ、社員食堂みたいなものだと思えばいい」

「うわ、広いですね」

　皐さ月つきの言葉通り、ここは同時に数百人が食事をとれるよう設計されているため、とんでもなく広い。そんな壁沿い、まるでフードコートのように並んだカウンターの一つへ向かい、洗い物をしているいかにもシェフ、な服装の男性に声をかける。

「よ、久しぶり」

「おや、《長おさ》じゃないですか。奥様も。お久しぶりです」

「…………お姉ちゃん、ここでもお兄ちゃんとの仲知られてるんですね。奥様扱いですか」

「うんっ！　私とひなくんは昔から、らぶらぶだもんっ」

　はにかみながら、しかし元気いっぱいに頷うなずく鈴すず莉り。

「ねね、アイスある？」

　俺おれたちに大きく頭を下げてきた食堂長であるシェフは、そんな幸せオーラ全開の鈴莉がぴょこっと手を上げながらしたオーダーに破は顔がんし、

「ええ、前回いらっしゃったときにお聞きしたお二人のご希望通り。各種取りそろえました。どこぞの高級アイスクリーム屋にも負けない味で、どこかよりも常に一種類多い、三二種類！」

「無む駄だなところで対抗してんな……」

　どうしてこう、ライバル店より一種類多く、とかするのだろうか。どうせなら倍くらい増やせばいいのに。

「まあ、おいしいならいいか。じゃあ、俺はチョコアイス。鈴莉は、イチゴアイス？」

「うんっ。皐月ちゃんと由ゆ枝えお姉さんはどうする～？」

「それじゃあ、あたしはソーダアイスをもらおうかしら」

「え、えっと皐月は…………焦がし醤しよう油ゆアイスで」

「……焦がし醤油、で？」

「です」

　メニューを眺ながめていた皐月の言葉に思わずといった調子でシェフ本人が聞き返すも、皐月は無表情に首を振る。

　いきなり珍ちん味み系とは、恐れ入る。よっぽどせんべいを置き去りにしてしまったのが悔くやしいのだろうか。

　皐さ月つきのチャレンジャー魂に対してだろうか、若じやつ干かん尊敬の念のようなものを見せながらシェフは俺おれたちの注文を復唱すると、即そく座ざにコーンにのせたアイスを手渡してくれる。

　それを各自受け取って礼を言い、近くの席へ腰こし掛ける。

「ひ～なくんっ、チョコアイス一口ちょ～だい」

「ほい。俺もイチゴアイス一口、いいか？」

「あは。それじゃあ、あ～ん」

「あーん」

　体を横に傾かたむけて向かい合い、俺のアイスを鈴すず莉りが、同じく差し出された鈴莉のアイスを俺が口に含む。

　ふむ、濃厚でイチゴの果肉まで入っているとは。高級アイスに負けないと自負するだけはある。これは食堂の予算アップだな。

　そんなことを思い、もう一口、と餌えさをねだる小鳥のように軽く突き出された鈴莉の唇くちびるへ、アイス──ではなく、

「……あ。ひなくんったら……♪」

　そっと、自分の唇を触れさせる。

「あんまりにもかわいかったから、つい、な」

















「えへへ～、じゃあ私も、お返しっ」

「っと」

　再び小さく触れあった唇くちびるは、それでもアイスだけではない甘い味とかすかな痺しびれを俺おれへと残していく。

　その甘い痺れに促うながされ、俺はもう一度鈴すず莉りの唇へ──

「あー、熱ねつ波ぱでアイス溶けるからご遠えん慮りよ願えませんか？」

　振り向けば、もはや見慣れたジト目の皐さ月つき。

　こいつめ、最近イチャイチャ耐性がついて寛かん容ようになってきたと思ったが、さすがにまだ外では厳しかったか。

「皐月ちゃん。あと五分。五分だけお願い」

「いやいやいや、そんな朝起きるのを粘るみたいに言われても！　というか五分って相当ですよ!?　ちょっといいカップ麺めん作れちゃいますよ!?　それだけの間、公共の場でなにするつもりです!?」

「えと、キスして～、口移しでアイス食べさせあって～、ひなくんのお膝ひざにのって抱きしめてもらって～」

「鈴莉を抱きしめたときの温かさで心穏やかにしてー、鈴莉の頭なでてー、ちょっと鈴莉をくすぐったりなんかしてみてー…………皐月、一〇分待ってくれ」

「延のびた！　五分延びましたよ!?」

　力強くつっこんだあまりアイスのコーンにひび割れを刻みつつ、皐月は一人黙々とアイスをなめている由ゆ枝えさんに助けを求めるような視線を送る。

　はたしてそれを正しく読み取ったのか、由枝さんはだるそうに俺たちへ半眼を向け、

「あんたたち、皐月ちゃんからかって反応楽しむのはやめなさいな」

　そんな、見けん当とう違ちがいのことを言ってきた。

「からかって……え？」

　いやいや、なに言ってんの？　俺たちからかうとか関係なく常時本気だよ？

「………………まさかとは思いますが……本気でイチャついていただけじゃ、ありませんよね……？　《長おさ》……？」

　というのが俺の顔から伝わったのだろう、ひくひくとこめかみを引きつらせながら、由枝さんが言外に『真面目まじめにしろ』と訴うつたえてくる。

　おそらくは、人目があるし体面もあるんだから、ということだろうが……もう今更だよなあ。そうでなきゃ、堂々とシェフが鈴莉のことを『奥様』なんて呼ぶわけがない。

　気にせずイチャつきたくもあるが……しかし、アイスが溶けそうなのもまた事実。

　だから俺は残念そうな鈴莉を膝にのせることで妥だ協きよう案とし、説明へと戻った。

「この食堂は職員なら誰だれでもタダで食べ放題だ。だから、お腹なかがすいたりしたら遠慮なく注文するといい」

「え、お金いらないんですか？」

　まともな説明が始まったことでほっとした様子の皐さ月つきが「こんなにおいしいのに」とぺろぺろアイスをなめながら呟つぶやく。

　ふむ、おいしいのか。焦がし醤しよう油ゆ。後で頼んでみてもいいかもしれない。

「しかも、ここって二四時間年中無休なの。食べ物も和食洋食中華、なんでもあり！　デザートもとってもおいしいんだよっ」

「はー……お兄ちゃんの料理で舌が肥こえているお姉ちゃんがそこまで言うとは。侮あなどれませんね、《御み園その》食堂」

　皐月はかぷりとアイスをまた一口かじり、

「年中無休でこの味を、ですか。広くて掃除も行き届いてますし、維持費バカにならないでしょう？」

「まあ、な」

　呟き、食べ終わった包み紙をゴミ箱に投げ捨てる。

　たしかにこの食堂の維持費は決して安くない。だが、それで職員のモチベーションが向上するならお金以上の価値がある、と俺おれは考えている。《御園》は──特に異能関連のことを生なり業わいとしている本部は金を儲もうけることが目的ではないのだから、余剰は職員に還かん元げんだ。

　それに、維持費が高いとはいっても《御園》という組織全体で見ればそれは微々たるものでしかない。実際、関連企業などから入ってくる収入だけで、本部は設備維持費から職員の給料まで全て、余裕をもって賄まかなうことができている。

　だいたい、この食堂にしたってただの福利厚生施設ではない、別の側面が……まあ今はいいや。みんなおいしいアイスで幸せそうだし。

「鈴すず莉り、もう一個いくか？　今日だけは特別にいいぞ」

「いいのっ!?」

　ぱっと顔を輝かせた鈴莉だったが、なにかを思い出したのか頬ほおに人差し指を当て、

「ん～、やっぱり今はいいよ。後で和わ菓が子しでてくるでしょ？　そのとき食べれなかったら悪いもん」

「……たしかに」

　それはありそうだ。いや、確実にあるだろう。

　和菓子？　と首をかしげている皐月だったが、俺たちが立ち上がると慌てて包み紙を捨て、後ろについてくる。

「よし、次に行こうか」



《御園》本部探索ツアー、二カ所目は、

「トレーニングジムだ。ここも無料でいつでも開放してある」

「あ、なんだかそれっぽいですね」

「それっぽい？」

　ふぇ？　と首をかしげた鈴すず莉りに、整せい然ぜんと並んだトレーニング器具を眺ながめていた皐さ月つきは真剣な顔で頷うなずきを返す。

「だってここで《御み園その》の特殊部隊……ええと、処理班イレースでしたっけ？　あの人たちが訓練しているんでしょう？　いかにも《御園》なんて秘密組織っぽいじゃないですか」

「あー」

　なるほど。たしかにアイスだデザートだ、と苦心しているより、汗水たらして訓練している方が特殊部隊を抱える秘密組織っぽい。きっと皐月はアメリカ映画で出てくる軍隊とかＳＷＡＴとかをイメージしているのだろう。

　だが、若じやつ干かん目を輝かせて鼻息を荒くしている皐月に、由ゆ枝えさんが幻想をぶち殺さんとばかりに淡々と告げる。

「残念だけど、皐月ちゃん。ここの利用率が一番高いのは、有志によるエクササイズ教室よ。処理班は頭下げるか、《長おさ》に泣きつかないと訓練スペースすらもらえないのが現状」

「エクササイズ教室!?　特殊部隊、立場弱すぎでしょう!?」

　あ、はい。期待されてるところ悪いけど、実は処理班ってあんまり活躍の場がないんです。ついでにいえば、ジこムこの開放も食堂同様ちょっとした裏の意味があるわけで。

　ま、それらの話も追おい々おい。いろいろなものと混ぜて、話してやるとしよう。



　　　　◇　◇　◇　◇



　などなど。本部の奥へと進みながら、皐月が使いそうなところを中心に案内をしていくこと一時間弱。

　そろそろ疲れが見え始めたところで、

「最後、ここだ」

　休憩場所──もとい、目的地へと辿たどり着ついた。

　その扉につけられたネームプレートは──《長》。

　扉を開けば、中に広がるのは両りよう脇わきにずらりと書棚が並ぶ二〇畳ほどの大きな部屋。奥にはＬ字形をした大きな机と椅い子すが、入り口寄りの中央には向かい合ったソファーとその間にガラステーブルが、それぞれ高級品特有の威い圧あつ感かんを放ちながら鎮ちん座ざしている。

　しかし、そんな社長室を思わせる重厚な部屋に入った皐月は、いきなり目を半眼にした。

「お兄ちゃん……」

「なんだ、妹よ」

「なんですか、あの《長おさ》って直接的すぎるプレートは!?　そもそもここに至いたるまでにつっこみ箇所が多すぎるんですよ、この本部！」

　その大半は俺おれと鈴すず莉りがネタ振りしたものだったり、イチャイチャしているのに皐さ月つきがあれこれとつっこんできたもので、本部はほぼ関係なかったりするのだが。

　それはさておき、つっこみ係皐月にはまだ仕事が残っているご様子。

「それに《長》ってことならお兄ちゃんの部屋でしょうに、なんでかわいい女性ものの服や雑誌が散乱してるんですか！」

　力強く指さされた床には、浴衣ゆかただろうか花柄の広がった布ぬの地じや帯が無む造ぞう作さに放置されており。さらには女の子向けの雑誌やお菓子の空き袋なんてものも所々に落ちて、奇妙な生活感を醸かもし出している。

　そこから視線を少し動かせば、隅には簡易キッチンと、衣装ダンスらしきものも──明らかに後付けで──設置されており、その感覚を助長する。

　調度品と生活感のアンバランスさに皐月が呆あきれかえる中、俺たちが入ってきたことに気づいていないのか、ソファーでは二本の白い棒がぱたぱたと揺れ続けている。

　まったくあの幼女は……。事前に連絡をしなかったとはいえ、緩ゆるみすぎだろう。

　ため息を吐つき、その一対の白い棒──細く生白い足の持ち主へ声をかける。

「おはよう、詞ふみ香か」

「……？」

　はた、と止まった足の動きに続き、ソファーへうつぶせになっていた人物がイヤホンを外しながらゆっくりと身を起こす。

　それは小さな──鈴莉よりも頭半分近く小さいであろう少女。

　ぼんやりとこちらを向いた無表情な顔は端たん正せいに整っていながらも多分に幼さを残し、周りを彩るセミショートの黒髪と相まって、日本人形のような印象を周囲へと与えてくる。

　彼女を飾る服装は印象に違わず、和服をベースとしたもの。しかし各所に現代風のアレンジが加えられたそれは鈴莉が好むゴスロリ服の和風バージョン、といった風情になっている。

　そんな未いまだ幼女といってもいいような幼さの少女は、その感情の読み取りづらい顔を、軽く手を振っている俺から周りの女性陣を経由してまた俺へと戻し、

「……っ！　……ひなた、様……っ!?」

　慌てた様子でソファーから……転がり落ちた。

　ゴッ！　ととんでもなく嫌な音がガラステーブルから響いてくるが、少女──詞香は気にした様子もなく這はい出だしてくるや、きっちりとした正座で頭を下げる。

「……おひさし、ぶりです。すぐに気づかず……申し訳、ありません」

「いや、久しぶりだけど……頭、大丈夫か？」

「かなり大きな音してたよ？」

　心配になって俺おれも鈴すず莉りも口々に問いかけるが、詞ふみ香かはかくっと首を倒し、

「……もともと……頭はよく、ありませんので。大丈夫、です」

　そういう心配ではないのだが……。

「……ひなた様、はお仕事……に？」

「ん、まあ仕事といえば仕事だな。今までは滅めつ多たに顔も出してなかったけど、これからはちょっとこっちにも力を入れようと思ってな」

　言った瞬間、詞香は深々と下がっていた頭をばっと跳はね上げた。

「……ひなた、様」

「ど、どうした？」

「……それ、では。これから、は本部に、よく……？」

「ああ、毎日は難しいけど、ちょくちょくは来るよ」

　そう答えると、詞香は無表情の中にも嬉うれしげな色をかすかに見せ、

「……楽しみに、待っています」

　小さく笑み、そう呟つぶやいた。



「……どう、ぞ」

「あ、どもです」

　ソファーへ腰こし掛けた皐さ月つきの前へ、詞香が濃い抹まつ茶ちやと和わ菓が子しを並べていく。

「お姉ちゃんが言ってた和菓子って、このことだったんですね」

「ふみちゃん和菓子好きだから、きっと出てくるだろうな～って」

「でもおせんべじゃなくて、羊よう羹かん……。皐月のおせんべ……」

　どれだけあのせんべいにご執しゆう心しんなんだよ……。いい加減かわいそうにもなってきたし、帰りに何枚か買ってやろう。

　などと俺たちが話している間にも、詞香は簡易キッチンと応接スペースを往復して次々人数分の抹茶とお茶ちや請うけを並べていく。その姿は一生懸命にお手伝いをしている子供にしか見えなくて、なんとも微笑ほほえましい。

　とはいえ、無表情に淡々と行っているせいで、微妙な不気味さがあることは否いなめないのではあるが。

　まるでからくりの茶運び人形がごとき所しよ作さで、最後に自分の分を運んできた詞香は机の脇わきまで来ると、そこで僅わずかな焦あせりの色を見せて固まった。

「詞香、隣いいぞ」

「……は、はい」

　声をかければ、すすっと近寄ってきて隣に腰を下ろす詞香。そのままお盆ぼんから小皿と椀わんをテーブルに移すと、わかるかわからないか程度、かすかにほっと吐息をもらす。

　どこに座るか迷っていたのだろう。《長おさ》の隣に座るのも……かといって、知らない人さつきの隣に座るのも……といったところか。

　そうして詞ふみ香かが席についたところで、

「それで、この和服美少女さんはどちら様なんです？　どうやらここに住んでるっぽいですが、お兄ちゃんが愛人候補として拉ら致ちってきました？」

　皐さ月つきが羊よう羹かんを小さく切りながら訊たずねてきた。ってか愛人候補ってなんだ。俺おれは鈴すず莉り一筋だってのに。

「……わたし、は望んでここに……います……！」

「え、あ、はい。す、すみません……」

　ほらー、詞香もむっとしてるじゃないか。平へい坦たんな声に威い圧あつ感かんがあって、なんとも怖こわい。

　皐月も気け圧おされて即そく座ざに謝るくらいなら言うなっての。

「悪いな、詞香。こういうやつなんだよ。俺の愛人候補呼ばわりされて気分悪いだろうけど、勘弁してやってくれ」

「………………そちらは、問題では……」

　なにやら消え入りそうな声でごにょごにょと声にならない声をもらした詞香は、俺が聞き返す間もなく一度大きく頭を振ると、俺の袖そでをつまんで首をかしげる。

「……こちらの、方は……？」

　ううむ、まだどことなく不機嫌そうな雰ふん囲い気きなのが気になるところだが……。

「ま、そうだな。二人は初対面だし、自己紹介といこうか」

　抹まつ茶ちやをすすって言えば、詞香はこくりと頷うなずき、

「……月つく詠よみ、詞香……一二歳、です。ひなた様のご厚こう意いで、ここに置いていただいて……おります。……ご厚意、で」

　ご厚意、を妙に強調するのはさっきの軽口故か。そんな詞香の自己紹介に対して、皐月はなぜかおどおどと視線を彷徨さまよわせながら、

「ふ、詞香ちゃんですね。よ、よろしくお願いしますです……」

　小さく言ったきり、口を閉ざしてしまう。

　それは詞香も同様で、自己紹介の主役だった二人が黙れば、自然と辺りには静せい寂じやくが満ちてしまうわけで。

「…………」

「…………」

「……………………」

「……………………」

「………………………………」

「………………………………」

　おい、なんだこの重苦しい空気は。息苦しいにもほどがあるぞ。

　隣の詞ふみ香かを見やれば、彼女はこれ以上なにを話せばいいのか、というように緊張気ぎ味みに皐さ月つきの様子を覗うかがい、硬直してしまっている。その姿は本当に魂の通わない日本人形になってしまったかのようだ。

　そして向かいの皐月は皐月で、いつもの威い勢せいはどこへやら、どこかおどおどと不安そう。

　あっちこっちへ落ち着きなく視線は動き、その合間に助けを求めるように俺おれをちらちらと見てきたり。しかしそんな状態ながら、軽口を叩たたくでもなく、借りてきた猫のように皐月はただひたすら大人しい。

　どちらも言葉を交わすことはなく、しかし意識し合っているのは傍はた目めにもはっきりとわかる。それに、この大人しい皐月、どこかで……

「………………ああ、そうか」

　どこかでこの大人しい皐月に見覚えがあると思ったら、あれだ。綾あや川かわ家に来た最初と転校初日。あのときもこんな感じで、どこかおどおど遠えん慮りよした様子だった。

　慣れれば俺や鈴すず莉りへするのと同じように、容よう赦しやなくつっこんだりボケてきたりするのだろうが、基本的には人見知りらしい皐月。どうやら初対面の詞香と言葉を交わして、人見知りが発動してしまったらしい。

　そして人見知りなのは詞香もまた、同じ。こちらはいつも引きこもっているだけに、皐月のそれよりも警戒心だけならかなり上。

　人見知りと人見知り。そんな二人にまずは自己紹介なんて、ひょっとしたら俺は早まったことをしてしまったのかもしれない。

「そ、その……」

　お、皐月、がんばるのか？

　広い部屋へ落ちる沈黙に俺が僅わずかばかりの後悔を覚える中、年上としてのプライドが勝ったのか、ついに口を開いた皐月は、意を決したように拳こぶしをぎゅっと握りしめ、

「か、かわいい名前ですね！」

　そう、言い放った。

「「「…………」」」

　うん、まあ……ありじゃ、ない？　自己紹介だし、相手の名前褒ほめるってのも。

　その及きゆう第だい点てんといえば及第点だが、もっと他に言うことなかったのか、とも言いたくなる発言に気が抜けたのは俺だけではなかったようで、その言葉を贈おくられた詞香も緊張が途切れたとき特有のふわっとした声音で、

「……ありがとう、ございます……？」

「なぜ疑問系……」

　たぶん照れているのではなかろうか。詞ふみ香かって結構照れ屋だし。

　なんてことを考えていると、詞香の手がそっと『あなたの番』というように皐さ月つきへと差し出される。

　それに促うながされる形で皐月は一つ頷うなずき、

「み、御み園その皐月です。えっと……」

　名前を言っただけで、む、と眉まゆ根ねにしわを寄せ、動きを止めた。

「────これ、言ってもいいんですかね……。由ゆ枝えさんは知ってますが……どうなんでしょう──」

　もれ聞こえてくるのは、そんな小さな声。だが、それだけでもなにが引っかかったのか、十二分に理解できた。

　だから、従あ兄にがその言葉を継つぐ。

「詞香」

「……？」

　呼びかければ、皐月から俺おれへと、その青みがかった黒の瞳をスライドさせてくる詞香。

　そんな詞香に対して、俺は皐月を指し示し、

「こいつは御園皐月。俺の従妹いとこで──妹だ」

「……？　従妹で、妹……？」

「そうだ。従妹で、妹だ。ただし、どうしてそうなったかは考えるなよ。まだおまえには早い」

　いくら女の子が早そう熟じゆくだとはいえ、中一に対して『父親が二ふた股またしやがってさー。一ひと月つきしか年が違ちがわない妹だよ。あっはっは』なんて言うのは教育上よろしくなさすぎる。

「……ひなた様が、そう仰おつしやるの……でしたら」

　一方的にすぎる命令だったが、詞香は納得したのか──はたまた実際のところを理解してしまったのか、まったく読み取れない無表情で頷きを見せてくる。

　そしてそのガラス玉のような瞳はつ、と僅わずかに皐月へ向き、

「……ひなた様の妹……。さつき……さんも、本家……？」

「そうだ。皐月も本家筋──“〝万能”〟を司つかさどる、もう一人だ」

「お、お兄ちゃん!?」

　そこでようやく俺が話している内容の危険さに気づいたようで、皐月が叫びを上げた。

「い、いいんですか!?　前回そのせいで皐月が狙ねらわれて、事件が起きたばかりですよ!?」

　そうだ、妹よ。その警戒心は正しい。

　前回の暗殺者騒動。その原因となったのは『皐月が本家筋である』この一点に尽つきる。

　本人にまったく責任はないが、だからといって気軽に言いふらして得になるようなこともなければ──逆に、危険を再び呼び込むことだって、ありうる。

　だから最初に言いかけてやめたのも、今俺おれにくってかかるのも、間ま違ちがっていない。

　しかし、

「いいのいいの。ここにいる人間は」

　手を振り、俺はソファーから立ち上がる。

　そうしてべったりくっついたままの鈴すず莉りと数歩、本ヽ来ヽのヽ席へと座り直す。

　そう。この部屋のネームプレートは《長おさ》。

　ならば俺が座るべきは応接セットのソファーではなく──奥に机とともに鎮ちん座ざし主を待つ、大きな椅い子す。

　そこに俺が腰こし掛け、鈴莉もしなだれかかるように隣の椅子から寄り添そってきたのと同時、音もなく移動していた由ゆ枝えさんと詞ふみ香かが、それぞれ俺の後ろと右後ろに控える。

　これが、いつもの場所。俺が《長》として客人を出迎えるときの、定位置。

　さっきまでは皐さ月つきの従あ兄ににして兄の御み園その日向ひなたとして、雑談に興きようじていた。だが、ここからの話は、異能者の管理を行う《長》としての御園日向が話さなければならない。

　話の流れではあったが、早々に話題へと上ったのだ。ならば、予定を早めるのは時間的にも都合がいい。

「本題に、入ろうか」

　机の上で指を組み呟つぶやくように言うと、皐月も俺が切り替えたのを感じたのだろう。真剣な顔になり、俺おれを見返してきた。

















「おまえは《御み園その》について、いろいろ知りたいと言っていたな。だがその前に一つ、決めて──」

　いや、

「──確認しておかないと、いけないことがある」

「はい。皐さ月つきの……扱いについて、ですね」

　話の流れから──ひょっとすると自みずからの立場を知った頃から、そう遠くないうちにこの話が出るということは悟さとっていたのだろう。皐月の顔に驚きは見えない。

「そうだ。今、おまえはとんでもなく微妙な立場になっている。前回、本家筋であるという、ただそれだけの理由で狙ねらわれたというのは、覚えているな？」

　はっきりと顎あごを引く皐月。

「本家筋というのはそれだけ重要ということだ。それは“〝万能”〟を冠かんする異能を持つためでもあり、《御園》を束ねる《長おさ》を出す家系だからでもある」

　そして、相手がどのような理由を求めているにせよ、

「本家の直系である。それだけで、それを表に示すだけで、狙われる危険性は十分にありうる。だからこそ《長》は秘されているのだし、現場レベルでは有能な部下たちが《長》に代わって指揮を執とっている」

　だが、

「皐月、おまえは外に露出しすぎた。それ自体はおまえの責任でもなんでもない。しかし、事実として『異能者・御園皐月』という存在はもう外に知られてしまっている」

　だから、

「だから、一点だけ。今から言うことにだけ気をつけてほしい」

「一点だけ……？　それだけでいいんですか？」

「ああ、それだけだ」

　それ以外は──俺がどうにかする。

　これ以上、もう二度と、家族が悲しい思いを抱かないように。全ての障害を取り払う。

「これまで通り。おまえはこれまで通り過ごしていい。異能も一般人にばれない範はん囲いなら使っていいし、俺のことは『お兄ちゃん』と呼び続けていい」

　だけど、と僅わずかに言葉へ力を込め、言う。

「《御園》の一般職員、それから同業者──他の異能者組織には、自分の異能と出自を隠かくせ。隠し通せ。異能者・御園皐月と本家とが結びつかないようにしろ」

　かなり横おう暴ぼうなことを言っている自覚はある。これまで父親にも認知されず、さらには兄にまで自分との関係を隠せと言われているのだ。

　だがそれも、近いうちに俺がどうにかする。皐月が堂々と俺の妹だと公言できるように、取りはからう。

　そのための《長おさ》。家族を守るために手に入れた力だ。

　だから皐さ月つき。今だけは、この扱いに耐たえてほしい。

　そんなことを願う俺おれに皐月はまっすぐ視線を向けると、顎あごにあてていた手を持ち上げ指を四本立てた。

「四つ、質問してもいいですか？」

「ああ、もちろんだ」

　では、と言って皐月は指を一本だけにする。

「一つ目ですが……お兄ちゃん、さっき平然と詞ふみ香かちゃんにばらしてませんでした？」

「ここにいる人間はいいって言っただろ？」

　後ろに立つスーツ姿の美女を示し、

「由ゆ枝えさんは高校生でもあるが、俺の秘書でもある。かなり深くまで《御み園その》や異能、本家について知っている」

　そして質問の対象である右の和服美少女を示し、

「詞香はこの年齢だが、《御園》の隠蔽班ヴエイラー、その──班ヽ長ヽだ」

「え……？　隠蔽班って異能の痕こん跡せき回収したり、物品の修復したりする部署ですよね？」

「……他に、も周囲に知られないよう、結界を張ったり、情報操作したり……いろいろ、してる」

「あ、そうなんですか。補足ありがとうございます」

「……これも、お仕事」

　心なしか詞香の声が『ドヤ』って感じになっているのが微笑ほほえましい。

　だけどこれ、見た目には微み塵じんも変わっていないし、気づけるのって何人いるんだろうなあ。詞香ももっと感情をうまく表現すれば遥はるかに魅力的になるだろうに、というのは俺や由枝さんなど詞香の友人全員が抱く共通見解だ。

「ええと……詞香ちゃん、本当に班長なんですか……？」

「……班長。それにわたし、はひなた様だけに……お仕え、してるから」

「直属の部下、ということですか？」

　皐月からの確認は俺に。

「ああ。由枝さんも詞香も、俺の直属──いわば、側そつ近きんだ。あとは処理班イレース、隠蔽班も警戒する必要はない。あそこも《長》直属だ」

「だから《御園》では側近や直属の部隊以外の、一般職員だけに隠かくすんですね」

　頷うなずいた皐月は、その流れで指を一本増やし、言葉を続ける。

「二つ目です。さっきさらりと言われましたけど……他の異能者組織って、なんです？　日本を牛ぎゆう耳じっちゃってるらしい《御園》以外にそんなの、あるんですか？」

　…………あれ？

「知らない、のか……？」

「え、ええ……」

　戸と惑まどったように首を縦に振る皐さ月つき。

　そっか、そういやこいつ、《御み園その》にも他の異能者にもふれてこなかった箱入りだったな……。俺おれが説明するまで、自分の万能なる異能を普通だと思っていたくらいには。

　脱力した体を立て直し、脱力しっぱなしの鈴すず莉りをなでながら頭の中でどう話すべきか組み立てる。今はこれが本題ではないから、軽く、でいいだろう。

「日本の異能者は、その大半が血筋的には《御園》出身だ。そしてその人たちはよほどのことがない限り、《御園》に属している」

　そう、皐月を狙ねらった暗殺者、久く世ぜ竜りゆう也やのように脱走したはぐれ異能者以外は。

「だが、《御園》から離り反はんしたはぐれ以外にも、日本にはいくつか異能者の系けい譜ふがある。そいつらは独自に組織を形成し、独自のルールで活動している」

「それは、《御園》以外の？」

「《御園》以外の、だ」

　元を辿たどれば全ての起源は《御園》に辿たどり着つく。そう考えている異能者は組織を問わず少なくないし、むしろ多数派といえる。だが、現実として《御園》以外の家系を名のって作られた組織が、この日本にはいくつか存在する。

「存在するのは主に中部以い東とう、東日本だ。小規模だし、お互いにかかわらない、と不ふ干かん渉しよう協定も結んである。だから西日本が拠点の俺たちは基本的には気にしなくていい」

「つまり、実質皐月が気をつけないといけないのは《御園》の一般職員だけ、と」

「そうだ」

　側そつ近きんの二人、処理班イレースと隠蔽班ヴエイラーをのぞいた職員。数多くの企業や施設、組織を抱える《御園》にとってはそちらの人数の方がよほど多い。

　しかし、それら一般職員はなんらかの会社に勤つとめていたり、それぞれの施設で働いていたり。基本的に俺たちとは接点がない。接点があるのは、この本部で働く職員くらいのものだろう。

　特殊な部署として政治班スタイフルと呼ばれる部門もあるのだが、これも各会社や警察へ潜り込んでいる人たちだから、あまり関係ない。

「その上、有事の際も出てくるのは、皐月たちの事情をわかっている処理班と隠蔽班。家や学校周辺に来るとしても、お兄ちゃんの秘書である由ゆ枝えさんくらい。……これって、皐月は今まで通りに過ごして、なにも問題ないってことですよね？」

「おや、よくわかったな」

　若じやつ干かん本気混じりで肯定すると、皐月は心底疲れたように肩を落としてしまう。

「だったら最初から、そう言ってくれればいいじゃないですか……」

「順を追って話すってのが大事なんだよ」

「まったく……」

　笑いながらため息を吐ついた皐さ月つきは、三本目の指を立ててくる。

「ここまで訊きくともうあんまり意味がないですが、三つ目を」

　そうして皐月は、上げた顔に三み日か月づきのような笑みを浮かべ、三つ目の質問を口にする。

「お兄ちゃんが一般職員に、他の異能者組織に隠かくせというのは、他の《長おさ》候補が出てくると、自分の立場的に面倒だからですか？　たとえば──腹違ちがいの妹に、《長》の座を奪うばわれかねないから」

「……あなた、は……っ！」

「詞ふみ香か」

　皐月の言葉と笑みになにかを感じ取ったのだろう、敵を排除するためか俺おれを守るためか瞬間的に異能を発動させようとした詞香を制する。

「……この人は……ひなた様の敵に、なります……！　先に、排除……しないと！」

「いい。いいんだよ、詞香」

　これは、確認だ。お互いにとっての、再確認。

　故に皐月の唇くちびるは底意地が悪そうではあるものの笑んでいるし、皮肉を言っているようなその言葉も、口調は優しい。

　だから俺は、同様に優しく返す。

「こんな立場代われるならいくらでも代わってやるっての。いっそ公表して、やってみるか？　《長》」

「……ひなた、様……っ!?」

　ぎょっとしたような──詞香にしては感情ののった声が聞こえてくるが、皐月も俺の言葉の意味をよくわかっているようで、ひらひらと手を振ってくる。

「嫌ですよ、そんな面倒な立場。皐月は家でだらだらごろごろしているのが一番なんです」

　そうだ。それでいい。

「あえてさっきの質問に答えるなら、本家は特殊だからだ。それは皐月も前回の一件で襲われて、実感しただろう。だから、おまえが二度と血なまぐさい事件に巻き込まれないよう、今だけは本家筋であるということを隠しておいてほしい。俺は、おまえを守りたい」

　皐月に──というよりはむしろ殺さつ気き立っている詞香へ言い聞かせるように、俺は前提となる想おもいを紡つむぐ。

　だが、そのわかりきっていた……そのはずの言葉を聞いた皐月は俺の言葉を聞くや、ぼっと瞬間的に頬ほおを赤くした。

「そ、そんな優しいこと急に言われても……皐月、どう返せばいいか困りますよ……」

　あれぇ……？　なにこの反応。

　もしかして俺おれ、皐さ月つきのこと買いかぶりすぎてた？　いやでもここまでわかってないとできない会話が繋つながってるし……あれぇ？

　俺が困こん惑わくする間にも早口にまくし立てられる皐月の言葉は止まらない。

「だ、だいたいお兄ちゃんはいつもそうなんですよ。優しい言葉を急にかけてきたりして。なんですか、たらしなんですか！　まったく、お姉ちゃんという人がいながら妹まで落とそうなんて、とんだシスコンですね！」

　……つまり、どういうこと？　もっと罵ののしればいいの？　我が家の女性陣にはマゾしかいないの？

「──────ひなくんひなくん」

　と、真剣な話だったからだろう、それまで黙っていた鈴すず莉りがこっそり耳元に囁ささやいてきた。

「──────んと、ひなくんなら勘かん違ちがいもしないだろうから教えておくと、たぶんあれ、ただの照れ隠かくしだと思うよ」

「──────照れ隠し？」

　つられて俺もこっそりと。

「──────うん。さすが兄妹。ひなくんの照れ隠しとおんなじだもん」

「──────照れてこれって……」

　どう対処すればいいんだ。ってか俺も照れたらこんな感じなのかよ。これからは気をつけよう。

　そもそもそこまで照れることも言ってないだろうに。兄が妹を心配するのは当然で、当たり前だ。それにいちいち照れなくても。

　しかし皐月は鈴莉曰いわくの照れ隠しがまだ続いているようで、意い訳やくすると『罵ってください！』になるようなことを言い続けている。

「──────でも皐月ちゃん、ひなくんの優しい言葉でここまで照れるなんて、やっぱりひなくんのこと……」

「──────だからそれはさすがにないって。妹だぞ？　しかも俺たちの関係を知ってるんだぞ？　本人も寝取りは苦手だって、言ってたじゃないか」

「──────むう。そう信じたいけど……」

「──────少なくとも俺のことは信じてほしい、かな。俺は鈴莉を愛してるし、離れていったりなんて、絶対にしない。できない。それこそたとえ、皐月がちょっかい出してきたとしても、な」

「──────うんっ。ひなくんは信じてるよっ。だから、ちょっと不安なことがあってもこうしてるだけで安心しちゃうの♪」

　と、鈴莉が再び俺へしなだれかかってきて、気持ちよさそうに二の腕うでへ頬ほおをすりつけてくる。

　そうしてあたりの様子をうかがえば、それは鈴すず莉りと内緒話に入る前と少しばかり様相を変えていた。

「……ひなた、様はお優しい方。たらし、とかシスコンとか……そんな風に悪く言うのは、許さない……！」

　まず、詞ふみ香かが無表情で平へい坦たんな声を変えぬままに、めっちゃキレてる。今にも皐さ月つきに襲いかかりそう。

「え、そ、その……ゆ、許さないって……皐月そこまでのことしました……？」

　でもって皐月、そんな詞香に戸と惑まどい含みながらも、ガチ怯おびえ。あ、一歩下がった。

「……今の《御み園その》も、ひなた様がいたから……ここまでの規模に、なった」

「あ、あのー……皐月、本気で言ってたわけでは……」

「……ひなた様が、夜勤職員のことを考えて、食堂をいつも開けてくださり……訓練にしか、使えなかったジムを……開放してくださった。地下で、暇ひまな本部。みんな、楽しみができて……喜んでる」

「ほほー、あの食堂やジムって、そういう経緯があったんですか」

　実はあったんです。福利厚生兼みんなのモチベアップのためとはいえ、あのときは予算の折せつ衝しようでもめたもめた。

「……それに、姉様が言ってた。ひなた様は、勤務体系や制度も変えて、質は落とさず職員全員が楽に……お仕事できるようにしてくださった、と」

「へえ……お兄ちゃん、そんなことを。やっぱり優しいですねえ」

　優しいとか言ってくれてるところ、ごめんなさい。これも結局はみんなのモチベを上げるため──最終的に、効率よく組織を回してもらうための手段だったりする。

　金で時間が買えるなら安い……とは言わないが、それでも使って質がよくなるなら、お金をかける価値は十分だ。

　それに、施設の充実は単に福利厚生とモチベーションアップのためだけではない。

　たとえば食堂。あそこを常時開放することにより職員の士気も上がったが、それと同時に、一部の異能者──主に“〝発火”〟系統と“〝氷雪”〟系統の異能を持っている人には厨ちゆう房ぼうの手伝いと称してその異能を用いさせることで、簡易的ながら訓練をさせている。

　それは話に挙がったジムも同様。街からも距離があり、地下で退屈な仕事しかない本部勤づとめ。そこに日々のストレス発散と気分転換ができるジムが開放されていれば、誰だれもが使う。専門のトレーナーを配置しておけば、多くの人が彼を利用し、そのトレーニングメニューを受け取りもする。それは小規模ながら全体の実力、その底上げになるはずだ。

　どちらも微々たる副次効果。しかし、どうせ金をかけて施設を充実させるなら、ないよりましだと思えるもの。

　だが、表面上は部下のために福利厚生を惜しまない経営者と映るわけで、詞ふみ香かもその例にもれず、語気を荒あらげて言葉を続ける。

「……《長おさ》が、そこまでしてくだされば、職員の士気も上がる。精一杯、仕えようと、思える。それなのに、妹であるあなたが、その苦労も知らず……悪口だけ、なんて……っ！」

「あ、え、えっと……ごめんなさい……」

　珍しく長文を連発して喋しやべる詞香の迫力に押されたのか、素直に頭を下げる皐さ月つき。

　しかし詞香はどうやらまだ鬱うつ憤ぷんがたまっているようで、なにかを言いたげに唇くちびるを噛かみしめている。

「詞香、もういいよ」

「……ひなた、様……。…………っ!?」

　いつの間にか隣にまで来ていた詞香に声をかけると、彼女は無意識に踏み出していた距離に驚き、次いで下がろうとする。

　その前に小さな頭へ手を置き、優しくなでる。

「ありがとう。俺おれのために怒ってくれて」

「……そん、な。とんでも、ありません……」

　手の下でふるふると振られる顔は、やはり無表情。その瞳にも声にも感情はのっておらず、まるで精せい巧こうな人形であるかのようにすら錯覚してしまう。だが、付き合いが長くなってくるとその雰ふん囲い気きから、詞香がなにを伝えたいのか、だいたいのところを察することはできる。

「そこまで俺のことを上に上に、って持ち上げなくていいんだぞ？　俺は、みんなの上に立ちたいんじゃない。同じように動きたいんだ」

「……座して、待つのではなく……指揮官、として現場に……ということでしょうか……？　それでしたら、いつも……的確な、ご指示を……」

「んー、いや。そういうことじゃないんだけど」

　伝えるのはなかなかに難しい。

　事実として俺は《長》で、その権力をもって様々なことを行っているだけに。

「ま、わかりにくいなら今のままでいいさ」

「……？」

「俺のために怒ってくれる。それはそれで、嬉うれしいってことだよ」

　そう言って、くしゃくしゃと詞香の頭をなでる。

　なでられた詞香はしばらくうっとり目を細めていたが、少しするとはっと眠りから覚めたように目を開き、

「……失礼、しました」

　てこてこと、うっすら赤みのさした顔を袂たもとで隠かくしつつ、定位置へ戻っていった。

「さて」

　数分前とは一変して僅わずかに楽しそうな雰ふん囲い気きをまとった詞ふみ香かから机の端に置かれた時計へ視線を移すと、なかなかにいい時間。今から帰って夕飯を作れば、ぴったりだろう。

　皐さ月つきには本部という《御み園その》の重要部を一部なりとも見せることができ、自みずからの立場がどういうものかという再確認も行えた。知りたがっていた《御園》についての説明はほとんどできていないが……それは、追おい々おいでも問題はない。

　時間はまだまだある。今回は滅めつ多たに外へ出てこない、でも知られても大丈夫な人──詞香と会わせることができた。だから、残りは次の機会に。

　と、その前に。

「皐月、四つ目の質問は？」

「あ、はい。ええと、質問というか微妙なところなんですが……皐月にも、なにかお兄ちゃんのお手伝いができることって、ありませんか？」

「……ほう」

　これは、予想外だ。

　俺おれの手伝いとなれば、それはただ『知る』よりも一歩踏み出した行為になる。正直なところ、いくら皐月が『《御園》について知りたい』と言っていても、そこまで積極的にかかわろうとしてくるとは、思ってなかった。

　俺が驚く間にも、皐月の言葉は続く。

「《長おさ》をかわりに、というのはさすがに困りますが、前に力を合わせたみたいに、皐月もなにかお手伝いしたいんです」

「お手伝い、なあ……」

　ぱっと思い浮かぶのは、忙しいときに料理を手伝ってもらったり洗濯を手伝ってもらったり、と家事関連。

　しかし、前にと言っている以上、やはりそういうことではなく《御園》──異能関連の手伝いがしたいということなのだろう。

　その気持ちは嬉うれしいが、なかなか……ううむ……。

「────あ、私いいこと思いついた」

　などと俺が悩んでいると、横から甘い声が上がった。

　それを発した鈴すず莉りは、椅い子すから降りると机を回り込み、皐月になにやら耳打ちをしだす。

「ねね、皐月ちゃんあのとき、──なんてもってのほかって言ってたけど、創るだけなら創れるの？」

「いえ、実は資料が足りなくて創ることも……」

「だったらそれ、お勉強したらいいんじゃないかな？　もしかしたらひなくんの役に立つかもしれないし」

「んー……微力ですが、ありですね。使う機会なんて、訪れないに越したことないのですが。まあ、皐さ月つきにできることなんてそれくらいなので、適てき材ざい適てき所しよですか」

「うんっ、がんばって！」

「ええ、がんばりますよ！」

　最後に二人して「おー！」と腕うでを突き上げ、鈴すず莉りが俺おれの隣に戻ってくる。

　肝かん心じんなところで声をさらにひそめるので聞き取れなかったが、どうやら皐月も納得の案だったらしい。

「話はまとまったか？」

「うん！」

　頷うなずいた鈴莉は、今度は俺の耳元に唇くちびるを寄せて小さく囁ささやく。

「ひなくんには、あとで教えてあげるね」

「ああ、楽しみにしてるよ」

　褒ほめて褒めて～、なオーラが溢あふれている鈴莉を抱き寄せ、頭をなでる。

「えへへ」

　ひとしきりそうやってじゃれあったところで、

「それじゃあ、そろそろ帰るか。帰りに夕飯の買い物していくぞ」

　難しい話は終わり、と柏かしわ手でを一つ打つ。

　すると即そく座ざに鈴莉が頭を跳はね上がらせ、

「私、今日は和食の気分～」

「おや、偶然ですね。皐月も和食気分だったところです。というわけで、お願いしますね、お兄ちゃん。皐月は鯖さば味み噌そとかブリの照り焼きとか大好きですよ」

「おまえら、それ詞ふみ香かの服装とお茶に影響されただけだろ……」

「あ、日向ひなた。あんたこっちでしかできない仕事が終わるまで、今日は返さないわよ。なんのためにあたしが運転して退たい路ろ奪うばったと思ってんの？」

「はあ!?　鬼！　悪魔！　鈴莉たちの夕飯どうするんだよ!?」

「そんなの、あんたご自慢の食堂でいいじゃない。それより、ふみが妙に楽しそうなんだけど、なにかあったの？　あたし立ったまま寝てたからよく知らなくて」

　平然とのたまう由ゆ枝えさんに本日最大のため息を吐つく。

　もうやだ、この自由すぎる秘書……。任命したのが自分だけにもう、ね……。





























第二章　非日常の前触れ





　　　　◆　◆　◆　◆



　ひなた様にすずり様、ゆえさん──そして、さつきさんを外まで見送ったわたしは、その足で食堂に向かっていた。

　それは予想外の──わたしにとっては嬉うれしい誤算で、抹まつ茶ちやの在庫がなくなってしまったから。

　これまではなくなりそうになると姉様に頼んで買ってきてもらっていたけれど、いつの間にか食堂のメニューにアイスが追加されていたのに合わせて、頼めば食堂長が抹茶アイス用のものを分けてくれるようになっていた。

　いつもなら新品の袋を開けた瞬間に香る濃く、深いにおいを楽しみに足は軽やかに食堂まで進んでいく。

　だけど、今日はその足が、重い。

　足が進まない理由ははっきりとわかっている。

　それはひなた様の妹──さつきさん。彼女は、ひなた様に馴なれ馴なれしすぎる。

　いくら妹とはいえ、あのひなた様を──《御み園その》のために、そこで働く職員のために尽力してくださっているお優しいひなた様を、少しとはいえ正面から皮肉って罵ば倒とうするなんて、とうてい許せるものではない。敵対して《長おさ》の座を奪うばおうとするなんて、もってのほか。

　あれは絶対にひなた様を軽んじている。きっと家でもひなた様がお優しくて家事好きなのをいいことに、こき使っているに違ちがいない。好きなご飯を好きなだけ作らせたり、散らかし放題で掃除や片付けは全部ひなた様に任せたり。なんて羨うらやま……もとい、悪あく逆ぎやく非ひ道どうな。

　その上、ひなた様が海より深いお心でしてくださったフォローに対する、あの照れたようなツンツンとした態度。

　あのときはひなた様を罵倒する言葉にだけ反応してしまったけど、今思い返すとあれはもっと別の危険性も孕はらんでいる。

　まだまだ小さいとはいえ、わたしも女。あの反応がどういうものなのかはわかる。わかってしまう。

「……わたし、だって……」

　思わずもれそうになった言葉を打ち消すように、思いっきり首を振る。

　わたしが──出来が悪く、のろまでダメダメなわたしがこうして自覚できている以上、たとえ今本人がはっきりと明言していなくとも、遠くないうちにさつきさんの気持ちは確実な形を持つだろう。ひなた様の妹なら、きっと頭もいいのだから。

　だけど──だけど、ひなた様には、すずり様がいらっしゃる。

　片時も側そばを離れず、一心同体を体現したような、どこからどう見てもお似合いのお二人。出会ったときから直感させられた、互いに互いを想おもい合っている、文字通り相思相愛の関係であるお二人。

「……ひなた様には、すずり様が、一番」

　代わり映えのしないドアの並ぶ、広い廊ろう下かをのろのろと歩きながら呟つぶやく。

　それはおそらく、この本部に勤つとめる人──御み園その日向ひなたという人物を知っている人全員が考えること。わたしも、お二人のことは昔からずっと陰ながら応援させていただいている。自分の気持ちなんてものは、ひなた様の幸せに比べれば、塵ちりのように軽い。

　聞けば、ひなた様とすずり様は、ついに正式にお付き合いを始めたとのこと。しかし、そこにあのさつきさんが加われば……お昼のドラマのようになってしまいかねない。

　なにかがあれば、悲しむのはひなた様。それだけは、避けたい。あのお方に、そんな顔はさせられない。だいたい、ひなた様の悪口を言うような人はひなた様にふさわしくない。

　それに、さつきさんは妹で……

「……そう、いえば……。従妹いとこで、妹……？」

　ひなた様はそういう風に仰おつしやっていた。

　でも、わたしの知っている限り、従妹と妹は一緒になることがない立ち位置のはず。ひなた様が嘘うそを言ってるはずはないから、いったい……？

　深く考えるなとは言われていたけれど、敵を知り己を知れば……知れば…………たしかいい結果になるはず。ことわざは思い出せないけど、たしかそう。

　この場合、そちら方面での敵はさつきさんだが、広い意味では──

「…………？」

　歩きながらそこまで考えたとき、少し向こうの扉が開き、がやがやと数人の男女が廊下へと出てきた。

　あの部屋は……処理班イレースの控え室の一つだったはず。

　わたしには直接関係のない部屋だけに曖あい昧まいだけど、ひなた様について本部内を歩いているときにそう紹介してもらった、はず。定期演習の復習でもしていたのだろうか。

　その処理班……だと思う人たちは食堂に向かっているようで、わたしの少し先を話しながら、同じくらいの速さで歩いていく。

　普段なら気にもとめない、よくあること。廊下で行き先が同じになったという、ただそれだけのこと。

　でも、ピンポイントに考えていた話題が聞こえてきて、わたしは思わず耳をそばだててしまう。

「録画見返すとよくわかるけど、《長おさ》ったらほんと容よう赦しやないわよねえ」

「つってもあの攻撃のおかげでオレたちは助かったわけだし。マジで頭上がらん」

「年は僕たちよりよっぽど若いんすけどね」

「だが頭も切れるし、安心して背中をまかせられるぞ。おまえと違ちがってな」

「あ、ひっでー。でも背中を……。たしかにそっすね。《長おさ》って、トップの地位であの頭にあの異能、対応力も抜ばつ群ぐん……なのに上司、って感じしないんすよね」

「あー、わかるわかる。しばらく前も珍しく来たと思ったら『クッキー焼いてきたけど食う人ー』とかクッキー山盛りで持ってくるのよ。上司は上司なんだけど、気さくに付き合えるのよね。友達っぽい感じ？」

「おいおい。そんなのでいいのか、女子。《長》に女子力で負けてるぞ」

「《長》は女子力高すぎるのよ。ほら、もう主しゆ夫ふしてるじゃない」

「だったなー。さすがは《長》ってか」

「今度あんたたちも料理とか教えてもらったらどう？　あたしは結構チャットなんかで教えてもらってるわ。たまに奥様交じってきておもしろいわよ」

「うわ、ずる。俺おれも掃除法とか訊きいてみるかー。やたら掃除うまいんすよね、《長》」

　わいわいと話しながら進んでいく処理班イレースの集団。

　しかし、一定だったはずのわたしと彼らの距離は、どんどん開いていく。

　それはわたしが足を止めたから。

「……みんな…………尊敬、してない」

　これが、広い意味での──敵。

　今聞いたような話は、本部にいると至いたる所から聞こえてくる。

　だけど、その話はどれも《長》であるひなた様を尊敬しているとは言いがたいもの。

　ひなた様は《長》という立場だけでなく、その行動やお言葉からも素晴らしいお方だとわかるし、わたしはいろいろとお世話になっているから、とくによく知っている。

　そしてわたしごときがわかっているのだから、ひなた様が尊敬し、敬けい愛あいすべき対象であるということは、みんな知っているはず。

　だけど、実際には気さくだとか友人感覚とか戦友とか、とうてい《長》に対する態度とは思えないものばかり。

　チャットで料理を教えてもらうだなんて、言ごん語ご道どう断だん。ひなた様は料理が得意な友達じゃない。もっと尊敬すべきお方。

　さつきさんの態度も、それと似に通かよっているところがある。

　つまりはみんなみんな、あんなに素晴らしいひなた様を軽んじているのだ。

　本来ならば《御み園その》に属する全員が傅かしずくべき、ひなた様を。

「……だったら」

　呟つぶやき、置き土産に異能を発動させ、踵きびすを返す。

　行き先変更。向かうのはひなた様の──わたしがお借りして、住んでいる部屋。

「うおっ!?　な、なんだ……？」

「いったぁ……。なにか廊ろう下かに、ある……？」

　後ろからわたしの異能に躓つまずいたらしい処理班イレースの人たちの声が聞こえてくるが、自業自得だ。ひなた様を尊敬しないのが悪い。それに、今のわたしは怒っている。

「……だったら、みんなの意識を……変え、ないと」

　さっき処理班の人が『頭上がらん』とか言っていたのはなにに対してだった？

　同じように全員が思うためには、どうすればいい？

　どのような状況をひなた様がなぞれば、同じようにみんなが一歩引いてひなた様を尊敬してくれる？

　ミニスカート風にアレンジされた裾すそをぱたぱたと翻ひるがえしながら、計画を練るために部屋へとひた走る。



　……申し訳ありません、ひなた様。──は少しだけ……悪い子に、なります。



　　　　◆　◆　◆　◆



「このａ、ｂ、ｃを正の数とするとき、ａ大なりｂ大なり……」

《御み園その》本部へ遊びに──ゴホン！　出張してから、数日が経たったある日の授業中。

　日に日に近づいてくる期末テストを目前にして、数学の先生が『今日の範はん囲いはテストに出す』と断言したため、クラス中が稀まれに見るほどの真剣さで、みるみる白く埋まっていく黒板と先生の動きを注視している。

　だが、そんな教室内にあって、俺おれが見ているのはみんなと同じ黒板ではなく……隣の席の鈴すず莉りだった。

　彼女はこの数学の時間──三時間目まではなんとか持ちこたえていたのだが、ここにきて一気に眠気が襲ってきたらしく、さっきからうつらうつらと船をこいでは、はっと目を覚ますの繰り返し。

　数学は勉強全般を苦手とする鈴莉が、中でもトップクラスに苦手な科目だ。その上、今日こそ全員起きているものの、普段ならクラスの半分は眠りに落ちる恐怖の授業でもある。仕方ないといえば仕方ない。

「ぅにゅ……」

　おーおー、眠そうな。

　小さく欠伸あくびをして、浮かんだ涙は猫が顔を洗うように両手でぐしぐしと拭ぬぐう。

　ただでさえ小動物っぽい鈴莉だが、今は眠気の力も加わっていつもの五割増し。なんとも愛らしい。ずっと観察していたくなる。

　しかしそれでも授業を受けようという気持ちはあるらしく、鈴すず莉りは眠たげな眼まな差ざしのままシャーペンを持ち上げ……持ち上げ……

「…………重いよぉ……」

　鈴莉!?　おまえそこまでは体力落ちてなかったはずだろ!?　どんだけ眠気が辛つらいの!?

　見守りつつ心の中でつっこむも、鈴莉は書き写すのを放ほう棄きしたらしく、再びうつらうつらと船をこぎ始める。

「………………っ!?」

　そして既定路線のように大きくかくっ、となって目を覚ます。

　そのたびに『ね、寝てないよ!?』と言わんばかりに、慌てて教科書をめくる様がまたかわいらしい。

　そんな鈴莉を、自分でもニヤニヤしていると自覚しながら見つめ続けること十数分。ついに諦あきらめたのか、鈴莉が俺おれの方へと顔を向けてくる。

「ね、ひなく──」

　だが、その言葉が意味をなす前に、彼女は自分で口を閉ざしてしまう。

「──────うぐ……ひなくん、集中してる……」

　おっと、とでも言いそうな声を発する顔は見えないが、おそらく鈴莉が振り向く気配を感じて前に向き直った俺を、授業を集中して受けていると勘かん違ちがいしてくれたのであろうことは、もれ聞こえる呟つぶやきからも想像に難くない。

　いやー、普段なら鈴莉が求めるままに肩でも膝ひざでも貸したよ？

　でも、今日は駄目だ。心を鬼にして知らないふりをしなければならない。

　なぜって？　そんなのは決まりきっている。



　鈴莉の眠気に耐たえる姿がかわいすぎる、それだけだ!!



　実際いつもならここまで耐えることなく、さっさと眠りに落ちるか俺を頼ってきていたはず。

　だけど、そうはいってもテスト前。しかもテストに出ると断言されてしまっては、いかな鈴莉でもそう簡単に眠ってしまうわけにはいかなかったのだろう。珍しく耐えに耐えている。

　まあ、だからといって授業内容を聞いたりノートを取っているのかと訊きかれたら、答えがノーなのは確実。授業中起きていた、という気持ちの問題だ、気持ちの。

　というわけで、実は授業中にうつらうつらしている鈴莉はけっこう貴重だったりする。

　家では夜よ更ふかし中に時折起こる現象で、そのたびに俺はほっこり癒いやされているのだが、教室でというのはまた違った印象があり素晴らしい。

　その貴重な眠たげ鈴すず莉りin教室を存分に楽しむべく気づいていないふりをする俺おれに、鈴莉は僅わずかばかり悩むような間を開けると、

「んと…………ノート取ってくれてるし、邪魔しちゃ駄目だよね」

　うんうん、と頷うなずいて視線を外した気配が伝わってくる。

　念のために横目で見るも、一人で耐たえる道を選んだ鈴莉は再び前に向き直り……さっそく何度目かわからない眠気の波で、頭を揺らしている。

　かわいいなあ。頑張って起きていようとするのに、次第に目が細くなっていって、頭がふらふらと揺れ始める。そして数秒後にかくっとなって、はっと目を覚ます。

　気き丈じようにも起きていようと一瞬で壊れる気合いを入れるきっとした表情といい、とろんと今にも眠りに落ちそうな表情といい、そしてかくっと目が覚めたあとの慌てた表情といい。どれもかわいくて、俺の脳内鈴莉フォルダに永久保存確定だ。このままずっと見続けていても一生飽きることはないだろう。

　しかし、鈴莉の眠気はそこまでもたなかったようで、

「………………むり……」

　ひときわ大きくふらふらと頭を揺らし始めた鈴莉は、そのまま机にぺたんと突っ伏そうとする。

「……っと」

　だから、鈴莉の頭が硬い天てん板ばんに落ちきる前に、その間へ折りたたんだタオルをすっと挟はさんでやった。

「ぁは……ひなくん、ありがと～……」

　即席の枕まくらにぽふっと片かた頬ほおを埋めた鈴莉はへにゃっと顔を緩ゆるませ、お礼を呟つぶやく。

　そんな眠気に耐えながら、俺に幸せなひとときを提供してくれた鈴莉の頭を一度なで、

「しっかり守っててやるから、ぐっすりお休み、鈴莉」

「お願いします～、ひにゃくん～……」

　すでに呂ろ律れつの回っていない鈴莉の眠気を邪魔しないよう頭からそっと手を離し、すぐに小さな寝息を立て始めた彼女を見つめる。

　一緒に暮らしてきたこの七年間──いや、それよりもずっとずっと前からどれだけ見てきたかわからないが、見れば見るほどにかわいらしい顔だと再認識させられる。

　日焼け知らずの真っ白な肌に、長いまつげ。呼吸の余よ韻いんでかすかに規則正しく震えている唇くちびるはきれいな桜色。

　小さな体同様、年齢に比べてその顔は相当に幼い。しかし、そこが俺にはたまらなく愛いとおしい。たとえ鈴莉が美人系の顔だろうと俺の気持ちが変わることはないが、今この姿がベストであることは疑うたがいようもない。むしろ、この姿以外の鈴莉というものが想像もできない。

「…………ふむ」

　ぐっすりお休み、とは言ったものの、その穏やかな顔を見ていたらいたずら心がむくむくとわき上がってきて、そっと指を伸ばしてしまう。

「そーっとそーっと」

　つんつん、と伸ばした指で鈴すず莉りの柔らかな頬ほおを突っつく。

　だが、さすがは毎朝俺おれに一〇分以上いじられ続けてようやく起きる鈴莉。身じろぎどころか、むずがゆそうな動きすら見せない。

「むにー」

　おもしろくなってきて軽く頬をつまんでみるも、それは同じ。ちょっと心配になるくらいにぐっすり。

　いや、それにしても、のびるのびる。

　ほとんど力を加えていないのに指へ吸いついてくる肌もさることながら、その柔らかさは尋じん常じようじゃない。つきたてお餅もちのような肌だが、まさか本当にお餅レベルにのびるとはまた一つ発見だ。家に帰ったらもっといじろう。

「で、だ」

　今晩のお楽しみを増やしながら顔を上げ、居並ぶクラスメイトたちに笑顔を向ける。

「どうして君たちはこっちを見ているのかな？　鈴莉の寝顔が天使のように愛らしく、人類の宝であることは疑うたがいようもないが……今は授業中だぞ？」

「「「ずっとイチャついてたおまえが言うなよ……」」」

「だが、貴様らが鈴莉の寝顔を見てもいい理由にはならん」

「──────やべぇ、御み園そのが貴様らとか言い出した……」

「──────キレる寸前じゃねえか……誰だれだよ、瞬間的に地じ雷らい踏んだの」

「──────最初に後ろ向いたやつじゃね？」

　ぼそぼそと聞こえてくる協議の結果、うんざりしたような顔で俺たちの方を向いていたクラスメイトの視線がすっと一点に集中する。それは俺の斜め前、かつ鈴莉の前の席で、

「さ、皐さ月つきですか!?」

「「「最初に後ろ向いたし」」」

「た、たしかにお姉ちゃんを起こそうと思って後ろ向いたら、あまりに気持ちよさそうなので起こすに起こせなくなって見つめてましたが……つられて徐々に後ろ向き出したのは皆さんじゃないですか！」

「「「御園日向ひなた様、御園皐月こいつが主犯です!!」」」

「う、裏切りましたね!?　皐月を売って逃げる気ですね!?」

　ぎゃーぎゃーと責任の所在でもめ始める皐月と我がクラスメイト一同。

　はじめこそあの自己紹介のせいで微妙な関係だった皐月だが、すでになじみきっているようで、交わされる声に遠えん慮りよはない。

　それに鈴すず莉りは俺おれの方へ顔を向け、なおかつ半分丸くなるような格好で眠っているため、寝顔が見えるとしてもせいぜい逆サイドの委員長と、覗のぞき込こんでいた皐さ月つきくらいだろう。

「……おや？　どうしてお兄ちゃんは皐月の顔に手を？」

「しかし。しかし、だ。我が妹よ」

「あ、あれ？　これは、いわゆるアイアンクローという形では……？」

「いくら寝顔を他のやつらが見てないといっても、鈴莉が寝てる目の前で騒いでいいって理由にはならないよなぁ……？」

「い、いだだだだだっ!?　お、お兄ちゃん意外と握力強い……っ!?」

「──────皐月、おまえは俺の異能を知ってるよな？」

　ぺしぺし、と肩口に一五センチの定規をあて、小さく小さく皐月にしか聞こえないよう耳元に囁ささやく。

「──────お、お兄ちゃん!?　ここ教室！　教室ですよ!?　我を忘れるにもほどがありますよ!?」

「──────知ってる、よな？」

　アイアンクローの痛みに耐たえながら、小声で叫ぶという高等技能を惜しみなく発揮する皐月へ、再度問いかける。

　ああ、ここが教室だなんてことわかってるさ。一般人が大勢いるってことも。だからこうやって周りに聞こえないよう、口元すらも隠かくして囁いているんじゃないか。

　そんな俺の意思はしっかりと顔面をつかんだ指から伝わったようで、皐月が諦あきらめたように体の力を抜き、囁きを返してくる。

「──────さ、最高性能で、物を使用すること……です」

「──────そして物を見立てることで、定義を組み替えることもできる」

「…………っ！」

　その言葉で俺の意図を悟さとったのだろう、皐月が息をのむ。

「──────おおおお兄様……？　まさかとは思いますが、定規を……ナイフに見立てて、定義を『切る物』としてたりは……しませんよね？」

「──────それは、おまえの誠意次第だな」

「──────そそそそそんなことは皐月のお兄ちゃんがするはずないって、皐月信じてます……！」

「──────そうかそうか。俺も、鈴莉が寝てる前で騒ぐような妹じゃないと、信じているよ。なあ、皐月……？」

「駄目だこの兄、独どく占せん欲よくとお姉ちゃんを想おもうあまり、ねじが飛んでる……！」

「「「っっ!?　あとよろしく!!」」」

「こ、今度こそ言い逃れなく、はっきりと皐さ月つきを見捨てやがりましたね!?」

　皐月が思わず通常音量でもらした言葉を聞いたクラスメイトが、ダッシュで教室から逃げ出していく。三秒以内に奥側の席含めて全員いなくなるとは、このクラスは化け物揃ぞろいか。

「というか、お兄ちゃんのねじが飛んでるのはいつものことじゃないですかぁ……。どうして皆さん逃げるんです……」

「うん。おまえもう、見捨てられてもおかしくないくらい、まっすぐに俺おれのこと挑発してるからな？」

「そんなことはありません。そこまで恋人を想おもうなんて、素敵じゃないですか。むしろ皐月は褒ほめてるんですよ？」

　褒めて、ねえ……。

「何割くらい？」

「………………一割？」

「やっぱりおまえ、有罪」

「ああ、この正直な口が！　口が！」

　とか少しだけじゃれて、皐月の頭から手を離す。

　鈴すず莉りほどじゃないが小さくて、本気で壊してしまわないよう気をつかったぜ……。

「お兄ちゃん、やりきった的顔のところ言いづらいんですが、ほんとにお姉ちゃん起こした方がいいですよ」

　つかまれていた頭をさすりさすり、皐月がそんなことを言ってくる。

「いや、なんでさ。鈴莉、気持ちよさそうだろ」

　どっかりと自分の椅い子すに腰こしを下ろした俺の目に映る鈴莉は、先ほどの騒ぎも意に介かいさずすやすやとお昼寝続行中。これで俺が離れそうになるとさっと目を覚ますんだから、俺たちの絆きずなもとんでもない。ある意味魂レベルで繋つながってるからなあ。

「守られてるって。お兄ちゃんが側そばにいるって、わかってるからこそ熟睡できるんでしょうね」

「さらっと心を読むな」

「家は安全だから、ですかねー。お兄ちゃんが離れても眠っているのは」

　だから心を読むなと……。こいつ本気で“〝万物創造オムニア・クリアート”〟以外の異能も持ってるんじゃなかろうな。だとしたら究極の“〝万能”〟じゃねえか。

　しかしそんな思いは読まれなかったのかなんなのか、皐月は苦笑気ぎ味みに手を振り、

「ああいえ。兄妹だからでしょうか、お兄ちゃんの考えてることって、なんとなくわかるんですよ。性格も結構似てますし」

「そういえば、そうだな」

　常に最悪を想定してしまう。そして最優先目標のためには、他のものを投げ打つことを厭いとわない。まったく。違ちがう環境で育ったというのに、血とは恐ろしい。

「さて、皐さ月つきもそろそろ行きませんと」

「どこに？」

　机の脇わきにかけてあった手て提さげを手に立ち上がる皐月へ疑問を投げかけるも、彼女はほとほと呆あきれ果はてたというように俺おれを見下ろしてくる。

「お兄ちゃん……本気で忘れてるみたいですが、もう数学は終わって、次体育ですよ？」

「は……？」

　皐月が指す先──黒板上にかけられた時計はたしかに休み時間を示しており、その少し横に張られた時間割によると次の時間は体育で、皐月の言葉に嘘うそがないことを表している。

「だいたい、お姉ちゃんの枕まくらになってるタオルだって、体育用に持ってきてたものでしょう？」

　言いたいことだけ言って『お先ですー』と手提げ鞄かばんをふりふり教室から出て行く皐月。他のクラスメイトたちもさっさと逃げだし──いや、着替えに行ってしまったから、教室に残っているのは俺と鈴すず莉りの二人だけ。

「……さて、どーしたもんかね」

　呟つぶやくも、鈴莉を起こさないといけないのは明めい白はくな事実。いくらあのゆるゆるな体育でも授業前に出席確認はあるし、学校へ来ているのに授業をサボるのはもったいない。

「でも、なあ……」

　座ったまま腕うでを伸ばし、鈴莉の頬ほおへ落ちてきた銀色の髪の毛を横によけてやる。

　穏やかな顔で眠り続ける鈴莉。最近は夜よ更ふかし気ぎ味みだから、眠気もたまっているのだろう。

　いくら俺が寝ろといっても深夜のいたずらは止やめてこないのだから、そのあたりは自業自得……でもないな、俺だってノリノリで付き合ってしまってるんだし。

　授業開始まで、あと五分。本音を言えば、このまま体育の間くらいは寝かせておいてやりたい。

　それに一回授業をサボることになっても、鈴莉と二人きりの教室というのはシチュエーションとしてまずまずだ。夕方が最高ではあるし、鈴莉は寝てるけど。

「よし」

　決めた。少しだけ起こしてみて、それで駄目ならもうまったりしていよう。一回くらいなら休んでも大丈夫……だよな、たぶん。

「鈴莉、次体育だぞー。起きろー」

　家でするように肩をゆっくりと揺らす。

　一度これを見た皐月は『優しすぎる』と言っていたが、鈴莉の華きや奢しやで細い体にはこれくらいの力でないと、壊してしまいそうで怖こわい。

「ほらー、おきろー」

　このまま起きなくても体育後の昼休みには起きるだろうし、とは思うが……そんな俺おれの思いに反して、珍しくも鈴すず莉りはうっすらとその目を開いた。

「ふぇ…………ひにゃくん……？　あさ……？」

「朝じゃないぞー。学校だ。次体育だってさ」

「ぅ～…………」

　むずかるように眉まゆをへの字にする鈴莉。

　そのまま覚かく醒せいを待つこと数秒。鈴莉は数秒前よりは少しだけ大きく開いた──しかしとろんとしたままの瞳を俺に向け、さらには両手をゆっくりと俺の首へと回してくる。

「ひにゃくん……だっこ……」

「だっこ!?」

「おひめさまだっこ～……つれてって～……」

　ね、寝ぼけて幼児退行してやがる。かわいいじゃねえか、こんちくしょう！

　もちろん、鈴莉が望むなら俺はお姫様抱っこだろうがおんぶだろうが肩車だろうが、なんだってしてやる所しよ存ぞんだ。

　しかし、考えてもみろ。これから向かうのはただでさえ男子禁制、俺だけ特例扱いで入らせてもらっている女子更衣室。そんなところにお姫様抱っこで鈴莉を連れて行ってみろ、我が家専属風紀委員がどんな反応を示すかわかったものじゃない。

「鈴莉……」

「ふぇ……？」

　首に回された腕うではすでにしっかりと組み合わされ、俺のことを信じて疑うたがわない鈴莉は受け止めてもらえるものとして体重をかけだしている。

　その背中に手をあてがい、抱きしめるように体を支える。

　まあ、その……あれだ。古こ今こん東とう西ざい、お姫様の目を覚まさせる方法は、一つきり。

　これでまだ寝ぼけてるなら、今日はそういう日だと思ってお姫様抱っこで連れて行こう。

　このふにゃふにゃでかわいらしい鈴莉に俺の理性がどうなるかわからないし、行き先も保健室や自宅になる可能性だってあるが。

「ん……」

　それは深くではない、小鳥がついばむようなキス。

　ふれあったのはほんの一秒か二秒か。弾力がありつつも柔らかな鈴莉の唇くちびるを離す。

「目、覚めたか？」

「……うん」

　問いかけた鈴莉はびっくりしたように目を見開いており、しかしすぐにとろんとした元の表情へと戻ってしまう。

　──否いな、そのとろんとした顔はどう見てもさっきまでの寝ぼけたものではなく、なにかに火がつき、スイッチが入ってしまった、そういう……蕩とろけた顔。

　その顔で鈴すず莉りははにかむように、嬉うれしさを隠かくしもしないで呟つぶやく。

「えへへ……ひなくんと二人きりの教室でキス、しちゃった……♪」



　──どのみち、今日の体育は遅れていくことになりそうです。

　後悔はしていない!!



　　　　◆　◆　◆　◆



　そこは街の中心部からは少し外れたところにある、小さなオフィスだった。

　いくつかの会社の外部会計監かん査さを担当している業務の規模に比べて、従業員数はさほど多くなく合計でも二〇人ちょっとしかいない。しかしそれでも十分に仕事をこなせていた彼らは、その日ものんびりと仕事をしていた。

「部長。本部への報告書、できました。確認をお願いします」

「………………いいぞ。籠かごに入れておいてくれ。後で取りに来るそうだ」

「わかりました」

　それは社員の一人が入り口近くの、籠と呼ばれている持ち出し用の書類置き場に近づいたときに起こった。

「な、なんですかあなたたちは……！　勝手に入らないでください！」

　受付の女性が叫ぶ声と共にオフィスへ響き渡るのは、何人もの固い足音。

　その午後の穏やかさを破やぶる騒々しさに書類を置きに来た社員のみならず、オフィスにいる全員が何事かと入り口を振り返る。

　オフィス中の視線を一身に集める入り口。そこにいたのは服装も年齢もバラバラな、十数人の男女。武器を持っているわけでも、拳こぶしを握りしめているわけでもないのに、どこか暴力的な雰ふん囲い気きの伴ともなう集団。

　彼らは自分たちに集まる視線を気にすることもなく、逆にオフィスの中へと無ぶ遠えん慮りよな視線を巡めぐらせていく。

「君たちはなんだね？　依頼なら、受付を通してもらえないだろうか」

　一番奥にいたため、まだしも彼らの異様さを強く受けずにすんだのだろうか、先ほど社員に部長と呼ばれていた男が立ち上がり、強く睨にらみつける。

　だが、彼らは部長の言葉が聞こえていないかのように辺りを確認しながら、奥へ奥へと歩を進めていく。

　それを見てさすがに部長も決心を固めたのだろう。手元の受話器を取り上げ、早口にまくし立てる。

「今すぐ出て行きたまえ！　警察を呼ぶぞ！」

「…………」

　威い勢せいのいい──しかし、すぐに呼ばないところに弱気を表してしまっている部長の言葉へ、かすかな笑いをもらしたのは誰だれだったのか。押し入ってきた集団の中から一人の男がその身を隊列から外し、パーテーション代わりに使われていたラックへと手をかざす。

「全員、外へ出ろ」

　その言葉は押し入ってきた彼らが初めて口にしたもの。

　横おう暴ぼうなセリフにオフィスに勤つとめている社員が怒ど鳴なるよりも早く、男が手をかざしていたラックが──金ヽ属ヽ製ヽのヽスヽチヽーヽルヽラヽッヽクヽがヽ、炎を上げて燃え始める。

「全員、外に出ろ。────こうなりたくなければな」



　　　　◆　◆　◆　◆



　体育の前に僅わずかばかり二人きりの秘め事を増やした、その日の放課後。学校から帰ってきた俺おれと鈴すず莉りはリビングのソファーに並び、だらだらおやつタイムと洒落しやれ込こんでいた。

「ひなくん、皐さ月つきちゃんは？」

「部屋で宿題中。ほら、今日出た英語の」

「あ～、そういえば出てたね」

　のほほんと言ってはカリカリビスケットをかじっているが、同じクラスなんだから、もちろん俺にも鈴莉にも宿題は出ている。

「でもひなくん、授業中に終わらせてなかった？　皐月ちゃんなら即そく座ざに『見せてください！』って飛びついてきそうだけど」

「それがあいつ、『文系科目は苦手だから。だからこそ自力でやるのです！』とか聞いてもいないのに力説してきてな」

「ふぇ？　じゃあ理系科目は？」

「『得意だから、解くのが面倒なんです』だと」

　どうせ解けるから勉強しなくてもいいということだろうが、普通逆じゃないかね……。いや、得意不得意にかかわらず宿題は自力でやるべきだけど。

「鈴莉もやれよー。答え合わせはしてやるから」

「は～い。これ食べ終わったら～」

　素直に頷うなずいた鈴莉の頭を一度なで、俺は紅こう茶ちやを飲みつつ流し読んでいた書類に顔を戻す。

　ぶっちゃけると、《長おさ》の仕事は八割が書類仕事だ。

　判はん子こを押したり、部署ごとの報告をまとめて相互に最も効率のいい指示を出したり。それ以外にも、由ゆ枝えさんが持ってくる様々な書類を読んで頭にたたき込んでおくという、地味に面倒な作業もある。

　残りの二割に部下へ指示を出したり、対外折せつ衝しようがあったり……なんてまっとうなものもあるが、そのあたりは有能な部下たちがほぼ片付けてくれる。だから俺おれはそれに僅わずかな修正を加え、認可するだけでいい。彼らがいなければ、もっと忙しかったであろうことを考えると、本当に恵まれている。

　そして俺がそんな生活を続けて七年。慣れた単調な仕事ほど眠気を誘うものはない。

「ふぁ、あ……」

「わ、おっきな欠伸あくび。ひなくん、おねむ？」

「睡眠時間少なかったからなー」

「う、うん……。激しかったし……私も、その……えへへ……♪」

　だらしなく緩ゆるんだ顔を赤くし、てれてれと両手で頬ほおを押さえる鈴すず莉り。

　まあその、なんだ。昨夜はいろエロと夜よ更ふかししてしまったわけですよ。

　それに加え、今日は学校で体育があった。あの授業中は物理的体力が、授業前後は精神的体力の削られる、魔の体育が。むしろこうなると、サボればよかったんじゃないかと思えてくる。

　そんなところへ、帰宅後にだめ押しの温かい飲み物と単調な仕事。一気に眠気も攻勢に出るというものだ。

「そういえばひなくん、私が寝てる間も起きてたんだよね」

「寝てる間って、それ授業中だろうが」

　起きてるのが当たり前です。いや、起きてても授業を聞かず鈴莉の寝顔を眺ながめてた俺が言えた義理じゃないけど。

　なんてつっこんだあとも、欠伸はもれる。

　ううむ。時間もあることだし、少し仮眠を取っておいた方がいいかもしれない。いくら慣れた仕事とはいえ、こうも眠くては他のことにまで支障が出そうだ。

「俺ちょっと仮眠してくる。どこか出かけたいとかなかったか？」

「ううん。今日はもうまったり予定だよ」

　と言った鈴莉は、そこでなにかに気づいたように、ぽん、と手を打ち、

「そっか。だったら────ひなくんひなくん、ちょっと後ろ向いて」

「ん……？　……っと」

　言われた通り後ろを向くと、俺の肩に小さな手がかかる。

　その手はゆっくり俺を後ろに引き倒し──

「えへへ、ひ～ざま～くらっ♪」

　俺おれの頭がミニスカートからすらりとのびた鈴すず莉りの太ももに着地した。

　黒ストに包まれた、細い見た目からは想像もできないほど柔らかな太ももは低低低低反発枕まくらとでもいうべきもので、元々の眠気と相まって俺を即そく座ざに眠りの世界へと誘いざなっていく。

「いつもひなくんがしてくれるから、今日は私の番なの」

「あー、うん。ありがと」

　ふにゃっとした声に返すものの、言葉はどうしても上の空になってしまう。なぜなら……その声の発生源が、見えない。

　俺の視界に映るのは、薄い生地に包まれた立派な山脈だけ。それは呼吸でかすかに上下し、真下にいる俺へその量感をこれでもかと伝えてくる。

　そのまま俺を引き倒すとこの胸が枕になっていたはずで、膝ひざ枕まくらをするために胸をよけさせたのだろうか、なんて考えるだけで妙に興奮してしまう。

「鈴莉、とっても嬉うれしいんだけど……これ、睡眠欲とは違ちがう欲求まで刺激されそう」

「あは。ひなくんがそうしたいなら、そっちでも私は喜んじゃうよ？」

　なんてことを言って、胸元のボタンを外しながらいたずらっぽく微笑む鈴莉。

　そっかー。喜んじゃうのかー……。

　下はむにむに。上はふにふに。そんな状況でこの選択肢は魅力的すぎる。

　いつもなら一も二もなくエロい方面に飛びついているところだが、

















「今日は、寝ることに……するよ……」

　本日の勝者は睡眠欲。勝因は、鈴すず莉りの膝ひざ枕まくらが気持ちよすぎることと──

「──いい、においがする……」

　上からは鈴莉の豊ほう満まんな胸に、下からは鈴莉の柔らかな太ももに挟はさまれているせいで、至し近きんから甘い──砂さ糖とう菓が子しのような鈴莉のにおいが俺おれの嗅きゆう覚かくを占め、脳を蕩とろけさせていく。

　そんなすでに夢見心地で眠気の淵ふちへ引き込まれていく俺へ、

「おやすみ、ひなくん」

　鈴莉は囁ささやき、ゆっくりゆっくりそうっとそうっと、小さな手で俺の頭をなでてくる。

　その子供にするような優しい手つきは若じやつ干かんむずがゆいが、それゆえに、ほんわかとした温かさが胸に満ちていく。

　たまには、こういう穏やかなものもいい。鈴莉を感じられる。それはとても幸せなことなのだから。

　だから俺はその温かさに身を任せ、眠りに落ち──



　──られるか!!



　目は閉じたまま、心中で叫ぶ。

　こんな状態で寝られるわけがないだろう！　俺の首から上全部が鈴莉に包まれてるんだぞ!?

　それに鈴莉は気づいているのかいないのかわからないが、俺の頭をなでるたびに鈴莉の大きな胸がふるりと揺れ、ほとんど距離のない俺の頬ほおを、そちらもなでるようにかすめていく。

　しかも鈴莉は俺が目を閉じ、規則正しい呼吸をし始めたことで眠ったと思ったのだろう、頭の下の太ももを切なそうにすりあわせ、

「ひなくん、ほんとに寝ちゃった……。襲ってくれてもよかったのに……」

　なんて、残念そうに熱い吐息をもらしだした。

　──もう、ね。たまりませんよ。眠気なんて別の三大欲求で上書きされましたよ。逆転勝利ですよ。

「う～……ひなくんの寝顔見えない……。やっぱり抱き合って眠る方がいいよぅ……」

　いやー、これはこれでいいものですよ？　経験上下した敷じきになった足がしびれるのはわかっているから毎日とは言わないが、ときどきはお願いしたい。

「でもひなくんすぐ寝ちゃったってことは、それだけ気持ちいいってことだよね。私の膝枕で……。えへへ……嬉うれしい……」

　言葉とともに、はにかんでいるのが触れあった体を通じて伝わってくる。

　もうなにこの子、超かわいいんだけど。

　うん、限界。さすがに少しはこのままでいようと思ったけど、もー限界。

「ん～、いたずらしても大丈夫、かな？　ちょっとなら……」

「──いたずらって、こういう感じで？」

「ひゃんっ!?」

　きれいなラインを描く胸を下からなぞってやれば、鈴すず莉りの体がびくんと跳はね上がる。

「ひ、ひなくん!?　起きてたの!?」

「気持ちよすぎて、眠れなかったよ」

「ふぇぇ……聞かれてたぁ……」

　頭をずらして見上げると、顔を真っ赤にして涙目になっている鈴莉の姿が。

「ま、いいじゃないか」

「よくないよぉ………………あれ？」

　と、鈴莉は言葉の途中で首をかしげ、

「これって、もしかして……羞しゆう恥ちプレイ!?　あ、なんだかそう考えたらとたんに気持ちよくなってきたかも……♪」

「わーお……」

　そうきたか……。いやまあ、泣かれるよりよっぽどいいけど。泣かせるのは愛を持って、が心情です。

「うん。恥ずかしいのいっぱい聞かれちゃったのは、もうどうしようもないもん。だったら……開き直った方がいいよね！」

　うんうん、と頷うなずく鈴莉。

　途中妙な手順を挟はさんだものの俺おれと同じ結論に達した鈴莉を、その顔に手を伸ばしながら斜め下から見上げる。

「俺たちは恋人同士。我が慢まんなんてしなくていいんだからな。って、鈴莉が言ったことだろ」

　指先で少しだけ浮かんでいた涙をぬぐい、言葉を続ける。

「俺は鈴莉にどんなことでも言ってほしいんだよ。わがままでも、お願いでも、なんでも。全部叶かなえられないかもしれないけど……俺には、素直になんでも言ってほしい」

「うぅ……そう言ってくれるひなくんだから、ちょっと我慢したくなるときもあるの……」

「我慢禁止。破やぶったらおやつ抜き」

「ふぇぇ!?　そんなぁ……」

　鳴き声と泣き声の交じった声を上げた鈴莉は、「じゃあ」と呟つぶやき、

「ひなくんも、私になんでも言ってね？　お互いに、隠かくし事なし。いつも本音で、ってことにしよう？」

「ああ、いいぞ」

　それは願ってもない申し出。ためらう必要などない。

　だが、ここで一つ疑問が。

「鈴すず莉り……今まで俺おれに隠かくし事、したことあるのか……？」

「ふぇ？　ううん、そんなわけないじゃない。私がひなくんに隠し事するなんて、そんなの宇宙が滅ほろびてもありえないよ。────あ」

　言い切ったあとで、鈴莉も気づいたようだ。すぐに堪こらえきれなくなったように笑いをもらしてくる。

「あはは。今までと全然、変わらないね」

「だな。我が慢まん禁止、遠えん慮りよ禁止ってのが追加されたくらいだ」

「あ、それもね。『我慢しなきゃ』『遠慮しなきゃ』って思うときはあるけど、できてないの」

「ん？　だったらさっきのは……」

　矛盾しているような、と思う俺に、鈴莉は嬉うれしそうな笑みで、

「ひなくんに膝ひざ枕まくらもしてあげたかったし、襲ってもほしかったの。だから、どっちになっても私は満足♪」

「なるほど」

　だったら……

「もう一つの方を、満たしてあげようか！」

「きゃっ♪　ひなくんに襲われる～♪」

「こーら、逃げるな」

　言葉とは裏腹に楽しそうな鈴莉の胸を下からすくい上げ、もう片手を黒ストの上からふくらはぎや太ももに這はわせていく。

「あ……やんっ♪」

「鈴莉は、ここが弱いよな」

「きゃうんっ!?」

　お、いい反応いい反応。

　なめらかなストッキング越しにむっちりとした太ももへ指を這わせ、破やぶれない程度の強さをもって爪つめで軽くひっかくようにして刺激する。

　しかし、刺激に身を震わせていた鈴莉は上気した顔のまま、

「む～、私も……反撃っ」

「お、おおっ!?」

　鈴莉の手が俺の動きを真ま似ねるように俺の太ももへ置かれ、そこからゆっくり焦じらすように、緩かん急きゆうをつけながら上へと上がっていく。

　こ、これはやばい……！

　と口に出しそうになったところで、ぽいっとなにかが俺おれの胸元へ放ほうり投げられてきた。

　それはチャイコフスキーの『悲ひ愴そう』を流しながら、ぶるぶる震える四角い物体。決して震えているからといってイケナイおもちゃではなく、早い話が、

「お兄ちゃん、ケータイは携帯しましょうよ……上でずっと鳴ってましたよ」

「お、悪い。さんきゅ」

　腰こしに手を当てて呆あきれ顔がおの皐さ月つきに片手を上げる。

　なんだか最近、こいつが音関係で俺を呼ぶことが多いな。

　そう思いつつケータイのディスプレイを見ると、発信者は着信音からもわかっていたが、御み園そのさんちの由ゆ枝えねーさん。

　どーすっかなー。これだけ鳴らすってことはきっと急用だしなー。でも急用ってことはもしかしたら外に出なくちゃいけないかもしれないわけで。せっかく盛り上がってきたところなのに……

「そういえば皐月ちゃん、私たちがこういうことしてても怒らないんだね」

「ええ。家の中ですし。皐月もお兄ちゃんにケータイを渡しにきただけで、元々はいませんでしたから。二人きりなら恋人同士として、不健全に健全です」

　それに、と皐月はどこかうっとりと上気した頬ほおに手を当て、

「夕焼けの差すリビング。ゆったりとした時間が流れる中で、自然と寄り添そい合う二人の体。いつしか、どちらからともなく手にしていたものを置き、引き寄せられるように唇くちびるが近づいて────って皐月になに言わせるんですか、もう！」

　くねくねと体をくねらせ、怒ったように言いながらもその顔はなんともいえないにやけ顔。久しぶりのロマンチック脳全開だ。

　自分のことでもあるまいに、まったくもって楽しそうっすねー……。

　聞いてはいないが、白馬の王子様とか大好きなんじゃないだろうか、こいつ。

　とか考えている間に、

「あ、切れた」

　俺が出ないことで諦あきらめたのだろうか。ケータイは静かになり、また暗い画面に戻ってしまった。

「……しかたない」

「ふぇ？　かけ直すの？」

「さすがに気づいておいて放置はまずいさ」

　ディスプレイを見ると、呼び出し時間がぴったり二分となっている。これだけ鳴らすなんて、よっぽどのなにかがあったのだろう。

「悪い、鈴すず莉り。続きは今晩でも」

「んと、四日くらい連続だけど大丈夫？」

「若いですから」

　大丈夫でしょう。俺おれの鈴すず莉り愛はいくらでも無限にあるのだから。

「愛があっても体が死にますよ……」

「おや？　鈴莉は四日連続としか言ってないが、皐さ月つきはなにを想像したのかな？」

「っ！　そ、そういう子供みたいな揚あげ足あし取りします!?」

「皐月ちゃんはエロいね～」

「エロくないですよ!?　普通ですよ!?」

「じゃあ、なにを想像したのか言ってみようか」

「えっ……!?」

　はい、と鈴莉と一緒に手を差し出せば、皐月は誰だれかがいるはずもないのに、辺りを何度も何度も見回して、

「そ、その……………………え、ええええ、エッ────無理です！　こういうのは無理ですー！」

　ぼふっ、と大量に創り出したクッションの山に埋もれてしまった。

　クッションの隙すき間まから僅わずかに見える顔は耳までりんごのように真っ赤で、なんともかわいらしい。

「いやはや、なんともからかい甲が斐いのあることで」

　うんうん、これだよ。やっぱり皐月はこうじゃないと！

「だめだよ～、ひなくん。あんまりいじめちゃ」

「一緒にやってたやつがなにを言うか」

「あたっ。……えへへ」

　体を起こしつつ鈴莉にデコピンを喰くらわせ、おでこを押さえて嬉うれしそうな鈴莉の隣へ座り直す。

　そして膝ひざにのってきた鈴莉を抱え込むように抱きしめ、リダイヤル。

『はい！　どちら様!?』

　数コールの後のち出た由ゆ枝えさんは、開口一番俺が親の敵であるかのごとく怒ど鳴なりつけてきた。

『誰だか知らないけど、立て込んでるからあとにして！』

「あのー、由枝さん？　俺俺、《長おさ》《長》」

『《長》《長》詐さ欺ぎとはおもしろいわね。本物はどうせ、鈴莉ちゃんとイチャついてて電話に出れる状況じゃないんでしょ？』

　わーお、千せん里り眼がん怖こわい。由枝さんそんな異能じゃないはずだろ。

「大丈夫だ。イチャつきながらも電話はできる」

『はぁ!?　……………………え、ど、どんな体勢で……？　す、鈴莉ちゃんが頑張ってるのかしら……？』

「うわー、ないわー。なに想像したんだ、こいつ」

　しかも半分好こう奇き心しん混ぜて訊きいてくるな。ただ抱きしめてるだけだけど、答えるわけないだろうが。

『うっさい！　──で、本当に日向ひなた？　急いでて着信画面を見み損そこねたのよ』

「悪い。部屋にケータイ置きっぱで出るのが遅くなった」

「いえ、ふつーに目の前にしても躊躇ためらってましたよね？」

　おいそこの妹、ちょっと黙ってろ。建たて前まえって重要なんだよ。

『ま、それなら仕方ないわ』

　幸い由ゆ枝えさんに皐さ月つきの声は聞こえていなかったようで、なにやらバタバタと慌ただしい音を背景に、イラだった声で早口に告げてくる。

『あんたの家に近い支部が何者かに襲撃を受けてね。まだ犯人が近くをうろついてるかもしれないから、家に引きこもってなさい。って連絡』

「支部が、襲撃……だと？」

　しかも俺おれの家の近くってことは、《御み園その》のまさにお膝ひざ元もと。そんなところで……。

『そ。支部っていっても、扱いは関連企業みたいなところ。《御園》への被害は微々たるものよ。処理はこっちでやっておくから、あんたは鈴すず莉りちゃんと皐月ちゃんを守って、家にいなさい』

　その声はイラだった声の中にあっても気遣いに満ちており、由枝さんの心遣いが伝わってくる。

　しかし、

「……せっかくの申し出で悪いけど、俺も今からそっちに行くよ」

『あんたねえ……いい加減その人の話を聞かない癖くせを直しなさい。また皐月ちゃんたち巻き込まれたらどうするのよ』

「だからこそ、だよ」

『は？　ちょ、ひな──』

　言葉の途中で通話を切る。

　そう。また危険な面倒ごとに巻き込まれるかもしれない。皐月が自みずから近づく近づかないにかかわらず。皐月が本家筋であり、俺同様“〝万能”〟なる異能を有している以上、それは──前のように皐月を狙ねらった事件というものは、いつでも起こりうる。

　そして、この手の直接的に被害を及ぼす事件は数が少ない。珍しくも短期間で連続しているが、本来は年に一回もあれば大騒ぎだ。

　すでに現場へ由枝さんが到着しているなら、ああ言いつつも周囲の安全は確保し終わっているだろう。

　だったら──これは、またとないチャンス。

「行くぞ、皐さ月つき。勉強の続きだ」

「お勉強、ですか……？」

「ああ」

　これは勉強。先日の本部訪問の続き。

「座ざ学がくの次は、実地そとでの社会科見学だ」



　　　　◇　◇　◇　◇



　そこは中心部と住宅街の狭はざ間まにある、三階建ての小さな建物だった。

　見た目には中小企業のオフィス。それもそこそこに小こ綺ぎ麗れいな方だ。

　だが、その中は、

「これはひどいな……」

　通話を切ってきっかり一分後に届いたメールを頼りにして、現場へ辿たどり着ついた俺おれは思わずそうもらしていた。

　全体的に煤すすと灰にまみれ、荒れ果てた室内。しかしその見た目とは異なり、よく見れば壁や床は燃えておらず、実際に溶かされ焼かれているのは机や棚といった家具だけであることがわかる。だがそれも目に見える全てとなれば、相当な被害であることは間ま違ちがいない。

「ぼろぼろだね～」

「焼け焦げ、ですか？　それにしては延えん焼しようしていないようですが」

　腕うでにはいつものように鈴すず莉りが抱きつき、その後ろをひょこひょこ跳はねるように皐月がついてくる。

　そんな俺たちが『ＫＥＥＰ ＯＵＴ』と書かれた黄色いテープをくぐり建物内に入ると、中にいた人間が入り口から気づき次第、順に直立不動で敬礼してきた。

　彼らに軽く手を振ってやめさせつつ、辺りを見回す。

「お、いたいた」

　いたるところの物が焼け焦げ、壊れた一階の隅、その階かい段だんの前で数人の職員と話している黒いスカートスーツ姿の由ゆ枝えさん。

　そこに近づいていくと、足音で気づいたのか由枝さんは職員たちに指示を出して俺たちへ振り返り、

「邪魔なのが来たわね……」

「邪魔ってなんだ、邪魔って」

「来るなって言ってるのに、電話ブツ切りして勝手に来るようなやつのことよ」

　とか言いつつ、すぐにメールで場所教えてくれたくせに。

　これ見よがしにため息を吐ついた由枝さんは、俺とその腕を抱いている鈴莉、そして興味津々で辺りをきょろきょろしている皐さ月つきを見やって、半眼で問い詰めてくる。

「で、なにしに来たのよ。悪いけど、聴取も現場検証も全部終わったわよ」

「早いな」

　電話がかかってきて、まだ半時間も経たっていない。電話口ではずいぶんとバタバタしていたのに、もう全部終わっているとは少々意外だ。

「あたしももう少しゆっくりするつもりだったわよ。でも、あの子が──」

「……ひなた、様」

　由ゆ枝えさんの言葉を遮さえぎるように上がる、俺おれを呼ぶ声。

　無感情ながらも、どこか少しだけ興奮が交じったようにも聞こえるぼそぼそとした声は、鈴すず莉りよりも小柄な少女──詞ふみ香かのもの。

　奥の階かい段だんからひょっこり顔を出した彼女は、ととと、と小さな歩幅で駆けてくると俺の手前で急停止し、

「……すべて、終わりました。ひなた様の、お手を煩わずらわせるまでも……ありません」

　これが鈴莉や皐月ならば『えっへん』と胸を張っていそうな感じで、しかし、あくまで淡々と報告してくる詞香。その顔はいつもと変わらず無表情だが、どことなく誇ほこらしげにも見える。

「この子が、あんたが来るって聞いたとたん張り切ってね。ほら、現場隠いん蔽ぺいは隠蔽班ヴエイラーの仕事じゃない。だから班長がやる気を出せば……」

　いつも以上にすばやく終了する、と。班員に慕したわれてるからなあ、詞香。

　いい子いい子、と詞香の頭をなでてやると、感情を浮かべないまま僅わずかに頬ほおを染める詞香。それだけなのにいつもとのギャップがなんとも愛らしく、父性を刺激されてたまらない。あ、俺が見てるのに気づいて袂たもとで隠かくしやがった。かわいいなあ。

「皐月」

「はい？」

　ほー、とか、へー、とか言いながら隠蔽班が片付けていく様を見物してた皐月は、詞香の頭から手を離した俺の呼びかけにちょこっと首をかしげると、二本尻尾しつぽを揺らしながら近づいてくる。

「《御み園その》にかかわれば、数は多くないがこういうこともある。本気で知り、俺を手伝いたいのなら、その前にしっかりと見学しておけ。実際の現場で、隠蔽班や他の職員がなにをしているのか」

　あのとき、鈴莉が提案して後から聞かされた手伝いの内容では、ここまでのことは含んでいない。しかし、もし今以上に踏み込むのなら──皐月が今後も俺の手伝いを続けたいのなら、こういう場面を知っておくことも重要だ。

「あ、はい。そういうことでしたか」

　俺おれがここまで引っ張ってきた理由に、ようやく合が点てんがいったようで頷うなずく皐さ月つき。

「というか、多くないんですか？　こういうこと。異能者の組織なのに？」

「だからこそ、だ。下へ手たに争ったら目立つだろうが。それに敵対しそうなところとは不可侵協定を結んでるって言っただろ？　こういう襲撃はほぼない、と言ってもいい」

　前回の皐月襲撃といい今回といい、こう続く方が珍しくて──おかしい。

　それがわかったのだろう。少しだけ真剣な顔になった皐月は、

「とりあえず、了解しましたです。せっかくの機会、無む駄だにしないように見ておきます」

「怪け我がしないようにね～」

「お姉ちゃんこそ。足場悪いですから気をつけてくださいよ？」

「転んでもひなくんが支えてくれるから大丈夫！」

　元気よく言ってさらに腕うでへしがみつく鈴すず莉り。そんな俺たちに苦笑した皐月は、軽く手を振って辺りの見学へと戻っていく。

　後ろで手を組みぴこぴこ毛先を揺らしながら辺りを見ているその様は、落ち着きのない動きに反してなかなかに熱心だ。皐月は『なんとなく』なんて言っていたが、《御み園その》について知りたいというその気持ち、それ自体は嘘うそではないのだろう。

　さて、と。それじゃあ俺も、切り替えていきますか。

　ぎゅっと鈴莉の手を握りしめて、やる気をもらいながら、

「詳しい話を聞こうか」

「ええ」

　振り返った俺に向き直り、由ゆ枝えさんと詞ふみ香かは待ってましたとばかりにおそろいの手帳を開いて、概がい要ようを報告し始める。

「とりあえず、わかってることから。この惨状だけど、怪け我が人にんはなし。外への被害もなし。物損──壊されたのは、パソコンや書類や棚……中にあった物品ほぼ全部ね」

「……全部、溶かされるか……灰に、されてました」

　証拠隠滅か、はたまた別の理由か。なんにせよこの状況から察するに、そういう異能を持ったやつが最低一人はいるということだろう。

「“〝発火能力パイロキネシス”〟の亜あ種しゆってところか」

「そうね。あたしたちもそう考えてるわ」

「……現在、証言と合わせ、記録と照合中……です」

「証言ってことは、相手の顔や異能を見たやつがいるのか？」

「……はい。はじめに、全員追い出された……そうです」

　こくり、と頷く詞香。

　手帳を持ってそんな風にしていると、なんだか刑事ごっこをしている子供みたいで、場ば違ちがいにも温かな気持ちになってくる。こんな子が娘だったら、きっと溺でき愛あいしてしまうだろうなあ。

　そんな俺おれの気持ちを知るよしもなく、詞ふみ香かは手帳を覗のぞき込こんで淡々と続ける。

「……出勤していた人、に攻性異能者はおらず……追い出されるしか、なかった……そうです」

「いい判断だ。下へ手たに刺激する必要もない」

　資料や物は、作ったり買い直したりすればいい。だが、人間はそうもいかない。だからこそ俺はこういう場合、命と自みずからの安全を大切にするよう、徹底させている。……まあ、実際にそうしないといけないときが来るとは思わなかったが。

「見えた異能とこの結果。それから一部の人が見た襲撃犯の顔を元に、該がい当とう者しやを特定中よ。“〝発火”〟系の異能は数が多いから、少し時間がかかりそうね」

「《御み園その》内の反乱分子って可能性は？」

　前回の残党。それがなんらかの理由でこの支部を襲撃した、という可能性もあると思ったのだが、俺の言わんとするところを察した由ゆ枝えさんは呆あきれ顔がおで、

「あんたねえ。あれだけ大事になったのに、全員挙げてないはずないでしょう」

「……わたし、も……がんばった」

「なるほど。ということは、だ」

「ええ。集団である以上、協調性のないはぐれたちとは考えがたいから……二択ね」

　すなわち、新たに《御園》内から反旗を翻ひるがえした者がいるか──あるいは、外部の組織か。

「……ったく、次々と面倒ごとが舞い込んでくるな」

　もう俺のため息在庫はつきかけているというのに。これ以上心労の種を増やさないでほしい。

「照合にはどれくらい時間がかかる」

「数日あれば完かん璧ぺきね。それだけあれば、裏付けまで含めて全部洗い出せるわ」

　短いようで、長い時間だ。それこそ一日もあれば、日本の裏側だって行けてしまう。

「できるだけ急がせろ。異能者なら絶対にどこかでは足をつかめるはずだ」

「もちろん」

「……がんばり、ます」

　力強く頷うなずく二人を頼もしく思いながら振り返り、皐さ月つきを探す。

「…………あいつ、どこ行った」

「えと、さっきまでその辺りで……あ、いたよ～」

　お～い、と鈴すず莉りが小さな手をぶんぶんと振り回す。

　それに気づいたのか、皐月は軽いフットワークで残ざん骸がいを飛び越えながら近づいてきた。

「奥すごいことになってますよ。跡からして、そこそこ大きな机とかパソコンがあったんでしょうけど、ぜーんぶ真っ黒です。つついたら灰になって崩れたのでちょっと焦あせりました」

「おまえ、隠蔽班ヴエイラーの邪魔するなよ……」

「だ、大丈夫ですよ！　あとはもう片付けて掃除するだけって言ってましたし！」

　それならいいが……。

「勉強になったか？」

「ええ、そこそこ。やっぱり本職は手際が違ちがいますねー。それぞれの異能も使って、役割分担。警察の鑑かん識しきとかより、よっぽど有能なんじゃないですか？」

「そもそも分野が違うから比較しようもないけど、異能がある分俺おれたちが有利ではあるだろうな」

　鑑識は犯人に繋つながる手がかりを捜し出す人たち。対して隠蔽班はその名の通り、隠かくすことこそが本来の仕事だ。犯人捜しは彼らの本分ではない。

「ま、隠蔽班がどういう仕事をしているのか、その一いつ端たんでもわかったなら、それでいいさ。今日は帰るぞ」

「おや、もうですか？」

「やることもないしな」

　不思議そうな皐さ月つきに頷うなずき、由ゆ枝えさんに顔を向ける。

「そこまで検証が進んでるなら、俺たちはいったん帰るよ。あとは任せていいな？」

「というか、あんたが来たのがイレギュラーで、元々あたしの管かん轄かつだから任せるもなにもないわよ」

「ごもっとも」

「じゃあね～、由枝お姉さん、ふみちゃん」

　いつも通りぞんざいな口調の由枝さんに苦笑し、鈴すず莉りと連れだってそこも壊された入り口へと向かう。

「もうほんと台風みたいな兄ですみません。失礼します」

「はいはい、またね」

「……お気を、つけて」

　おい皐月。なんだその面倒くさい人の保護者みたいな挨あい拶さつは。

「お兄ちゃん？　どうしました？　────あうっ」

　とりあえずむかついたので、横に並んできた皐月へ軽くデコピンをしておく。

　すると、上がった声は予想外にも反対側の鈴莉から。

「皐月ちゃん、いいなあ……」

「どこがですか!?　理り不ふ尽じんにもいきなりデコピンされたんですよ!?」

「私もひなくんにいじめられたいもん」

「姉と呼んでいる人が、堂々とマゾ宣言をしているんですが……こういうとき、どういう返事をすればいいんでしょう……」

　そんな二人の会話を聞きながら外へ出れば、すでに日はほとんどなく、山の稜りよう線せんに僅わずかばかりを残すだけとなっていた。

　まったく……ここのところ面倒ごとが頻ひん発ぱつしすぎだ。この調子だと、平和な日々が三〇年以上は続いてくれないと釣り合いがとれそうもない。

「って、そうですよ！　元凶は皐さ月つきにデコピンしたお兄ちゃんじゃないですか！」

「ひなくん、私にもデコピンして！　もっと強いのでもいいよ？」

　でもってこいつらも……

「皐月はデザートにシュークリームやるから、それで許せ。鈴すず莉りは、あんまりそういうことをおおっぴらに言わない。俺おれは物理的にいじめるのは好きじゃないの」

　あ、つっこみは別です。相当加減してるし。

「ん～……たしかに、私も精神的にいじめられる方が好きかも」

「だろう？　だいたい、下へ手たなことして鈴莉に傷でも残ったら、俺は俺を許しきれん」

「ふぇ？　でもひなくん、私に一生消えない傷を──」

「ストップ！　ストップです!!　往おう来らいでなにを口走ろうとしてるんですか!?」

「私とひなくんの、大切な思い出だよっ♪」

「聞きたくありません、聞きたくありません────っ!!」

　俺の腰こしへ腕うでを回し、抱きつくようにして頬ほおをこすりつけてくる鈴莉。

　真っ赤な顔で耳を塞ふさいで、二本の尻尾しつぽを縦じゆう横おう無む尽じんに舞わせる皐月。

　その間に挟はさまれ、苦笑しながら歩く俺。

　ついさっきまでいた荒れ果てたオフィスとは一八〇度異なり、騒がしいが穏やかな、日常の風景。

　まったく。本当に……

「…………こういう穏やかな日々だけが続いてくれないと、釣り合いがとれないっての」

　そしてそれを望んだが故の、この地位と力。

　今回、俺はどうすべきか。

　家に帰るまで、鈴莉とじゃれあいながら考えてみますか。





























第三章　黒ストVS黒ニーソ





　　　　◆　◆　◆　◆



　ひなた様がお帰りになられたあと、全体の状況を見て回るというゆえさんと別れ、わたしは一人で二階の窓から外を眺ながめていた。

　雨こそ降っていないものの湿しつ気けは多く、こうしているだけで常に漂ただよっている潮しお風かぜと混じってべたべた気持ち悪い。

　外で遊んで汗をかくならまだしも、なにもしていないのにじんわり汗がにじんでくるのは不快以外の何物でもない。

　しかし、今日はそれもさほど気にならない。

　ちらりと後ろへ視線を向ければ、いくつかのランタン型ライトに照らされた殺さつ風ぷう景けいな室内が見える。

　そこは元々殺風景だったのではなく、わたしの部下たちが片付けと掃除を済ませたためにできた、空くう虚きよな空間。

　ここに──現場にまで、ひなた様が足を運んでくださった。今のわたしはそれだけで、べたつく湿気も潮風も気にならないほどに浮かれていた。

　いつもなら指示を出すだけ。お忙しいときは秘書であるゆえさんに全てを任せて、終わった後に報告書だけを受け取るような形だってある。

　そんな常にお忙しく、本来現場にまで足を運ぶ必要のないひなた様が、来てくださった。それも、電話でゆえさんに止められたにもかかわらず。

　この時点で、わたしの作戦は順調な滑すべり出しだと言っていい。

　少なくとも隠蔽班ヴエイラーのみんなは、ひなた様がわざわざ現場にまで来て、積極的に動いてくれているということを知った。

　ひなた様が来てくださると知ったときは嬉うれしすぎてはしゃいでしまったが、気づかれなかっただろうか。もし気づかれていたら、作戦がバレるかも、とかより……ちょっと、恥ずかしい。

　思い出して火ほ照てった顔を冷まそうと窓から身を乗り出すも、生ぬるい空気はまったくその役に立ってくれない。

　風があればまだしもなのかもしれないけど、今この建物は余計な邪魔が入らないようわたしの異能で覆おおわれている。風も、通ってはこない。

　諦あきらめて体を室内に戻し、熱を作ってくださったひなた様のことをもう一度考える。

　ひなた様がどうして今日に限って現場へお見えになったのかは、いまいちわからない。

　さつきさんに隠蔽班のお仕事を見せたかったようだけど、そうしたところでなにになるのかは、よくわからない。あまり頭のよくないわたしにはせいぜい、さつきさんも将来的に隠蔽班ヴエイラーに入るのかな？　という程度しか思い浮かばない。

　さつきさんのことだけでなく、ひなた様がこの一件に興味を持ってやる気を出してくださったのなら、それが一番いい。だけど、わたしごときにはひなた様の深いお考えを推おし量はかることなどできはしないので、そこはどうしようもない。まさにひなた様神のみぞ知る。

　とはいえ、ひなた様が来てくださったのは事実。《長おさ》自みずからが指揮を執とり、現場を見て回ったというのも、それを隠蔽班のみんなが見ていたというのも、事実。

　だから、大丈夫。

　この始まりなら──初手からひなた様が動いてくださった最高のスタートなら、きっとわたしの作戦はうまくいく。

「──あ、班長。ここにいたんですね。もう解除してくださってかまいませんよ」

「……了、解」

　階かい段だんから顔を出した部下に頷うなずきを見せ、異能を解除する。

　そうして生ぬるい風が吹き始めた二階から下りる直前、心の中で小さく呟つぶやく。



　ひなた様。魚は餌えさにかかり、作戦は順調です。

　どうぞそのまま、ご意思の赴おもむくまま、存分に力をおふるいください。

　わたしは、全力でひなた様のためだけにご支援しますので。

















　　　　◆　◆　◆　◆



「やる気が、出ない」

「ふぇ？」

　支部襲撃の報を受けた翌日の放課後。自室のベッドにだらんと寝転んだ俺おれは、誰だれにともなく呟つぶやいた。

「ぎゅってしようか？」

「嬉うれしいけど、そうじゃないんだよなー」

　言いつつも隣に寝転んで、かもーん、と手を広げている鈴すず莉りの腕うでの中へ飛び込む。

「えへへ～、ぎゅ～っ」

「俺からも、ぎゅーっ」

「きゃ～♪」

　ああ、幸せ。鈴莉はどこもかしこもふにふに柔らかくて、抱きしめているとすぐ幸せになれる。

「やる気出た～？」

「残念ながら」

　至し近きんから首をかしげて訊たずねてくる鈴莉に、首を振る。

　鈴莉とイチャつきたい、というやる気は出たのだが……出っぱなしなのだが、肝かん心じんの俺がやる気をなくしている方は、補充される様子が微み塵じんもない。

「んと、お仕事のほう？」

「そ、昨日のやつ」

　昨日の支部襲撃事件。

　あのあと、俺は帰り道にも夕飯を作ってる最中にも考えてみた。今回の一件、《長おさ》は──俺はどうするか。

　しかし考えていると、ある根本的なところに気づいてしまったのである。

　それは前回の、皐さ月つきが襲われたときと今回の決定的相そう違い点てん。

「今回の事件ってさ、大問題なんだよ」

　犯人が《御み園その》内部の新たな離り反はん者しやであれ、外部の勢力であれ、どちらにせよ《御園》に対して敵対的行動を取ったのは間ま違ちがいない。

　そう。だから大問題ではあるのだ。

　だが、

「大問題なんだけど……前回と違って、直接的に俺たちに被害がないからなあ」

　だからやる気が出ない。微塵も。これっぽっちも。

　前に皐さ月つきが襲われたときは、標的とされた皐月は言わずもがな、邪魔をした俺おれも、二人の弱点である鈴すず莉りも狙ねらわれる可能性が高かった。だからこそ本気で対応したし、そうするだけのやる気も十分にあった。

　しかし、今回は少しばかり事情が異なる。

　属しているコミュニティ、という意味ではたしかに被害を受けた。だけど俺たちを狙うにしてはあまりにも婉えん曲きよく的てきすぎる。あの位置の支部を狙うなら、もっと他にもやりようがあったはずだ。

　そこまで考えると、俺のやる気は一気に減げん退たいしてしまう。

　俺のやる気は基本、鈴莉に関することでしか──最近では皐月のことでも少し──発揮されない。だから俺たちが直接狙われているわけではないとなれば、当然動く気力もなくなる。

　たしかに、直接的被害が今のところないからといって、この先どうなるかはわからない。

《御み園その》が弱体化すれば、それだけ俺たちの安全性は揺らぎ出す。だいたい、直接的間接的という意味では、前回も同じだ。元々は皐月が狙われて、俺や鈴莉は関係がなかった。

　その他にも考えれば考えるほど、最悪のケースというものは無数に想定される。

　しかし、関係のある場所が襲撃され、今後婉曲的に被害がくるかもしれないとわかっていても……現時点でこれだけ事件が離れていると──俺たちが直接巻き込まれていないと、さすがにすぐ動こうという気はどうしても起きない。

　そもそも今回の襲撃事件は、事情が中途半端にしか話せなかった皐月が狙われたときと違ちがい、最初から由ゆ枝えさんや詞ふみ香かをはじめとした優秀な部下たちが全力で動いている。

　その事実は絶大な安心感を俺へもたらす。俺が信頼する彼女たちに任せておけば、安心だと。

　だから、俺がわざわざ動かなくても大丈夫。

　一応《長おさ》として、ほぼ全ての《御園》の記録マスターデータに彼女たちがアクセスできるよう取りはからっている。俺の打てる手としてはこれ以上のものはない。これ以上は、どうしようもない。



　よって──俺のやる気はなくてもいい！　よし、理論武装完了！



　そう決意を固めたところで、目の前の鈴莉がちょこんと頬ほおに指をあてて訊たずねてきた。

「んと、よくわからないけど、このままだらだらしててもいいの？」

「そうだな。夕飯のカレーも煮込み終わってるし、だらだらタイムだ」

　抱きしめを少しだけ強めて答えれば、鈴莉はその幼い顔をほころばせ、

「あは、だったらいっぱいひなくんに甘えちゃう♪」

　かぷ、と俺おれの耳へ噛かみついてきた。

「お、おおお……!?」

「あむあむ」

　俺の肩へ顎あごを置くようにした鈴すず莉りは、そのぷるぷると弾力のある唇くちびるで俺の耳たぶを何度も何度も、ときに優しく、ときに強く挟はさみ込む。

　そのたびに俺の思考は甘く蕩とろけていき、目の前の鈴莉以外が頭から追いやられていく。

「はむはむ…………ちろり」

「っ!?」

　そんな甘い刺激の最中、唇とは違ちがうぬるりと熱いものが、耳の輪りん郭かくをなぞるように舐なめ上げる。

「す、鈴莉……っ」

「あは、ひなくん気持ちよさそう。もっと、してあげるね……♪」

　思わず上がった俺の声がお気に召したのか、鈴莉は一度唇を離して微笑ほほえむと、もう少しだけ深く耳を咥くわえこむ。

　あむあむと唇で挟まれ、ちろりと舌先で舐められ、それだけでも十二分に気持ちよく、刺激としては一級品。ここまで耳が敏びん感かんな部位だとは思いもよらなかった。

　だというのに、鈴莉は舌の動きを複雑にして耳の裏や中にまで這はわせるだけでなく、

「…………カリッ」

「っっっ!?」

　犬歯を、血が出ないほどの強さであててくる。

　どちらかといえば穏やかなゆったりとした刺激の中へ、唐突に加えられる甘い痛み。

　それは瞬間的に俺の脳のう髄ずいへ火花を散らし、しかし傷口を舐めるように這わされる舌によって、俺は再び優しい快感の中へと沈み込んでいく。

　ねっとり絡みつく舌と、耳たぶを包み込む唇。それらにアクセントとして文字通りの甘あま噛がみが加わり、俺の感覚を高ぶらせていく。

「珍……しいな」

　それに負けてしまわぬよう、声を出す。

「鈴莉からこんなに攻めてくるなんて。サドっ気にでも目覚めたか？」

「…………ぷはっ。ん～ん、その逆だよ」

　耳たぶから口を離した鈴莉は、先ほどまで俺の耳を舐めていた赤い舌をいたずらっぽい仕草で自みずからの唇に這わせ、無邪気な笑みを見せる。

「だってこうやって攻めてると……ひなくん、私に仕返ししたくなるでしょ？」

「…………」

　ポカンとしてしまいながらも、鈴莉の言葉に納得もする。

　たしかに気持ちよさの反面、俺おれは鈴すず莉りを攻めたくて仕方がなかった。それは負けず嫌いにも似た、しかし性格的なものが多分に含まれる嗜し虐ぎやく衝動。

　いじめられたいがために、まずいじめて仕返しを待つ。なんて積極的なマゾっ娘こだ。

「ったく、俺の思考はお見通しってか」

「うんっ、ひなくんのことだもん！　私たちは、二人で一つ。だからひなくんだって……私のこと、なんでもわかるんだよね？」

「もちろん」

　まっすぐ、期待の色を灯ともしながら信じ切った瞳で見つめてくる鈴莉へ、笑みを向ける。

　そう。俺たちは二人で一つ。鈴莉が俺の気持ちや考えをなにを言わずとも理解できるように……俺も、鈴莉のことはなんだってわかる。

「今は……こうして、ほしいんだろ？」

「きゃっ」

　体の位置を入れ替え、ベッドの上へ鈴莉を押し倒すように覆おおい被かぶさる。

「そんなにいじめられたいなら、存分にいじめてやるよ。覚悟はいいな？」

「あは、ちゃんと伝わってた♪」

　でもね、と鈴莉は少しだけ恥ずかしそうに身をよじらせ、

「いじめてもらうためだけじゃなくて、いつもいろいろしてくれるひなくんに尽つくしたかったのもあるの。ご奉ほう仕し精神なのです」

　俺の目の前数センチでふにゃっとした笑みを浮かべながら、最後にはえっへんと形よい胸を張る鈴莉。

　俺が好きでやっていることなのに、この間の膝ひざ枕まくらといい今回といい。ああ、なんて健けな気げな。その小悪魔になりきれないところも、また愛いとおしくてたまらない。

「私も尽くせて嬉うれしい。ひなくんはそれをネタに私をいじめられる。いじめられたら私も嬉しい。ほら、いいアイデアでしょ？」

　ちゅ、と小さな音を立てて鈴莉が俺の頬ほおへ唇くちびるをあててくる。

　そんな愛らしい鈴莉に、同じようにキスを返す。

「十分に、伝わってたよ。鈴莉のご奉仕精神。とっても嬉しかった」

　だから、と軽く鈴莉のおでこをつついて、

「今度は、お返しをしてあげないとな」

「お手柔らかにお願いしますっ♪」

　嬉しそうに笑う鈴莉の唇に口づけ、そのまま唇をもちもちすべすべな頬、真っ白な首筋、はだけたブラウスから覗のぞく鎖さ骨こつへと順に滑すべらせていく。

「はぁ……んっ……」

　鈴莉のきれいな肌に唾だ液えきの線を刻みながら、同時に体へ触れる指はあくまで優しく。そっと触れるか触れないかの位置をなぞっていく。

「ひな、くぅん……」

　もどかしい刺激に身をくねらせ、鈴すず莉りが切なそうな声を上げる。

「ねぇ……もっと……」

　俺おれを見上げる潤うるんだ瞳はとろんとすがるように。

　ならば続く言葉は『強く』か、『たくさん』か。

　だが、そこまでわかっていながら──その予想が外れていることはないとわかっていながら、俺はあくどい笑みを浮かべ、鈴莉を見下ろす。

「切ないか？」

「う……ん」

　そうだろう。今こうしている間も俺の指は蠢うごめき、鈴莉へとかすかな刺激を与え続けている。

「もっと、してほしいか？」

「うん……もっと、ひなくんをちょうだい……」

　うっとりと蕩とろけた顔で、体をもじもじと揺らしながら鈴莉が見上げてくる。

　その吐息は鈴莉の興奮を示すように熱く、頬ほおに触れるそれだけで俺も気持ちが高まっていく。

　だから、その高ぶった気分のまま、俺は笑顔で鈴莉に告げる。

「だーめ」

「……ふぇ？」

「俺をいじめた罰だ。そんなにいじめられたいんだったら……ひたすら優しくしか、してやらない」

「ふ……ふぇぇええええ!?」

　ようやく俺の意図を理解して驚く声を聞き流し、再びそっと、あくまでも優しく優しく触れ続ける。

　それは余計な肉のない二の腕うで。それは華きや奢しやな肩。それは薄いお腹なか。それは柔らかな脇わき腹ばら。そっとそっと、強すぎず弱すぎず、もどかしい刺激だけを与え続ける。

　ずっとそんな刺激を与えられて、そしてはじめの時点でずいぶんと高ぶっていたからだろう、全身どこもかしこも敏びん感かんになってしまっているらしい鈴莉は、焦じらすような指の動きに切なそうな熱い吐息をもらし、

「あ……っ、ん……。でも……こういう、攻められ方も……いい、かも……」

「焦らし系も、好きなんだ？」

「ひなくんが、んっ……するから……だよ。愛があれば、どんなことも、ふぁ……っ、おっけー、なの。私には、さいこーの……ものになるの」

　息も絶え絶えに、鈴すず莉りは赤く火ほ照てった顔で囁ささやく。

　そして鈴莉は両手を俺おれの顔に添そえ、

「愛してるよ、ひなくん。だいだいだ～い好きっ♪」

　直接、唇くちびるからも愛を伝えてくる。

　それはほんの一秒ほど。しかしお互いをさらに高みへ上らせるには十分すぎるふれあい。

　離れた唇を、今度は俺から触れあわせる。

　それも同じく一秒ほど。だが、二度目の効果は先ほどに倍するもので、至し近きんというのもおこがましい近さの鈴莉へ、俺も小さく囁く。

「大好きだよ、鈴莉。愛してる」

「……っ♪」

　へにゃりと頬ほおを緩ゆるませる鈴莉、その笑顔に喜びを感じながら、期待に応えるべく指を持ち上げる。

　指が触れるのは鈴莉の身じろぎにあわせてふるふると揺れて、その大きさと柔らかさを主張する、彼女の胸。

　すでにブラウスははだけられ、そこを覆おおうはフリルのついた純白の下着のみ。

　息づき、震える双球。小さな鈴莉には不釣り合いなほど大きな胸の縁から指を這はわせ、その中心を下着の上から──軽く、ひっかく。

「きゃうんっ!?」

　ひときわ高い嬌きよう声せいが上がり、鈴莉が背をそらせて震える。

　僅わずかな後のち、全身を弛し緩かんさせて恍こう惚こつとした顔でベッドに身を横たえた鈴莉が小さく呟つぶやく。

「いきなりは……反則、だよぉ……」

「でも、気持ちよかったんだろ？」

「う、うん……♪」

　ぽっと頬を染めて、恥ずかしげに俺を見つめる鈴莉。

　そんな愛らしい姿の恋人を抱きしめ、いつでもキスできるほどの距離から囁く。

「実はちょっとだけ、鈴莉に攻められるのも、新しん鮮せんでよかった」

　だから、

「これからもいろんな姿を俺に見せてくれると、嬉うれしい」

「うんっ！」

　大きく頷うなずいた鈴莉は、柔らかく、心の底から愛いとしいと──愛していると伝わってくる優しい笑みで、応える。

「私は、ひなくんのものだよ。ひなくんにだけ私の全部を、どんな姿も見せちゃう」

　ううん、

「見て、ほしいの♪」

「もちろんだよ、鈴すず莉り。──ありがとう」

　応えた答えに対する返答は、満面の笑み。

　それに俺おれも微笑ほほえみ、どちらからともなく抱きしめあう力を強める。

　そうして穏やかで緩ゆるやかな時間の中、紡つむぐ言葉はまったく同じ──互いを好きという気持ちが溢あふれんばかりに詰まった、同じもの。

「「幸せ、だね」」



　　　　◇　◇　◇　◇



　抱きしめ合ったままごろごろとベッド上を転がったり、ときおり抑えきれなくなって口づけあったり。

　そうこうしているうちに窓の外は暗くなり、時計を見ればそれなりの時間になっていた。

「鈴莉ー」

「な～にっ、ひなくんっ」

　呼びかけると、未いまだ抱き合ったままの鈴莉が弾んだ声で応えてくる。

「鈴莉はお腹なかすいた？」

「ふぇ？　ん～……普通、くらい？」

　すいているけれど、ぺこぺこではない。そういうところだろう。

　首を曲げて枕まくら元もとの目覚まし時計を見れば、いつもの夕飯には少し早い、微妙な時間帯。

「ひなくんお腹すいたの？」

「俺もそこそこ、かな」

　今日の夕飯はカレーで、すでに煮込み終わっている。だから食べるには温めてご飯にかけるだけなのだが……

「ほら、この時間っていつも料理中じゃないか。だから妙に落ち着かなくて」

「あ、そっか。珍しいよね、ひなくんが夕方にまったりできるのって」

「鈴莉はともかく、皐さ月つきは手伝ってくれてもいいと思うんだけどなあ」

「ひなくん、私はともかくってひどいよぉ……」

「料理のさしすせそは？」

「忘れた！」

　はい、アウトー。どのみち覚えてたのは『魚のさしすせそ』だったから意味はないが、やはり危なっかしくてお手伝いは頼みづらい。

「む～、包丁とか火は危ないかもだけど、それ以外ならできるよ？　たぶん……きっと……運がよければ……」

「どれだけ確率低いんだよ」

　包丁とか火を使わないことねえ………………米研ぎ、とか？

「いやでも、絶対ぶちまけるよな。水混じりとか、掃除が大変すぎるぞ」

「ひなくん!?　たぶんそれは私でもできることだよ!?」

「鈴すず莉りはやっぱり今のままでいいよ。鈴莉に怪け我がされたら、たまらないからな」

　そう。鈴莉にはもう“〝自じ己こ治ち癒ゆ”〟の異能はない。だから怪我をしても即そく座ざに治るなんてことはないし、最悪そこから病気になったり──死んでしまったり、ということすらも考えられる。

　心配性？　過保護？　ああ、それのなにが悪い！　危険な可能性を潰つぶすことで、鈴莉の安全が保てるなら、俺おれはいくらでも労力を費やしてやる。

　その思いが伝わったのか──いや、先の会話をなぞれば、すでに俺の考えていることがわかっている鈴莉は、「む～」と唇くちびるをへの字にしながら、

「ひなくんに心配かけたくないって気持ちと、ひなくんのお手伝いがしたいって気持ちが大戦争中」

　そんなかわいいことを言ってきた。

「だったら和解案に、今度俺と一緒にパフェを作るってのでどうだ？　鈴莉は飾り付け担当。それなら危なくないし…………そのあと一緒に、一つのパフェを食べよう？」

「戦争は平和的に終了しました！」

　わ～い、と抱きついてくる鈴莉。ああもう、なんてかわいい。

　俺も鈴莉の言葉を借りれば、『鈴莉にお手伝いをさせてやりたい』気持ちと『鈴莉を危ない目にあわせることはできない』という気持ちが戦争していたのだから、本当に似た者同士。夫婦は似るというが、これがそうならば、どれほどの喜びか。

「ちょっと早いけど、リビングに下りようか。皐さ月つきがお腹なかすかせて倒れてるかもしれない」

　鈴莉を抱きかかえたまま立ち上がり、二人同時に床へ足をつける。

　そんな小さなことでも一緒ということに嬉うれしくなり、同じように思っていたらしい鈴莉と顔を見合わせて小さく笑い合う。

「そだね。皐月ちゃんなら『お腹がすきましたー。ご飯はまだですかー』とかって倒れてても不思議じゃないよ」

　あ、でも……と俺に続いて廊ろう下かに出た鈴莉は難しい顔で呟つぶやき、

「皐月ちゃん、おやつでお腹いっぱい、とか言い出さないといいけど」

「いや、そんな──」



「お夕飯ですか？　おやつ食べすぎたので、もう少し後がいいです」

　──まさかでした。

　一階のリビングに下りると、真っ先に目に入ったのはソファーに寝っ転がって漫画を読みつつ、一口まんじゅうを食べ終えたところの皐さ月つき。

　嫌な予感を覚えつつも、心の隅っこでは皐月を信じて問いかけた……ものの、無む慈じ悲ひにも返ってきたのは、さっきの返答。

「おまえさあ……高二だろ？　さすがにお菓子食べすぎて夕飯入らないとかは卒業した方がいいと思うぞ」

「入らない、とは言ってません。お菓子は別腹ですから」

　憮ぶ然ぜんとした顔で起き上がった皐月は丁てい寧ねいに漫画へしおりを挟はさみ、

「ただちょっと、お腹なかにスペースがないから待ってほしいと言っているだけです。具体的には一時間くらい」

「それを入らないというんだ、バカ妹！」

　読みかけの漫画を広げて置かずにしおりを挟んだり、こうやって座ったときにはきれいに足をそろえて、まっすぐ相手を見ながら話したり。随ずい所しよから育ちの良さというか、しっかりと躾しつけられてきたのだろうことが窺うかがわれる。しかし、どうしてこうも、それら全てを台無しにするようなだらしなさなのか……。

「お兄ちゃん、今失礼なこと考えてますね」

「ますね!?」

　こいつとうとう断言し始めたぞ!?　そろそろ本格的に二個三個と異能を持っているのではないかと疑うたがわなければならないようだ。特殊とはいえ、俺おれみたいな前例もいることだし。

「だらしなくて悪かったですね。ただ、この家は居心地がいいんですよ」

「あ、わかるわかる！　ご飯は待ってたらひなくんが作ってくれるし、お掃除もしてくれるし。でも甘えたら面倒くさがらずにかまってくれるし──」

「ん、んん……？」

「ソファーで寝ちゃってもベッドまで運んでくれるし、お風呂も一緒に入って体洗ってくれるし、髪も長くて大変なのに乾かしてくれるし──」

「……ごめんなさい、お姉ちゃん。そののろけ話、まだ続きます……？」

「ふぇ？　んと、明後日あさつての朝くらいまでなら余裕で話せるよ？　それ以上はさすがに眠たくなるから、休憩挟ませて」

「ご勘弁を！　多少はしゃっきりしますので、どうかご勘弁を！」

「ふぇ？」

　一分の隙すきもないほどの土下座スタイルで頭を下げる皐月。

　いやしかし、いいことがわかった。こいつに言うことを聞かせたければ、のろけ話をすればいいのか。それなら俺だっていくらでも話すことができる。こうしている今でも、話すネタはどんどん更新中なのだから、尽つきることはないだろう。

　なんてことを考えつつ、土下座皐月を放置で台所に移動する。

　お菓子を食べすぎて夕飯が食べられない、というのは料理をする人間としてもの申したいところではあるが、かわりに鈴すず莉りが土下座させたのでよしとしよう。

　それに、若じやつ干かん時間が早いのもまた事実。多少待つのはやぶさかじゃない。

「なにか飲むかー？」

　自分用にティーポットを取り出しつつ、対面キッチンのカウンター越しにリビングへ声をかける。

　するとまず上がったのは、元気のいい甘い声で、

「牛乳！」

　次いで驚いたような声が床に近い位置から、

「お姉ちゃんそれ以上胸おっきくしてどうするんです!?　あ、皐さ月つきはほうじ茶をお願いします」

「あいよー」

　さて、三者三様の飲み物になってしまったわけだが……まあ、まだ皐月がお腹なかをすかせるには時間がかかりそうだし、ゆっくりやりましょうか。

　そのついでに、ちょっとしたサービスで、戸棚からミキサーを取り出す。

　鈴莉は牛乳も好きだが、もっと好きなのは好物のイチゴが入ったイチゴ牛乳だ。せっかく時間もあるし、珍しくイチゴもある。夕飯前だけど、これくらいなら大丈夫だろう。

「それにしてもお姉ちゃん、ほんと胸おっきいですよねえ。定番ですけど、なに食べたらそうなるんです？」

「ん～……………………ひなくん？」

「生々しい答えきたあ!!」

「あれ？　でもむしろ、ひなくんに食べられてたのかな？」

「もうちょっとマイルドに！　マイルドにお願いしますお姉ちゃん！」

　そんな非常に気まずい女子トークを繰り広げているリビングに入り、お盆ぼんからそれぞれにささっと作った飲み物を渡していく。

「おお、イチゴ牛乳だ！　ひなくんありがと～」

「どういたしまして。こぼさないようにしろよ」

　はしゃぐ鈴莉の横に腰こし掛け、俺おれも自分の紅こう茶ちやを手に取る。

「はふぅ……」

　飲む前に香りを楽しんでいると、対面のソファーから気の抜けきった声が聞こえてきた。

　その声はもう一度、間にお茶を啜すする音を挟はさんで聞こえてくる。

「はふぅ……この味ですよ。ほんと、お兄ちゃんの煎いれたお茶は格別です。もう抜け出せないおいしさですよ」

「そこまで言ってくれると、異能のおかげとはいえ嬉うれしいものがあるな」

「異能もお兄ちゃんの一部なんですから、お兄ちゃんの力ですよ」

　そうして皐さ月つきはまた一口ほうじ茶を啜すすり、俺おれの方へなにやら熱のこもった流し目を送ると、

「はふぅ……毎日、お兄ちゃんの煎いれたお茶が飲みたいですねえ」

「ったく、そんな風にねだらなくても、お茶くらい言えば煎れてやるって」

「………………むぅ」

　しかし、そんな俺の返答がお気に召さなかったのか、皐月は先ほどまでの幸せそうな雰ふん囲い気きはどこへやら、不満そうに唇くちびるをとがらせる。

「──────さすがに、今のはちょっと遠回しすぎましたかねー。どういう反応を返すのか、楽しみたかったんですが」

　皐月さん、思いっきり聞こえてます。ってかこの距離で呟かれたら否いや応おうなく聞こえてしまいます。

　きっと『毎朝君の味み噌そ汁しるが飲みたい』とかのアレンジなんだろうが、鈴すず莉りの目の前でそういうネタは本気で止やめてほしい。今だって暗い目でコップの底を振り下ろそうか悩んでるし。

　しかし迫る危険に気づいたのかどうなのか、皐月はそれ以上危険球を放つこともなく、鈴莉も俺が頭をなでてイチゴ牛乳のおかわりを注いでやればすぐに機嫌を直して、嬉うれしそうにそれを飲み始めた。

　ティータイムにはずいぶんと遅いが、それぞれにお気に入りの飲み物を手にまったりとした時間が流れていく。こうしていると外から聞こえる雨音すら落ち着いたＢＧＭに聞こえるのだから不思議なものだ。梅つ雨ゆなんて鬱うつ陶とうしい以外の何物でもないのに。

　そうやってソファーに身を沈めてまったりしていると、視界の端で揺れるものが気になってきた。

　それは俺の隣に座り、パタパタと揺らされる──鈴莉の、足。

　床に足がつかないということはギリギリないのだが、好物のイチゴ牛乳を飲んでご満まん悦えつなのだろう。楽しそうにパタパタと揺らされる足は魅力的で、目が離せなくなってしまう。

　鈴莉の黒ストに包まれた足を肴さかなに、お気に入りの茶葉で淹いれた紅こう茶ちやを飲む。

　やばい、なんだこの優雅な時間。何日でも続けられるぞ。

「ふぇ？」

　しかし、女性というのは視線に敏びん感かんなもの。特に気にすることもなく、じっくりねっとり眺ながめていた俺の視線はすぐに見つかり、不思議そうな鈴莉に見上げられてしまう。

　鈴莉はそれでも眺め続ける俺と、その視線が行き着く自分の足を交互に見やり、

「さわる？」

「ぜひ！」

　即答。

　たぶん『さわる？』の『わ』のあたりでもう喋しやべってた。

「あは、ひなくん正直。正直者にはご褒ほう美びをあげましょ～」

　芝居がかった口調で言った鈴すず莉りは飲み終えたコップをローテーブルに置くと、膝ひざ枕まくらとは逆に足を俺おれの太ももにのせる体勢でソファーに寝転ぶ。

　すると当然、鈴莉の細く柔らかな足が俺の目の前にくるわけで、興奮を抑えきれない俺に鈴莉は慈じ愛あいや愛いとしさを感じさせる笑みで、

「ご自由にどうぞ。ひなくん専用だよっ♪」



　猛もう獣じゆうの前にぽいっとチキンを投げたらどうなるか、ご想像ください。



　とはいうものの、俺は理性のある人間。さすがにそこまでがっつきませんよ、ええ。

　────欲望の赴おもむくままに、さわりつくしますが。

「……んっ」

　ほんの少し力を込めれば折れてしまいそうなほど細い鈴莉の足。しかしふれた感触はただひたすらに肉感的で、むっちりと俺の指を押し返してくる。これでストッキングに押し込めているわけでなく、生の見た目も変わりなく細いのだから鈴莉は最高だ。

















「ぁふ……っ、んぅ……」

　余分な肉はなくすらりと細い。しかし女性としての柔らかさを損なわない、至し宝ほうとも呼べる鈴すず莉りの足。細いのに柔らかいと、矛盾しそうな存在が詰まった理想形の脚きやく線せん美び。

「ふにゃ……っ!?」

　ぷにぷに柔らかく指を押し返す太ももをやわやわと揉もみ、滑らかなストッキングの感触を楽しみながら丸く小さな膝ひざ、こちらも柔らかなふくらはぎへと手を這はわせる。

　そう。素晴らしいといえば、このストッキングも鈴莉の足を魅力的に見せるのに一役買っている。

　足にぴったりと張りつき、その丸みを帯びたラインを強調するナイロンの手触りはなめらかで、鈴莉のすべすべの肌ともまた違ちがう気持ちよさを俺おれの手へ伝えてくる。

「……っ、ふっ……ぁ……」

　鈴莉の抜けるように真っ白な肌と、黒のパンティストッキング。このコントラストがこれまた素晴らしい。

「ふぇっ!?　そこ……も？」

　そしてめくれ上がったミニスカートから覗のぞく、白の紐ひもパン。それは薄手のストッキングから透すけて姿を見せており、ただ見えるのとも違うなんとも言えないエロさを醸かもし出す。

　そのラインを確かめるようにストッキングの上から、横の紐部分をなぞる。

　そのまま指を下へ滑すべらせれば、腿ももの付け根にほど近いあたりにある、色が濃く僅わずかに手触りの違う部分へ辿たどり着つく。

　ここはランガードと呼ばれる部分で、本来は伝線防止──破やぶれた部分が広がらないようについているのだが、そんな本来の理由とは関係なく、なぜか俺の心をかきむしってやまない魅み惑わくの部位でもある。

　単色の中にアクセントとして濃い部分が映えるから？　そこだけ輪状に締めつけられているように見えるから？　この気持ちの理由はわからない。だが、ただただ魅力的なのだ。

「は……ぁ……」

　そんな魅惑の部位を、そしてもう一度柔らかな太ももをひとしきりなでさすり、先ほどふれなかった膝裏、脛すねを経由してお人形のように小さな足へと指を這わす。

「……そういえば」

「……ふぇぇ……？」

　足の甲こうを人差し指でつつつ、となでながら呟つぶやく。

「どう……んんっ……！　した、の……？」

　ぴくぴくと快感に震え、とまらぬあえぎ声をもらしながら鈴莉が訊たずねてくる。

　こちらを向いた顔はのぼせたように赤く、元々たれ目がちな瞳は蕩とろけてふにゃふにゃと頼りない。しかし鈴莉がまだ理性を残しているのをその瞳に宿った光から確認して、

「気持ちよかったけど、さっきはよくも好き放題にいじってくれたよなぁ……？」

「え……ひなくん……？」

「お返しはしたが……仕返しは、まだだったよな？」

「だ、だめだよ！　今すっごく敏びん感かんになってて……！」

　鈴すず莉りの声を無視して、俺おれは先ほどまでさわっていた小さな足を片手で固定。もう片手を裏にあてて……こしょこしょと、足裏をくすぐる。

「にゃふっ!?　あはははっ、ひ、ひなくん。だからだめだって！　にゃははははは！」

「鈴莉。心苦しいが、これは仕返しなんだ」

「心苦しいなら、やめてよ～。あははははははっ！　うぅ、気持ちよくさせてから、これは卑ひ怯きようだよぅ！」

「卑怯上等。勝てば官かん軍ぐん」

「お～に～！　にゃははははははは！」

　笑い転げる鈴莉は逃げようともがくものの、俺ががっちり足を押さえているので動くこともままならない。

　しかし、たしかに鈴莉の言うことにも一理ある。

　気持ちよくさせて高ぶらせてしまったのだ。ならばこうお笑い方面ではなく、もっと艶つやっぽい方面に持っていくのが正しい行いだろう。

　それならそれで──仕返しの方法はある。

「こんなことも、鈴莉はしてくれたよな？」

「にゃうっ!?」

　俺がくすぐるのをやめストッキング越しに太ももへ口付けると、鈴莉の体がぴくんと大きく跳はね上がる。

「え、えとえと……まさかひなくん、そのまま……？」

「このあとどうなるかは、鈴莉の方がよく知ってるだろ？」

「や、やっぱり……ふにゃうっ!?」

　これは仕返し。だったら場所は違ちがえど同じようにしてあげるのが礼儀。

　だから俺は再び口付けた太ももに、鈴莉が俺の耳へそうしたように──舌を、這はわせる。

「ぁ……ふぁ……っ」

　もはや抑えきれないと大きくもれ始める鈴莉の嬌きよう声せいを耳に、太ももの下から上へ、舌を這わせながら上って──

「いい加減に……してくださいっ!!」

　──スパコーン!!　とこの数すうヶか月げつ、何度も聞いたことのあるいい音が響き、俺の頭が鈴莉の太ももにめり込んだ。

　すげえ。柔らかいとは思っていたが、まさかこの細さでめり込むとは。胸とはまた違った感触で気持ちいい。

「な、ななななな……」

　しかしその気持ちよさにいつまでも浸っているわけにはいかないようで、皐さ月つきが噴ふん火か前の警告音を発し始めている。

　名な残ごり惜しくも鈴すず莉りの太ももから顔を引きはがして振り返れば、そこに立つのはハリセンをかまえた皐月様。その顔はもはや、リンゴなどとかわいいことを言えないレベルで真っ赤になっている。

「ななななななんで、皐月の目の前でそういうことをするんですか!!　せっかくお二人の時間は邪魔しないように気をつかってるのに、そこだけで我が慢まんしましょうよ!!」

　なぜって……

「ムラッときたから？」

「とんでもなく最低な理由ぶちかましましたよ、この兄!!　……まったくもう、皐月はニーソ党だというのに……油断も隙すきもない」

　二、三度頭を振った皐月は、自分を落ち着けるようにそろそろ冷えてしまっているであろうほうじ茶を一気に飲み干し、ほとほと呆あきれたという風に肩を落とす。

「どうしてそこまでストッキングに惚ほれ込こめるんですかね…………ああ、いいです。説明しようとしなくて。前に聞きましたから」

　ちっ。もう一度、今度はもっとしっかり語ってやろうと思ったのに。

　ただ一つ、譲れないのは、

「皐月、ストッキングじゃなくて、俺おれが好きなのは黒のパンティストッキングだ。ガーター留めのタイプは眼中にない」

「どうでもいいですよ！」

　どうでもよくないのに……。全然違ちがうものなのに……。

　なんて内心拗すね気ぎ味みの俺を他よ所そに、皐月は湯飲みに落とした視線をちらちらと、上目遣いに俺へ向け、

「ニ、ニーソとかも、いいものだと思いますよ？　よかったら……さわって、みます？」

　その黒のニーソに包まれた足を、俺へ差し出してきた。

「ほ、ほらほら。今なら怒りませんよ。合法的に妹の足をさわれますよー」

　ええと……これ、どうすればいいの？　あとで大金請求されたりしない？

　とか思って足をたどって皐月を見れば……彼女は頬ほおを赤らめながら、どこかすがるような謎なぞすぎる決意を秘めた瞳でこちらを見返していた。

　まったく……負けず嫌いにもほどがあるだろ。

「……じゃあ、遠えん慮りよなく」

「んっ……」

　足にふれると、皐さ月つきが小さく吐息のような声をもらした。

　しかしそれに気づかぬふりをして、差し出されたつま先から、順にふれていく。

　こちらも鈴すず莉りと同じく、世の女性がうらやむ細身で長めの足。しかし、鈴莉とは柔らかさの質が異なる。

　鈴莉がふわふわの天然物だとしたら、皐月はある程度引き締まった努力の賜たま物もの。

　皐月の足──ふくらはぎや太ももだって、柔らかいのは間ま違ちがいない。しかしどちらかといえば柔らかさより弾力の方が強く、健康美と言ってもいいものだ。これだけの体をしておいてあの体力もやしなのだから、なんとももったいない。

　そして本命（？）のニーソ。これもまたストッキングとは違う趣おもむきがある。

　手触りも違えば、ニーソ特有の絶対領域と呼ばれるスカートとの間に露出する太ももとの対比もまたいいものだ。

　そしてこの……

「ふぁっ……!?」

　ニーソの上端、柔肌との境界線に生地が食い込み、ぷにっと少しだけ盛り上がる太もも。これも不思議なエロさがある。

　そんなことを脳内で垂れ流しながら、なぜか赤い顔で口元を押さえている皐月の足から手を離す。

















「ど、どうでした……？」

　そうして俺おれが浮かしていた腰こしを元のソファーに下ろすと、皐さ月つきは上気した顔に僅わずかな期待をのせ、訊たずねてくる。

　まあ、なんだ……ニーソにはニーソなりの良さがあるとわかったけど、

「うん、ごめん。やっぱり黒ストの方がいいや。ってか鈴すず莉りがいい」

「そんなあっさり!?」

　おおお、とそれまでの艶つやっぽい顔はどこへやら、頭を抱えて呻うめく皐月。

「あれだけねっとりねぶるようにさわっていたのに……。皐月、恥ずかしいのを我が慢まんして勇気を出したのに……っ」

「あー……うん。だから、ごめん」

　まあ、恥ずかしかっただろうな。いくら兄とはいえ、男と女なんだし。

　とか考えていると、隣の鈴莉が満面の笑みで抱きついてきた。

「ちゃんと最後は戻ってきてくれるって信じてたよ、ひなくんっ」

「当たり前だろ。俺が鈴莉から離れるわけないっての」

「私も絶対、ひなくんから離れないよっ」

　宣せん誓せいのように手を上げて言い放った鈴莉は、その手を俺の背に回し、瞳を閉じる。

　先ほど怒られたばかりだが……横目で見れば、皐月は未いまだに俺をニーソ教に入信させられなかったのが悔くやしいようでうなだれっぱなしだ。

　だからそれをいいことに、ゆっくりと近づく鈴莉へ、俺も顔を近づける。

　互いの距離がゼロになり、熱を伝え合ってきっかり二秒。鈴莉が先を求めるように舌先で唇くちびるを割り開き──



　ピーンポーン



「……ねえ、ひなくん。私たち呪のろわれてたりしないよね？」

「こんなにかわいい鈴莉を彼女にできて一部からは呪われてそうだが、二人きりのときなら邪魔は入らないし、そういう意味では呪われてないと思うぞ」

「ん、それもそっか。それじゃあ続きは……」

「ああ、あとでたっぷり、な」

　挨あい拶さつのように軽くキスをかわし、ソファーから立ち上がる。

　そうしてその間も連打されていた音源──インターホンに近づいてテレビ画面を見やれば、そこに映っていたのは長身の美女。

「由ゆ枝えさん……？」

　しかしいつもの余裕がありそうな様子とは異なり、今日の彼女はどこか落ち着きがない。

　そのことに嫌な予感を覚えながらも小走りに玄関へ向かい、ドアを開く。

　すると由ゆ枝えさんは俺おれを押し込むようにして即そく座ざに家の中へと入り、無言でその手に持った封筒を押しつけてきた。

「これは？」

「いいから、読みなさい」

　その言葉の強さに押され、封筒から数枚の書類を取り出す。

　しかし、俺がそれを読み始めるのとほぼ同時、待ちきれないとばかりに由枝さんが口を開く。

「昨日の支部襲撃、犯人がわかったわ」

　それは書類に書かれているものと同じ内容。

「犯人の異能名は“〝実じつ態たいなき火ひ種だね”〟。対象物だけを燃やす異能者」

　早口に要点だけを抜き出した由枝さんの言葉は──

「その所属は──」

　──あってほしくはない可能性と面倒事を、明めい白はくに突きつけてきた。



「────東とう北ほくに拠点を置く異能者組織、《異い戦せん雪せつ原げん》よ」





















第四章　《異戦雪原》





　　　　◆　◆　◆　◆



「班長、昨日の事件に関する報告書をお持ちしました」

「……ん。あり、がと」

　夕方……というには遅すぎる時間。居住スペースとして貸していただいている《長おさ》の部屋とは別の場所、わたし専用の執しつ務む室しつに一人の班員が書類を持って入ってきた。

　おそらく外では夏の長い太陽すら沈んでしまっているだろうけど、二四時間体制で動いているここ、《御み園その》の本部は休むところを知らない。

　そして扱いとしては本部常駐職員ということになっているわたしにも、休むことなく報告書や連絡が飛び込んでくる。

　もともと異能系の部門はあまり仕事がないので、それに慣れきっている体はここのところの忙しさで疲れ気ぎ味み。でも、わたしの働きがひなた様のためになるのなら、と思うだけでいくらでも動くことができる。

「眠そうですが、大丈夫ですか。班長？」

「……起きた……ばかり、だから」

「す、すみません！　今度からは気をつけます！」

「……ん。いい、よ。大……丈夫」

　眠くてもだるくても、全てはひなた様のため。ひなた様のためならわたしはなんだってできる。

　それに、この忙しさは直じきに終わる。それもそう遠くないうちに。それがわかっているだけ、ずいぶんと気楽。

「……読んで、おくから……休んで、いいよ？」

　わたしはそんな心境もあるし、もともと遮さえぎる以外に能のないだめっこ。みんなが忙しそうに働いている間も相当まったりとさせてもらっている。

　でも、実際に《御園》の記録マスターデータと照らし合わせ、情報を精査している人たちはそうもいかない。彼や彼女たちの働き如何いかんでこれからの方針も変わってくれば、準備や作戦を立てる時間だって変わってくる。

　今もわたしに報告書を渡しに来た人は、疲労が色濃い。

　たぶん昨日から寝ていないのだろうし、丸一日情報とにらめっこして頭を働かせていれば、疲れてしまうのも当然。

　わたしなんて一度《御園》の記録を覗のぞかせてもらったときは、そのあまりの膨大さに気持ち悪くなって畏おそれ多おおくもひなた様におぶってもらったほどだ。

　正直、あれを扱える人たちはすごいと思う。

　だから『休んでいいよ』と言ったのだけど、報告書を届けてくれた班員は隈くまのある顔を横に振る。

「お言葉はありがたいのですが、急を要する内容のため、意見を求めるように《長おさ》の秘書から仰おおせつかっておりますので」

「……そう」

　ゆえさんの命令なら仕方ない。

　実質、ひなた様に次いで《御み園その》のナンバーツーだし。

「……？　ナンバーツー……は、すずり様、かな？」

「《長》の奥様でしたら、お二人とも二人で一つと常々公言されておりますし、二人でナンバーワンでよろしいのでは？」

「……だね」

　考えるだけ無む駄だなことだった。わたしが仕えるのはひなた様。そしてひなた様の奥様なら、すずり様も同様に。妹は……知らない。あんなツンツンした妹なんて認めてやらない。

「班長。報告書の方は……」

「……ごめ、ん。今……読む」

　そうだった。今はお仕事に集中しないと。

　渡された報告書はたった数枚。ただし、中身はびっしりと細かな文字が詰まっていて、一目で読む気をなくしそうになる。

　とはいえ読まないわけにもいかないので、この立場についてから身につけた速読で一気に読む。

「…………」

　そこに記されているのは昨日の支部襲撃事件の詳細と、《御園》の記録マスターデータなどから割り出したその最有力容疑者。

　そして“〝実じつ態たいなき火ひ種だね”〟というらしい容疑者の男の属している組織が、赤く太字まで使って強調して記されている。

　それに思わず笑みが浮かびそうになるが、必死に堪こらえる。

　こういうときは、無表情からなかなか動かない自分の顔がありがたい。どのような感情を秘めていようと、仮面のように覆おおい隠かくしてくれる。

「……ゆえさん、が意見を、だっけ？」

「はい。班長としての意見を、とのことです」

「…………」

　意見……意見。下へ手たなことは言えないから、なかなかに難しい。

　曖あい昧まいに、でも一つの意見として、ちょっとでもその方向に後押しできるように。

「……潰つぶせば……いいんじゃ、ない？」

「…………班長って、意外と過激ですよね」

「……そ、う？」

　首をひねる。

《御み園その》に──ひなた様に敵対したのだから、それくらいは当然。天罰だ。

「『潰つぶせばいい』、了解しました。秘書にお伝えします」

　しかしいくら過激でも、意見は意見。班員は小さく敬礼をすると、部屋を出て行く。

　残ったのは報告書と、わたしだけ。これでようやく気が抜ける。

　報告書に書かれていた内容は、そのほとんどがわたしにとっては予想通りのものだった。

　釣れた魚も予想通り、この程度ならひなた様がすぐにおさめてくれる。

　そう。だからここまでは全て──想定通り。

　計画は順調すぎるほどに順調。ここまでくれば、最後──ひなた様が活躍してくださるだけで、わたしの作戦は成功となる。

　そうすれば、きっとみんなひなた様を見直す。見直してくれる、はずだから。

　計画は順調。それはいいこと。

「……でも」

　小さく呟つぶやいて、ひんやりとした机にぺたりと突っ伏す。

　そのために、わたしはしてはいけないことをした。

　今回わたしがしたことは、ほんの小さなこと。ひなた様に仕える者として、大きな意味では裏切りとなってはいない。

　しかし、それが悪いことであるのは疑うたがいようのない事実。

　いくらひなた様を想おもってしたことだとしても、悪いことに変わりはない。

　そのことが、わたしの胸をちりちりと焼く。



　ごめんなさい、ひなた様……。──は、悪い子です。



　　　　◆　◆　◆　◆



「支部を襲撃した犯人の一人は、異能名“〝実じつ態たいなき火ひ種だね”〟。本名は……別にいいわね」

　ぽいっと詳細データが書かれている一枚を無む造ぞう作さに放ほうり投げる由ゆ枝えさん。

　彼女は俺おれがリビングに通すや否いなや、鞄かばんから俺に渡したものと同じ書類を取り出し、その詳細な説明を始めだした。

「問題なのは、こいつの所属。まだ《御園》内なら、それこそ身内だから気兼ねなくやれたんだけど……」

　ローテーブルに広げられた書類の中央、赤い太字で記されているのは、一つの組織名。

「《異い戦せん雪せつ原げん》、か」

　呟つぶやき、ため息を吐つく。

　玄関先で聞かされたときも頭が痛かったが、こうして落ち着いて聞かされるとそれもひとしおだ。

「えっと、《異戦雪原》ってなんです？　話の流れ的に《御み園その》以外の組織っぽいですが」

「その認識であってる。前に話しただろ？　《御園》以外に存在する、異能者の家系。異能者の組織。その一つが東とう北ほく、北ほく陸りくの雪国を拠点としている《異戦雪原》だ」

　お茶菓子と追加のお茶を運んできた皐さ月つきの質問へ簡潔に答える。

　ってかこいつ、まさかそのお茶菓子自分も食う気じゃないよな？　これ以上夕飯延のびるのは嫌だぞ？

　しかしどちらにせよこの話が終わらないと、夕飯なんて夢のまた夢。煮込み料理は冷ましてる間においしさが染みこむからいいけどさ……。

「まったく、厄やつ介かいなことこの上ないな……」

「ええ、そうね」

　二重の意味でもらした恨み言に由ゆ枝えさんは大きく頷うなずき、

「だから日向ひなた──」

「断る」

「まだなにも言ってないわよ！」

　だって、ねえ……。伊だ達てに《長おさ》を七年もやってるわけじゃありませんよ。その先の言葉くらい、簡単に予想がつく。

「《異戦雪原》との会談の場について来いっていうんだろ」

「ぐ……」

　眉まゆを寄せて呻うめく由枝さん。

　ほれ見たことか。図星だったんじゃねえか。

　ぐぬぬ、と唇くちびるを噛かむ由枝さんに半眼を向け、さらさらと極上の絹のように手の中からこぼれ落ちていく鈴すず莉りの髪をいじってささくれ立つ気持ちを落ち着ける。

「由枝さん、どうしてお兄ちゃんが必要なんです？」

　そんな微妙な空気の中、純粋に疑問だけを含んだ声は皐月の口から。

「日向は《長》よ。《御園》の最高権力者にして、最終決定権を持つ《長》。だから会談の場に来てくれると、それだけで相手への威い圧あつにもなるし、こちらは《長》の裁量で即そく座ざに判断を下せて、話し合いを有利に進めることができる」

「はあ、なるほど」

　皐月は本当に理解しているのかどうなのか怪しい、気のない相づちを打つ。

　そしていつの間にか手に持っていた、半分ほどまで歯形のついた大だい福ふくをお皿に置いて、俺おれに手のひらを向けてくる。

「では、どうしてお兄ちゃんは行きたくないんです？」

「……おまえ、前の学校で委員長だったりしなかったか」

「おや、よくご存じですね。中学からずっと、転校するまで委員長ですよ」

　やっぱりねー。やけに議事進行が板についてると思ったよ。真面目まじめな性格的に性に合っているのだろうが、本当に妙なところで有能なやつだ。

「第一というか、大前提として、《長おさ》は秘される存在だ」

　雑談を切り上げ、即席議長様の進行に従って俺も即断で断った理由を話す。

「これは《長》だけでなく、本家全体にいえる。だから本来《長》や本家が接する《御み園その》関係者というのは直属の部下や、本部の一部職員くらいしかいない」

　身内である《御園》内ですらこの程度。ならば他組織に対しては、

「他の組織や外部になんて、本家は──《長》は絶対に姿を見せない。だが、存在するというだけで絶対的な抑止力となる」

　他組織と《御園》、それらが共通して持つもの。それは──異能。

　所属する組織が変わろうとも異能の基礎となる制約は変わらず、故に“〝万能”〟を司つかさどるとされる《御園》の《長》はどの組織においても──敵対する組織においても畏い怖ふと畏い敬けいの念を持って接される。

「だから、《長》が表に出る必要はない。そもそも出たところで、メリットがない。デメリットだけだ」

　今の時代わざわざ《御園》の《長》を狙ねらおうなんて命知らずはいないが、歴史的に見れば組織のトップは狙われるのが常だ。それによって周りの人にまで被害が及ぶ可能性だって十分にある。

　表に出なくとも、想像や噂うわさだけで絶対の抑止力となりうる存在。ならばわざわざ表に出てその幻想を壊すこともあるまい。

　そこまで話して、皐さ月つきも俺の考えを理解したのだろう、何度も頷うなずく。

「お姉ちゃんを、守るためですか」

「ま、それが最大の要因だな」

　俺にもっとも近しいのは、幼い頃からこれまでもずっと一緒で、今や恋人となった鈴すず莉り。

　ならば、もしなにかがあった際、俺への取引材料として、交渉の条件として、鈴莉が利用されないとも限らない。

　そんな最悪の『もしも』を常に考えてしまうこの性格上、どうしても自みずから危険を呼び込むような真ま似ねはできなくなる。俺の第一は常に、鈴莉であるがために。

　だけど、なあ……。

　心中で呟つぶやいて見やるのは、自分のことでもないのに顎あごに手を当てて真剣に考え込んでいる皐さ月つき。

　本音では、さっきも言ったように表舞台へ出たくない。それは鈴すず莉りを第一に考える俺おれにとって、なにも間ま違ちがったことではない。

　しかし、これはまたとない機会でもある。

　滅めつ多たに起こらない異能による昨日の騒ぎ、それだけでも十分希け有うだが、組織間の話し合いとなれば、もはや数十年単位でしか起こらないイベントだ。

「お兄ちゃん？　皐月のことじっと見てどうしたんです？」

「そんなに食べて贅ぜい肉にく大丈夫かなあ、と」

「っ!?」

　となれば、安全性の確保をどうするかが問題となる。

　鈴莉はもちろんのこと、皐月も今や家族の一員。皐月だけを由ゆ枝えさんや詞ふみ香かに預けるというのは、いくら彼女たちを信頼しているとはいえ、その間俺が落ち着かない。

　だったらついて行くしかないのだが……

「……よし、決めた」

「なに？」

　俺が手を打つと、ぶっきらぼうな口調ながら由枝さんが期待を隠かくしもせず身を乗り出してくる。

「そんなにがっついて……どんだけ俺に来てほしいんだよ。便利だからというだけじゃなくて、本心では怖こわかったり寂しかったりするのか？」

「そ、そんなわけないじゃない！　あんたがいる方がスムーズに進むから。ただそれだけよ！」

　瞬間的に頬ほおを引きつらせながら、由枝さんがローテーブルをぶっ叩たたく。

　危ねえ、皐月がさっさと避難させてなかったらお茶もお菓子も飛び散ってたぞ。

「なにを決めたんです？」

　戻しては危険だと判断したのか、自分の横に新しいテーブルを創ってお菓子やら湯飲みやらを遠ざけた皐月が、頬を引きつらせて固まった由枝さんに代わって口を開く。

「ああ、本当は行きたくないけど……渋々、やむを得ず、いやいや、心ならずも、不本意ながら、ついて行ってやろう、とな」

「何様だって言いたくなる発言ですね……」

「《長おさ》様ですが？」

「はいはい、偉い偉い。お兄ちゃんはすごいですねー」

　くっ、皐月め。なんだその呆あきれた視線は。ひらひら鬱うつ陶とうしそうに手まで振りやがって。

　こいつもうほんとに容よう赦しやがなくなってきたな。一番最初の遠えん慮りよがちな皐月はどこへ行ったのか……。

　時の流れを悲しみながら、小さくガッツポーズなんて決めている由ゆ枝えさんに指を振る。

「ただし、条件がある。一つは皐さ月つき同どう伴はん」

「皐月もですか!?　まさかすげなくあつかった仕返しですか!?」

　そんなわけないだろ……。どれだけ器が小さいんだ俺おれは。

「お姉ちゃん関連ならノミの茶ちや碗わんよりも小さい器のくせに……」

「それとこれとは別問題」

　まだ恨み言を言いたそうな皐月を手で制し、二本目の指を立てる。

「二つ目。表に出たくないのも、目立ちたくないのも変わってない。だから、俺は《長おさ》ではなく一異能者として同行する」

　それが示すのは、すなわち、

「なにかあっても、俺に《長》として意見を求めたり決断を迫ったりと利用するな。俺は隅っこで鈴すず莉りたちとひっそり見守っていてやるから」

「あんたそれじゃあ来る意味ないじゃない……」

「だけど心強くはあるだろ？　俺はともかく、皐月の火力は決裂したとき頼りになる」

「皐月、武器扱いですか!?」

「言葉の綾あやだよ。言葉の」

　まあまあ、とツインテールを逆立てて叫ぶ皐月をなだめて席に座らせる。

　その間も呆あきれたような顔をしていた由枝さんは、しかし俺の目配せを受けて未いまだ二本尻尾しつぽを逆立たせている皐月を見やってため息を吐つく。

「そういうこと……。あんたって本当に家族にはとことん優しいわよね、どんなわがままでも聞いてあげて」

「全部ってわけじゃないさ」

　全てにおいて鈴莉が優先されるのだから、全てを叶かなえてやることはできない。しかし、俺の力である程度どうにかなるのなら、それはできる限り叶えてやりたい。

　由枝さんは俺の返答に肩をすくめると、大きく頭を下げる。

「了解しました。お言葉のままに、《長》」



　　　　◇　◇　◇　◇



　と、いうわけで早速翌日、土曜日の夕方。

　午前中を使って職員が調べてくれた《異い戦せん雪せつ原げん》四国支部へ、由枝さん他数名で訪れたのだが……

「近いな、おい！」

　その《異戦雪原》四国支部は襲撃された《御み園その》の支部から数キロ離れただけの、ごく近所にあった。町名的には隣の町。

「これさあ、なにかの間ま違ちがいだったんじゃない？　こんな近所でドンパチするか？　普通」

「さあねえ……」

　さすがの由ゆ枝えさんもこの結果には驚きを隠かくせないようで、苦笑いだ。

　しかもその支部が、

「ふぇ？　ひなくん、お仕事じゃなかったの？　お買い物？」

　そう。お買い物のできる場所──スーパーマーケット。

　正確にはその横に併へい設せつされた事務所なのだが、あまり大差ないだろう。どう考えてもこのスーパーを経営してるっぽいし。

「支部の活動資金は現地調達……ということでしょうか？」

「《異い戦せん雪せつ原げん》、なんともシビアな組織だな……」

　《御み園その》も支部を会社ビルや店舗に偽装しているが、さすがに活動資金は《御園》の方から援助している。

「すみませーん」

　とか考えている間に、由枝さんがその事務所のドアを叩たたき、声を上げていた。

「────なに？」

　待つこと数秒。出てきたのは気だるそうな表情をした一人の女性。

　濃い茶髪は短めのポニーテールにまとめられ、つり目気ぎ味みの瞳と相まってきつそうな印象だ。

　彼女の服装はＴシャツにジーンズ……の上からエプロンを羽織った姿。どこからどう見ても、休憩中のスーパーの店員さんにしか見えない。雑な服装だがなかなかに美形で、スタイルもかなり良さそうだ。俺おれ的には身長が高すぎるのでノーサンキューですが。

　しかしその女性──俺と同年代か少し上っぽい見た目の店員は、手前に立つ由枝さん、少し離れたところに立つ俺と鈴すず莉り、皐さ月つき、その周囲を守るように立つ黒服姿の処理班イレース、といった面々を見るや否いなや、その表情を厳しくしてきた。

「地上げ？」

「違うわよ！」

　あー……たしかに、そう見えても仕方あるまい。とくに黒服が。さながら俺は手柄を立てに来た若頭だろうか。逆に目立ってしまったかもしれない。

　思わずつっこんだ由枝さんは一度咳せき払ばらいをすると、気を取り直すように彼らの名前を口にする。

「《異戦雪原》、四国支部ね？」

「──なるほど、そういうこと」

　女性はそれだけで俺たちの所属を悟さとったらしく、口元を皮肉気に歪ゆがめる。

「天下の《御み園その》様がなんのご用？　アタシたちはあんたらと違ちがって生きるために必死なんだから、営業時間中に邪魔しないでほしいんだけど」

　わー、嫌みたっぷり。

　しかも女性の声が聞えたのだろう、奥からわらわらと数人の男女が顔を出してきた。それらは全て彼女より年上で、しかし呼びかけは、

「────隊長」

「問題ない。アタシで対処してるから。あなたたちは伝票整理を続けて。四半期決算の書類、作り終わったの？」

　後ろ手に部下を追い払った女性──隊長さんは、軽くため息を吐つき、

「《異い戦せん雪せつ原げん》第八戦化部隊、部隊長の伊い瀬せ深み雪ゆき」

「ご丁てい寧ねいにどうも。御園由ゆ枝えよ」

　お互いに名乗りながらも、握手は交わさないし、交わそうとするそぶりもない。

　ま、こんなもんでしょう。いくら不可侵協定を結んでいようとも、それぞれにプライドや方針がいろいろとあるのだ。

　故に友好協定ではなく、不可侵。互いになにを思おうが、互いにかかわらない。そのための協定。

「忙しいところ悪いのだけど、少し話を聞かせてくれるかしら？」

「おあいにく様。忙しいから帰ってもらえる？」

　そういう組織間の微妙な機微は、秘書として多方面から触れている由枝さんの方が──下へ手たをすると俺おれよりも──わかっているだろうから、任せておけばいい。秘書という役職名ながら、実質的に《長俺》の代理人である彼女の業務には《長おさ》に代わって、幹部や外部の人と話し合うというものも含まれているのだから。

　もともと俺の目的は由枝さんを見守ることと──皐さ月つきに、実地で勉強させること。組織間の話し合いなんて珍しいから、後学のためにもいい勉強になる。

「少しだけでいいのよ。あなたたちのところにいる“〝実じつ態たいなき火ひ種だね”〟に話を聞かせてもらえれば」

「あいつは今、調理場で唐揚げを揚げてる最中。仕事中に会わせられるわけないでしょ」

　しかし……暇ひまだ。雨が降っていないのは幸いだが、空は曇どん天てんでおもしろみがなく、だからといって読書をしたりケータイをいじったりすることもできない。さっさと終わるかと思っていたが、これはちょっと誤算。

　それは隣の鈴すず莉りもだったのか、俺の腕うでにしがみついて大人しくしているように見えて……その手はそっと俺の指へとのばされている。

　だからのばされた鈴莉の指を絡め取り、恋人つなぎに。そのまま強弱をつけて握りしめあい、絡められた腕とともに鈴莉の柔らかな感触を味わう。

「そう言わずに、ね？　あたしたちも遊びに来てるわけじゃないから、そう簡単に帰るわけにはいかないのよ」

「こっちには関係のない事情。それよりも、今日の売り上げの方がよっぽど大事」

　でもやっぱり手や腕うでだけじゃなくて、全身ぎゅっと抱きしめたいなあ。シリアスで真面目まじめなところにいるとつくづくそう思う。

　つっても、今週は夜よ更ふかししすぎているし、今日も夜更かししてしまうと……ううむ。

「ちょっと話を聞きたいだけだってば。昨日起きた襲撃事件について、とか」

「自分たちのところの不ふ始し末まつくらい、他よ所そへ責任なすりつけずに、自分たちで解決したらどう？　大規模造反を出した、《御み園その》様？」

　それにしても長くなりそうだ……まだ本題にすら入っていないってのに、のらりくらりと嫌み全開で。これが押し問答というやつだろうか。

　湿しつ気けで暑いし、こんなんじゃ皐さ月つきにとっても勉強になりづらいし、長引けば長引くほどイチャつく時間も減るし、さっさと終わってほしい。

　ん……暑い？　汗をかく？　お風呂？　いつも通り一緒に入る……？

　そうか！　今日は風呂場でイチャつけばいいのか！　あわあわとかいいかもしれない！

「造反の件はとっくに片付いたわよ。膿うみは定期的に排出しないといけないから。で、ここまでして“〝実じつ態たいなき火ひ種だね”〟に会わせないってことは、あんたたち全員が襲撃にかかわってるって判断していいのかしら？」

















「短絡思考ね……。常識的に考えて、営業時間中に突然来て『会わせろ』という方が無む茶ちや」

　この暑さだし、家に帰ったらご飯の前にお風呂へ入ってもいいだろう。あ、でも時間がずいぶんと。あんまり遅く食事するのも体に悪いし……。

「無茶は承知の上よ。それでも、こっちは被害が出ている以上、追及しないといけないの」

「アタシも仕事があるから、もう帰って。《御み園その》みたいにそっち異能関連だけにかまけておけばいいってわけじゃない」

「あたしたちだってこういうことだけしてたらいいわけじゃないわ。それじゃあ、営業時間後ならいいの？　そのときには話を聞かせてもらえる？」

「襲撃した、と決めつけてくる相手に、わざわざ部下を会わせるとでも？」

　………………というか……さ。さすがに前に進まなさすぎでしょう……。

「なんて横おう暴ぼう。これだから力があると勘かん違ちがいしてる組織は」

「あなたねえ……っ。証拠は挙がってるのよ。こちらの調査では襲撃犯として一番怪しいのは“〝実じつ態たいなき火ひ種だね”〟。かばうってことは、彼だけでなくあなたたち第八戦化部隊がやったと思っても仕方ないわよね？」

「さて、どうでしょう？　それだけなら、もう帰ってくれない？　忙しいから」

　とりつく島もない、とはこのことだろう。のらりくらりとはぐらかして、質問には答えず。たしかに友好的とは言いがたい組織間の非公式会談としては間違っていない。それが自分たちに嫌疑をかけに来ているなら、なおさら。

　だが、

「こっちもそう簡単に帰るわけにはいかないって、さっき言ったわよね？」

　これまではある程度下した手てに出ていた由ゆ枝えさんの声へ、剣けん呑のんな響きが混じり始める。

　そう。人的被害こそ出ていないものの、物的被害は出ている。あんな末端にはたいした情報があるはずもないが、万に一つの確率で《御園》の内部情報だって、見られたかもしれない。

　そしてこれはただ一異能者が暴走したというだけの問題ではない。それぞれが別の組織である以上、一歩間違えれば組織間の戦争になってもおかしくない、まさに火種ともいえる事件なのだ。

　だから、と不退転の構えで追及する由枝さんに、伊い瀬せ深み雪ゆきは彼女を──否いな、その後ろに立つ俺おれたちを含め全員を値ね踏ぶみするように見ていき、ある一点で目をとめた。

「そこの男の子」

「うん？」

　俺？　と自分を指さす。このメンバーでそう呼ばれる可能性があるのは、俺だけだ。

「そう。そこのずっと彼女とイチャイチャしてた、空気読んでないバカ」

「え、そんなにイチャイチャしてるように見えた？　照れるな」

「あはっ。それって知らない人から見ても、私たちしっかり恋人同士に見えてるってことだよね♪」

「あんたたちマジで空気読みなさい！」

「「はーい」」

　怒られてしまった。由ゆ枝えさんってばお堅い。

　しかしまあ、振ってきたのは向こう。

「俺おれがどうした？」

「アタシと戦ってあんたが勝ったら、質問に答えてあげてもいい」

　……ほう。

　由枝さんの相手が面倒くさくなったのか、ため息交じりにそんなことを言った伊い瀬せ深み雪ゆきだったが、驚いたのは俺たちだけでなく──彼女の部下たちも。

「た、隊長っ。ちょっとこちらへ！」

「なによ」

　慌てた様子の部下に奥へ引っ張られる伊瀬深雪。その部下らしき人たちは彼女を取り囲むや、口々にまくし立て始める。しかしそれらは要約すればただ一言で。

「なに勝手なこと言ってるんですか！」

「……はあ。考えてもみて。あの鬱うつ陶とうしいおばさんの話を聞き続けるより、さっさと妥だ協きよう案を提示してやった方がいい」

「…………おば、さん……？」

　あ、さらっと地じ雷らい踏んだ。

「他組織との交渉の場に来ているなら、あの男の子もそこそこの地位にあるはず。でも、あの中ならあれが一番弱そう。女性陣を相手にして後で難なん癖くせつけられても困る」

　ピキッと俺の周囲《御み園その》関係者が一斉に空気を硬くするが、俺は気づかないふりをしてスルー。ええ、弱そうとか言われても気にしませんよ。実際弱いですし、ええ……！

　さらに、と伊瀬深雪は、言葉を続ける。

「こうしたら部隊に損害がでづらく、もし断ってきたらそれを口実につけ込む隙すきができる」

　ほほう。なかなかにしっかり考えていらっしゃる。さすが若いのに部隊長、といったところだろうか。

　そうなれば、この内緒話なのに聞こえている、というのもなにかの意味があるのかもしれない。プレッシャーをかけるためかただの嫌みか、はたまた抜けているだけか。

　なんにせよ、

「いいね。わかりやすくていい。やってやろうじゃないか」

「日向ひなた!?」

「お、お兄ちゃん!?」

　詳細も聞かず、あっさり勝負を受けた俺おれに慎重派の由ゆ枝えさんと皐さ月つきが叫びを上げる。だが、それら全てをスルー。

「おまえと俺が戦って、俺が勝ったら、質問に答える。それで相そう違いないな？」

「ええ。口約束レベルだけど、これでいい？」

「問題ない。この会話ははじめから録音済みだ」

「用意のいいこと」

　呆あきれたように息を吐いた伊い瀬せ深み雪ゆきは、「それじゃあ」と腕うでを組み、

「いくつか決めるわ。この条件がのまれなければ、この話はなかったことに」

　なんとも傲ごう慢まんな物言いだ。しかしこの場では向こうが譲歩した形になっている。こちらはのむしかあるまい。

「言ってみろ」

「一つ、場所はあとでこっちから連絡する。時間は明日の正午」

　王道だ。地の利、時の利。どちらも自みずからにとって優位なものを。

「二つ、戦せん闘とうにおいては、なにをどう使おうともかまわない」

　これは、取りようにもよるが俺にとっては、むしろありがたい条件といえるだろう。

「三つ、意識を失うか、降参を申し出るかで敗北」

　そこまで言った伊瀬深雪は、黒服に守られて立つ俺を見て嘲あざけるような笑みを浮かべる。

「ルールを決めた模擬戦みたいなもの。これなら、たくさんの大人に守られた坊やにも、安全でしょう？」

「そうだな。なんて安全な親切設計だ。自己保身に抜かりがなくて、涙が出そうだよ」

「ふふふ……」

「くくく……」

「──────あの、どっちも悪役にしか見えないんですが」

「──────うん。本質的にはひなくんも、悪役に分類されちゃうと思うよ」

「──────やっぱりですか……」

　そんな俺の両りよう脇わきでボソボソと交わされる会話を聞き流して、最後の確認を行う。

「それ以外の条件は？」

「なし。これは、あヽんヽたヽとヽアヽタヽシヽのヽ戦ヽいヽ、それだけよ」

　なるほど。条件はこれだけ。

　ちらりと視線を向ければ、由枝さんは『任せる』という風に視線を送ってきており、隣の皐月は、どんどん話を進めていく俺にイライラとした視線を向けてきている。

　ちなみに腕に抱きつきっぱなしの鈴すず莉りはアイコンタクト曰いわく、

『今日のお夕飯な～に？』

『あゆの塩焼きとインゲンのごま和あえ……の予定』

　と送り返してから、伊い瀬せ深み雪ゆきへ向き直る。

「了承した。この戦い──模擬戦か？　受けて立とうじゃないか」

「そう。せいぜい楽しませてちょうだい」

　言うなり、さっさと踵きびすを返して事務室へと戻っていく伊瀬深雪。

　そのドアが閉まる直前、彼女が部下たちへ言い聞かせるように、

「──これでアタシたちが勝ったら、それは大きな一歩。もう、《御み園その》の天下じゃない」

　そう呟つぶやくのが、かすかに聞えてきた。



　　　　◇　◇　◇　◇



「お兄ちゃんはアホですか!?」

　などと、とんでもなく失礼なことを皐さ月つきが叫んだのは、《異い戦せん雪せつ原げん》第八戦化部隊との話し合いが終わった、約一時間後のことだった。

「アホとはひどいな。いくら俺おれでも傷つくぞ」

「じゃあ考えなしです！　後先考えないドアホウです!!」

「よりひどくなったな……」

　あのあと、さすがに話し合いが必要だということで由ゆ枝えさんの車に揺られて本部へ到着してからずっと、俺はこうして皐月に詰なじられ続けている。

「ま、まあまあ、皐月ちゃん。そろそろ落ち着こうよ。ね？」

「これが落ち着いていられますか！　なんでわざわざ危険な方向にアクセル全開で突っ込んでいくんです！」

「………………」

「ほいほいと口車に乗って、二人きりで戦うなんて！　それじゃあ皐月や由枝さんが助すけ太だ刀ちすることもできないじゃないですか！」

　俺の隣に座った困り顔の鈴すず莉りが止めても、ソファーの端っこに行儀よく座った詞ふみ香かがその感情を宿さぬ瞳で見つめても、皐月のお小言はとまるところを知らず、言葉のナイフでザクザク刺してくる。

「このバカ兄は頭の中になにが詰まってるんです!?　あんな素人の皐月にだってわかる不利な条件で受けるなんて、どうかしてますよ！」

「いや、ごもっとも」

「だいたいお姉ちゃんを守るために目立ちたくない、というのはどこにいったんです！　目立つどころか、主役！　主役になっちゃってるじゃないですか！」

「はい、すみません。仰おつしやる通りです」

　ただ、

「言い訳してもいいでしょうか」

「発言を許可します、アホ兄」

　びしっと前回の作戦会議で気に入ったのか、指示棒を突きつけてくる皐さ月つき。

　その先端をやんわり逸そらしながら、口を開く。

「そうは言うがな？　こっちにもいろいろと事情ってものがあったんだよ。ほら、護衛に連れてきた処理班イレースの人とか俺おれが《長おさ》だって知ってるし」

「それとお兄ちゃんがアホな決断をしたことに、どういう関係があるんです」

「まず、《御み園その》の名があるから引くことはそう簡単にできない。次に相手は《長》と知らなくても、俺が指名された以上、《長》と知っている仲間の前で引くこともできない。まあ、面子めんつとかそういうもんだよ」

　俺がそう締めると、皐月は何度かふむふむと頷うなずき、

「だからって負け戦に挑んで負けたら、面子丸つぶれじゃないですか！　もう、お兄ちゃんはどうしてそう無む茶ちやなことばっかり……」

　消え入るように言い、眉まゆ尻じりを下げてしまう。

　だからそれを今から考えるんだよ、と言ってやりたいが、先ほどからくり返される皐月のお説教は全て正しく、なおかつその根底に俺を心配しているという感情があると、言葉の端々から伝わってくるから反論もしづらい。

　今だって俺に説教を喰くらわせながら、その怒っている本人が一番泣きそうな顔をしてしまっている。

　そんな顔と、皐月の境遇や一ひと月つきほど前に打ち明けてくれた気持ちを考えると、怒られているのに逆に嬉うれしくもなってしまうから困りものだ。

　しかし、それはわかった上で怒られている本人だから我が慢まんできることで、端はたから聞いている人にとっては我慢ができなかったようだ。

「……うる、さい」

「あうっ!?」

　ソファーの隅に座っていた詞ふみ香かの投げたクッションが、皐月の顔にクリーンヒット。

　しかもそれだけでは気が済まないようで、詞香はわざわざ立ち上がって皐月の顔にクッションをぎゅうぎゅう押しつけ出す。

「……黙って、聞いていれば……ひなた様に、なんて暴言、を……！」

「く、くるしっ……むしろ痛い！　痛いですよぅ、詞香ちゃん……！」

「……だいたい、なんて……言葉遣い、を。尊敬語を、使え。ですます、ではなく……尊敬語を……！」

「きょ、兄妹でそんな堅苦しい関係は嫌ですよぉ……痛い痛い！　ファスナーあたってます！」

　仲いいなー、あいつら。

「ってか詞ふみ香かも砕けた喋しやべり方でいいんだぞ？　今の堅苦しいのも幼い見た目とギャップがあっていいけど、どっちかっていうと子供っぽい喋り方の方が俺おれは好きだし」

「ああ、お兄ちゃんロリコンですもんね」

「……口を、慎つつしめと……！」

「む、無理ですよぅ！　そんなに大きいの入りません……っ！　詞香ちゃん押し込まないでぇ……」

　台詞だけ聞いているとエロい光景しか思い浮かばないのは、俺が汚れているからだろうか。実際は皐さ月つきの口を塞ふさごうと、詞香がクッションを押し込んでいるだけなのだが。

　迫り来るクッションに必死で抵抗する皐月と、無表情のままぐいぐい押しつける詞香。

　内容はアレだけど、皐月が来ると詞香のテンションが高くなって、見ていておもしろい。このまま普段から感情をもっと出してくれるといいのだけど。

「いや、でもそうなると無表情っ娘こ枠わくが消えるか」

「日向ひなたもバカなこと言ってないで止めなさいな」

「なら由ゆ枝えさんが止めれば？」

　それまで黙ってミルクマシマシコーヒーを飲んでいた由枝さんに『どうぞ』と手を向ける。

　すると由枝さんはじゃれあう二人へ半眼を向け、頭痛がするかのように難しい顔でこめかみをコツコツと指で叩たたき、

「ここって、人体急所の一つなのよね。…………試してみる？」

「騒がしくしてすみませんでした！」

「……ごめん、なさい……！」

　瞬間でもみ合っていた二人が離れ、迷いなく床に土下座した。

　その余波は俺の膝ひざに座っていた鈴すず莉りにも波は及きゆうして、ぎゅっと幼子が親を頼るように俺の服を握りしめて胸元に顔を埋めてくる。

「由枝お姉さん、怖こわい……」

「え、ちょっと。鈴莉ちゃんには凄すごんでないじゃない！」

「怖い……」

「由枝さん、解かい雇こされたい？」

「解雇って……《長おさ》の秘書なんて機密知りまくりの立場が解雇されたら、そのあとどうなるかわかったものじゃないわよ!?」

「うん、最悪地下牢だな。異能使えないように水分はブラックコーヒーだけ。たしか由枝さんが『ただの水』って思えないと、異能を適用できなかったよな？」

「鈴すず莉りちゃん、怖こわがらせてごめんなさい！」

　結局三人が土下座するという、なんともシュールな部屋ができあがってしまったのでした。



「で、仕切り直し、と」

　怖がる鈴莉をなだめ終え、土下座組もソファーに座り直したところで、本日の議題。

「……の前に、ちょっといいですか？」

「なんだ皐さ月つき。また詞ふみ香かに大きいの突っこまれるぞ」

「くっ、セクハラに聞こえてしまうのが悔くやしい……っ」

　ああ、やっぱり俺おれたち兄妹、二人とも汚れてるんだ。詞香は皐月の反応に不思議そうにしているし。これが無む垢くってやつか……。

　鈴莉は……うん、言わずもがな。なにを想像したのか、膝ひざの上でいやんいやんとくねくねしながら俺の胸元にのの字を書いている。

「もう、ひなくんったら……♪　思い出しちゃったじゃない……♪」

「待て。それ以上は口にするなよ。また話が進まなくなる」

　はっきり言って、俺はお腹なかがかなりすいているんだ。さっさと作戦会議を終わらせて夕飯にしたい。

「じゃあひなくんが口を塞ふさいでほしいな～」

「ったく……甘えんぼうめ」

　さっと視線で周りに断りを入れてから、僅わずかに突き出された唇くちびるを軽くついばむ。

「これで、な？」

「うんっ！　邪魔しないように黙ってます！」

　鈴莉は嬉うれしそうに弾んだ声で応えると、横座りになって俺の胸へ顔をすりつけだす。

　なるほど。黙ってはいるけどその間もくっつきます、と。そのしたたかさもかわいい！

「あのー……そろそろ発言いいです？」

「ああ、悪い。なんだ？」

　俺と鈴莉の話が終わったのを見て、おずおずと手を上げた皐月を促うながす。

「まあ、これからそれを話し合うのだとは思いますが……ぶっちゃけお兄ちゃん、勝算あってあの勝負受けたんですか？」

「うん？」

　なんだ。意外とまともな質問じゃないか。てっきり、

『今晩は本部の食堂でご飯ですか？』

　とかかと思ってた。

「お兄ちゃん、そんなに皐月をハラペコキャラにしたいんですか？」

「むしろ読心キャラだよ！」

　おお、怖こわい怖い。

「で、勝算だったか？」

「ですです。あっさり受けたじゃないですか」

「それはあたしも気になってたわね。日向ひなた、どうなの？」

　皐さ月つきに加え、その隣に座った由ゆ枝えさんも厳しい目で俺おれを睨にらんでくる。

　あれは『バカなこと言ったら殴る』という目だ。こっちも恐ろしい。

「手段を選ばなきゃ、勝算なんてものは無限にあるよ」

　だからというわけでもないが、まともに答える。

「作戦会議にも繋つながるし、ルールを確認しておこう。はい、皐月」

「はい!?　え、えっと……場所と時間は向こうが指定。なにを使ってもよくて、意識を失うか降参することで決着。ですよね？」

「正解。それであってるわ。改めて聞くと穴だらけね、これ」

　そう。穴だらけのルール。

「つまり大げさな話、俺が戦車に乗って会場へ乗り込もうが、大量の武器を持ち込もうが、なんだってありってことだ」

「え、《御み園その》って戦車まで保有してるんですか？」

「今はないわね。戦時中は自家用車並みにあったらしいけど、今じゃ火器は規制が厳しくって、面倒なのよ。日本って平和よねー」

「昔はたくさんって……。《御園》怖い……！」

　皐月は自分で食いついておいて怯おびえているが、戦車なんて使うこともなければ、維持費もかなりかかる鉄の塊だ。正直なところ処理班イレース一人より弱いし。

「まあ、戦車ってのはもののたとえだ。つまり、それだけ手段を選ばなければ勝算はある。質問の回答は、これでいいか？」

「え、ええ……なんだかはぐらかされたような気がしなくもないですが」

「……ひなた様の、お言葉を疑うたがう、とは……いい度胸」

「戦車より暗い目で笑う詞ふみ香かちゃんの方が怖いですよぉ……。お兄ちゃんに心しん酔すいしすぎですよぉ……。なんなんですか。ダークサイドお姉ちゃんに続いて、またヤンデレ枠わくなんですかぁ……？」

　うんまあ、それは俺もちょっと心配に思ってる。ヤンデレっ子も好きだけど。

　ともあれ、

「場所も時間も、おそらく伊い瀬せ深み雪ゆきにとって有利なものを、直前に知らせてくるだろう。受けられないなら、この話はなかったということで、と言い張ってな」

　さて、ならどうするか。ようやく入れたが、これが本題だ。

「ええと……前みたいに剣持って無む双そうします？　よっぽどの達人でもないかぎり、お兄ちゃんそれで勝てるでしょう？」

「それは駄目ね。そもそも、相手の用意したフィールドに行くこと自体が間ま違ちがいよ」

「はい？」

「相手の立場になって考えてみろ。自分のホームに敵が来るとわかっていたら……皐さ月つき、おまえはなにをする」

「それはもちろん……罠わな、ですかね。──あ、そういうことですか」

　さすがに気づいたようで「なるほどー」と頷うなずく皐月。

「伊い瀬せ深み雪ゆきの異能にもよるが、ある程度開けた場所を選んでくるだろうな。自分を囮おとりに、そう簡単に罠の圏けん内ないから逃れられないように」

「端からただ砲ほう丸がんなんかをぶん投げただけじゃあ、きっと届かないような距離を選ぶはずよね。それくらいなら簡単に逃げられてしまうもの」

　となればグラウンドのような場所か、広い公園か。川に逃げられる可能性を考えれば、河原はないだろう。

「では、時間もですか？」

「だな。古典的だが、太陽を背に、とか。影を移動できる異能なら、影がたくさんできる時間を選んだり」

「他にも夜を選んで、向こうはそれに対応した異能というのもあるわね。ステルス系の異能なら夜だと完全に視認できなくなったりするから」

「つっても、今回は正午と先に言ってるから、ある程度可能性を潰つぶすことはできる。まあ、それでも多いんだけどな」

「ふわー……さすがにお二人とも、専門家ですね。皐月、知識のなさを見せつけられてちょっとしょんぼりです」

　感心してくれたようでなにより。これからお兄様がしっかり教えていってやろう。

　しかしこう並べ立てたところで肝かん心じんの作戦自体は、一歩も前に進んでいない。

「むむう……やっぱり最初に不利な条件をのんだ時点で負けなのでは？」

「あたしたちが手伝うこともできないしねえ……」

「ですねえ。皐月が手伝えれば、遠くから鉄てつ塊かい落として終了なんですが」

「あたしだってそうよ。遠くから水すい球きゆう飛ばして、はい、お終しまい」

「む、皐月の方が楽に片付きますよ。上空に創るだけですし」

「でもよけられたとき、追尾できないじゃない。その点あたしなら飛ばした後に動かすこともできるわ」

　とかなんとか言い合っていた二人だったが、

「やめましょう。言ってても仕方のないことです……」

「そうね。張り合うだけむなしくなってきたわ……」

　同時にため息を吐つき、肩を落とす。

　まったく本当に、どうしたものか。

　罠わながあるために近づけず、時間すらも伊い瀬せ深み雪ゆきに味方する。これを使い勝手の悪い異能を持った俺おれが一人で……

「…………一人、で？」

「お兄ちゃん？」

　待て。俺はなにか思い違ちがいをしてないか？

　よく思い出せ。伊瀬深雪はなんと言っていた。

「────『あんたとアタシの戦い』」

　あんたと、アタシ……。

　なる、ほど……。そういう、ことか……っ。

　こんな簡単なロジックにはまるなんて。常識と日本語のニュアンス、文脈の流れから錯覚させられるとは。

　いいだろう、伊瀬深雪。常識を盾たてに俺たちの認識を欺あざむいたのなら、俺も常識に囚とらわれない。解決策は、幸か不幸かおまえの戦術から思いついた。

「ひなくん、楽しそう。いい考えでも浮かんだ？」

　俺の内心の変化を感じたのだろう、鈴すず莉りが微笑ほほえんで俺の頬ほおをなぞってくる。

「ああ、常識に囚われちゃいけなかったんだよ」

　まったく、常日頃卑ひ怯きよう上等で動いている割に、今回はだまされた。伊瀬深雪、なかなかにおもしろいやつだ。

　そんな感かん慨がいを覚えながら、俺はその作戦を口にする。

　しかし、その作戦には、最後のピースが足りていない。

　俺が思いついたのはあくまで手ヽ段ヽ。それを実現するための物ヽがない。

　それは今の《御み園その》にはなく、急に取り寄せることもできない代物。代替品はあれども、それでは確実とはいえない物。

　しかし、

「あは、それなら、皐さ月つきちゃんの出番だね」

「ほんと、お兄ちゃんは運がいいですねえ……。それとも、皐月の頭の中が読めるんですか？」

　それが物であるならば、俺たちにはその専門家エキスパートがいる。

「早速お手伝いができそうでなによりです。いくら皐月が“〝万物創造オムニア・クリアート”〟でも、これは形がなかなかわからなくて、創るのに苦労したんですからね？」

　いたずらっぽく皐月が片目を瞑つぶりながら、手のひらを下にして虚空へ手をかざす。

　皐さ月つきが記憶を辿たどるように、脳内に広げられた設計図を読み込むように遠い目をしたのも一瞬、瞬まばたき一つの時間も必要とせず、彼女のかざした手の下へ重々しい音を立てながら、最後のピースたるそれは創り出された。

　これで手段も、物もそろった。

　さあ、伊い瀬せ深み雪ゆき──決闘を、始めようか。





















第五章　“〝万物創造”〟





「ここまで来て言うのもなんですが……本当にこんなことしていいんですか？」

「今更も今更だな」

　作戦会議の翌日、指定された時刻まで一五分ほどを残して、俺おれたちは鉄製の無ぶ骨こつな階かい段だんを上っていた。

「説明しただろ？　なにも問題はない」

「聞きましたけど……。まったく、お兄ちゃんは本当に──」

「とう、ちゃ～く！」

　本当に、なんなのか。その先が気になるところではあるが、一列になって階段を上る俺たちの先頭、詞ふみ香かが重そうな扉を開いたことでその言葉は途切れてしまう。

　扉を押さえる詞香に続き、ぴょこんと飛び跳はねるようにして鈴すず莉りが扉から外に飛び出し、それに俺と皐さ月つきも続く。

　出た先は視界を遮さえぎるものがなにもない、高層ビルの屋上。使い古された表現ながら、本当に空へ手が届きそうだ。

　梅つ雨ゆの晴れ間となった今日は、空に近い位置にいる俺たちを厳しく照らしだす。

　鈴莉が落ちないよう肩を抱きながら太陽まぶしい屋上を見渡していると、早速日差しにやられたらしいもやしこと皐月がふらつきながら、またもや今更なことを訊たずねてきた。

「そういえばなんで詞香ちゃんまで？　ロリ成分足りなくて辛つらいんですか？」

「ずいぶんと頭が沸わいてるみたいだな。俺はロリ巨乳が好きなのであって、ロリコンではないと何度言ったらわかる」

　もはや口くち癖ぐせになりそうな反論をしたところで、渦中の詞香を示す。

「こいつの異能がこういうときは役に立つんだよ。詞香、頼む」

「……了解……です」

　呟つぶやき、詞香は屋上の中心に立つと、フェンスすらない屋上全体を見渡すようにその身を回す。

　現代風にアレンジされた和服の裾すそが踊おどり、ゆったりとした袂たもとが風をはらんで大きく広がる。

　バックに響くは、打楽器にも似た音色を奏でる下げ駄たの音。

　それはまるで神に奏上される神かぐ楽ら舞まい。

　祓はらい清め、清浄なる場を作り出す儀式。

　詞香が、己が異能の効果範はん囲いを認識するための儀式。

「……確定」

　果たしてその効果は印象通りに。

　詞香の呟きにあわせて高層故に暴れていた風がぴたりと止やみ、辺りを静せい寂じやくが包み込む。

　心なしか澄んだようにも感じる空気は、澄み切っているがために停滞を感じさせ、全てから切り離されたような印象を与えてくる。

　切り離された世界の中で、この世界の創造主たる巫み女こ──詞ふみ香かは下げ駄たの音を背景に最後の一節を舞う。

「……“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟、設置……完了」

　とん、と踵かかとを地につけ動きを止める詞香。

　遅れて広がっていた袂たもとが彼女の体へ追つい随ずいし腕うでの下へと戻ってくるのと同時、詞香が口を開く。

「……屋上の、面積……プラス五〇センチ、で確定……させました」

「ありがとう、詞香。暑いから日陰入ってな」

「……もったいない……お言葉、です」

　ぺこりと頭を下げ、詞香が給水塔の陰へ下がっていく。

　それを横目に、きょろきょろとなにもない周囲に視線を送っている皐さ月つきへ声をかける。

「違和感を感じるか？」

「え、ええ。なんだか世界から取り残されたような、不思議な感覚が……。それに風もやみましたし」

　初見でなにも教えていないのに、感覚だけでここまで感じるとは。なかなかに将来が有望だ。

「詞香。悪いんだけど軽く説明してやってくれないか。俺おれはその間に確認をすませるから」

「……仰おおせの、ままに」

　従順に頷うなずいた詞香は、しかし皐月へ視線を向けると激しく面倒くさそうにため息を吐つき、渋々といった調子で口を開く。

「……どんな物も、どんな存在も、通さない……透明の小部屋。それが、“〝閉じた小部屋”〟」

「ええと。結界、みたいなものですか？」

「……意外と頭、いい……っ!?」

「なんでそんなに驚いてるんですか!?　詞香ちゃんの中で皐月、いったいどんな扱いなんですか!?」

「………………」

「黙られるとそれはそれで邪じや推すいできて怖こわいですよぅ！」

　仲良きことは美しきかな。やはりここでも皐月はいじられ兼つっこみのようだ。

　そして、これだけ騒いでも周囲には一切音がもれていない……はず。それが詞香の異能、“〝閉じた小部屋”〟。

「詞香の“〝閉じた小部屋”〟は皐月の言う通り、一種の結界だ。今俺たちはその中に取り込まれている状態になる」

　鞄かばんから双眼鏡や方位磁じ針しんなどなど小物を取り出して屋上の端に広げながら、義理は果たしたと言わんばかりに口を閉ざしてしまった詞ふみ香かの説明を引き継つぐ。

「何物をも通さない──つまり、物質だけでなく音や振動なんて目に見えないものも、全てをこの透明な立方体──“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟は遮しや断だんする」

　そのため、“〝閉じた小部屋”〟の中は、

「皐さ月つきが感じた違和感は正しい。ここはいつも住んでいる世界とまったく同じ法則を持つ、まったく同じ世界ながら、世界から切り離された異世界も同然」

　故に、

「この中で駄だ弁べろうと作戦会議をしようと、外にもれる心配はない。その上、透明な壁で作られた小部屋だから、屋上から落ちる心配もない」

　そして、これが今日詞香を連れてきた本来の目的。

「風が遮断されたように、何物も通さないが故に外から内への干かん渉しようはできない。今ここは目に見えない、鉄壁のシェルターで覆おおわれているようなものだ」

　今回は準備中にバレて狙ねらわれてはたまったものじゃないので。そして屋上という危険な場所、万が一にも鈴すず莉りが落ちたりしないように、本来戦場へは出てこない後方支援組の詞香に申し訳ないがついてきてもらった。

「はー、すごい異能ですね。あ、この見えないですが、これ以上進まないラインが境界線ですか？」

　へーほー、と言いながら屋上の端から腕うでを伸ばして虚空をノックする皐月。その手はパントマイムのようにある一点で遮さえぎられ、それ以上進むことはない。

「小部屋、ということは足下も……おお！　これ空中に立てるじゃないですか！」

　皐月は楽しそうに言いつつ平然と宙へ足を踏み出し、なにもないビルの外へ立つ。

　あいつは下になにもないのに怖こわくないのだろうか。その肝きもの太さには感心する前に呆あきれそうになってしまう。

「詞香、おまえらがよく喧けん嘩かするのは知っているが、今だけは出来心でも“〝閉じた小部屋”〟を解除したりしないでくれよ」

「…………………………………………は、い」

　長い！　間が長い！

　しかもいつもの無表情ながら、不機嫌そうだし。やべえ、注意しておいてよかった。

「ふみちゃん駄目だよ。じゃれあうのはいいけど、皐月ちゃんが本当に大おお怪け我がしちゃうのは、めっ！」

「……申し訳、ありません」

　内心で冷や汗をかきつつ、詞香への注意は鈴莉に任せて俺おれは未いまだになにかの観光施設とでも勘かん違ちがいしているのか、軽く飛び跳はねたりしている皐月の頭をひっぱたく。

「痛いじゃないですか！　皐月はお姉ちゃんと違って叩たたかれて喜ぶ人じゃないんですよ！」

「いいから床があるところに戻ってこい。気が気じゃない」

「おや、心配してくれたんですか？」

「心配もするさ。端はたから見れば、ビルの屋上と同じ高さで、なにもないところに立ってはしゃいでるんだぞ？」

　こっちの肝きもが冷える。俺おれは心配性なんだから。

「そ、そうですか。心配、してくれたんですか」

　そんな俺の気も知らず、どこか浮かれた調子の皐さ月つきはビルの屋上へ戻ってくると、それでもやっぱり気になるのかもう一度“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟をノックする。

「あとな、おまえ騒ぎすぎ。酸素が減るだろ」

「酸素、ですか？」

　はい？　と振り返った皐月が、その動きで尻尾しつぽを跳はねさせながら首をかしげてくる。

「詞ふみ香かの異能は、何ヽ物ヽをヽもヽ通ヽさヽなヽいヽ小部屋を作り出す、だ。そこには物体や音はもちろん、空気も含まれてる」

　光だけはどういう理屈なのか透過されてくるが、これは壁が無色透明なのと関係があるのかもしれない。きっとレーザーは防げないのだろう。

　皐月はいまいち実感がわかないのか、首をゆらゆらさせて考え込んでいたが、

「んとね。空気が入ってこないのにいっぱい呼吸したら、酸素が減って二酸化炭素増えるでしょ？　酸欠になっちゃうの。それか二酸化炭素中毒」

「ちなみに七パーセント程度の二酸化炭素濃度で、死に至いたるレベルに危険だからな」

　鈴すず莉りの解説と俺の補足でようやく理解したのか、さっと顔を青ざめさせた。

「も、諸もろ刃はの剣じゃないですか……」

「……だい、じょうぶ。最大……一〇メートル四方で、作れる」

「つまり、それだけの空気はあるってことだ」

　詳しい計算は面倒だからしたことはないが、まあそうそう酸欠には陥らないだろう。ぎゅうぎゅう詰めってわけでもないし。

「さて……そろそろ、時間だな」

　無事皐月も地上へ降り立ったところで、腕うで時計を見て呟つぶやく。

「詞香は打ち合わせ通り頼む」

「……五秒、前に……今の“〝閉じた小部屋”〟を、解除。わたし、たち三人だけを……覆おおい直なおす」

「よくできました」

　つややかな、深い藍あい色いろにも見える黒髪の頭をなでてやると詞香の雰ふん囲い気きが和やわらぎ、その顔からも緊張の色が薄れる。

　そして詞香は上目遣いに俺を見上げ、僅わずかばかりの心配とそれに倍する信頼を言葉に込めて、呟つぶやく。

「……ご武運、を」

　しっかりと頷うなずきを返して詞ふみ香かの頭から手を離し、皐さ月つきへ──前と同じく、今回も作戦の要かなめを担うこととなった妹へ向き直る。

「それじゃあ、頼むぞ。皐月」

「わかり、ました」

　すでに引くことはできないとわかっているのだろう。答える瞳は力強く、まっすぐに俺おれを見返す。

　次いでその視線が向くのは、俺と彼女の間。いくつかの小物が屋上の端に並べられたスペース。

「では……創ります」

　それはいつものように金かな槌づちやハリセンを創り出すのとなんら変わりはなく、同じく一瞬。

　しかし緊張を多分に含んだ声を伴ともない創り出されるそれは、彼女が普段創り出すものに比べて圧倒的に大きく、黒光りする金属の肌は重さもあって無言の威い圧あつ感かんを放つ。

　ビルの外に先端を向け創り出されたそれは、子供の身長ほどもある──長大なライフル。

　前方に取りつけられた二脚で長い銃身を支えているそのライフルの名称は、バレットＭ82Ａ１。対物ライフルと呼ばれる、巨大な弾丸を放つ怪物だ。

　これが最後のピース、作戦の要。

「皐月ができるのは、ここまでです。あとはお兄ちゃん……お願いします」

「ああ。皐月は、鈴すず莉りを頼む」

　俺に寄り添そっていた鈴莉を皐月に預ける。

　その直前、鈴莉はにっこりと笑って俺の手をぎゅっと握りしめた。

「がんばってね、ひなくん」

「鈴莉が応援してくれるなら、なんだってできるさ」

　手振りで三人を下がらせ、俺は長大な対物ライフルへしがみつくようにして、屋上へ伏せる。

　手で触れたものを最適な方法をもって最高性能で使用することができる、俺の異能──“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟。その発動に必要な形と機能の認識はすでに済ませてある。

　俺の手がライフルへ触れると同時、“〝万物の使用者”〟を展開する。

　それにより、訓練など受けていないにもかかわらず俺の体は対物ライフルを扱うのに最適な姿勢を取り、狙ねらいすました遠くへとその銃口を向ける。

　俺の思い描く銃の機能は『弾丸を放つ物』。それを少しだけ書き換え、『弾丸を狙ヽっヽたヽとヽこヽろヽへヽ放つ物』とする。

　完全な言葉遊び。だが、俺の異能はその言葉遊びこそが意味を持つ。

　すなわちこの書き換えにより、“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟が引き出す銃の最高性能は、ただ威力の減げん衰すいを減らすものではなく──弾道のぶれすらも、最小限とする。

「……解除」

　小さな声が聞こえ、俺おれの周囲へ荒れ狂う風が戻ってくる。

　僅わずかでも距離に応じて着弾点を左右する風。それに湿度や温度も、長距離射しや撃げきには無視できない影響を与える。

　だが、“〝万物の使用者”〟により対物ライフルの最適な使用方法がわかっている今の俺には、並べられた風ふう速そく計けいや湿しつ度ど計けいといった計測器の数値がどれほどの影響を及ぼすのか即そく座ざに理解でき、考えるまでもなく微調整が行われる。

　高倍率のスコープには、十字から少し外れたところで揺れるポニーテールがしっかりと映っている。

　そこに立つ彼女は誰だれも姿を見せないことにか、苛いら立だったように足を揺らし、地面へエイトビートを刻んでいる。

　ま、時間になったら訪れるさ。

　もっとも、それはご指名の俺ではなく──

　最後、視界の端に置かれたデジタル時計が表示を変えるのと同時に、呟つぶやく。

「誰がまともに決闘なんて時代錯さく誤ごなことをするか。俺がするのは、安全な位置からの────狙そ撃げき、だ」

　────巨大な、50ＢＭＧ弾だがな。



　　　　◆　◆　◆　◆



　街の中心部から少し離れた公園に併へい設せつされた広場。

　一時間近く前からここに立ち続けているアタシは、そろそろ見飽きてきた周囲を確認を兼ねてもう一度見回す。

　三方は背の低い雑ぞう木き林ばやしとなっており、開けているのは入り口となっているアタシの正面だけ。

　しかし、雑木林の背が低いこともあり、閉へい塞そく感かんはあまり感じない。むしろ真上から照りつける太陽光を遮さえぎるものがなく、若じやつ干かん恨めしいほどだ。

「それを狙ねらったのにね」

　天気予報はどんぴしゃ。燦さん々さんと降り注ぎ地面を白く染め上げる太陽は、アタシの異能にとって最大の味方だ。

　時の利は最大限に活いかされている。

　運任せでしかない天候すらも、今日はアタシの味方。

　そして地の利。

　耳を澄ませても気配を探っても見つからないが、左右背後の雑ぞう木き林ばやしにはアタシの部下たちが身を潜めている。

　しかし、それは予備の作戦でしかない。

　勝負は相手がこの広場に入った時点で決着している。

　場所を指定できるのならば──罠わなを仕掛けるのは、当然。

　卑ひ怯きよう？　ええ、褒ほめ言葉ね。

　どんな手段であろうと、一方的にアタシたちに有利な条件であろうと、それを相手は受けた。ならば文句を言う資格はない。

　それに、《御み園その》もバカではない。不利な条件であり、指定され、直前に伝えられた場所に罠が仕掛けられていることは、予測済みだろう。

　この場に来なければならない以上、おそらくあの少年はなんらかの手段を講じて、罠を破やぶろうとするはず。それが純粋に盾たてなのか、少年の異能を用いるのかはわからない。

「だけど──」

　だけど、その程度でこの罠は──アタシの異能は破れない。

　いくら罠があると読んでいたところで、防御を固めたところで、この罠は防ぎきれない。

　それだけの罠も、そして決してルヽーヽルヽ違ヽ反ヽでヽはヽなヽいヽ伏ふく兵へいもそろえた。

　だからこの広場に入った時点で、アタシの勝ちは揺るがない。

　しかし……

「……いつになったら来るの」

　先ほどから入り口へ目をこらしているが、あの少年どころか、先行で罠の存在を確認しようとする《御園》の異能者すら見当たらない。

　アタシの体感ではすでに指定した正午まで一分を切っている。

　正確にはあと何秒だろうか。遅れてきた場合、それを取引材料として──

「隊長!!」

　そんなことを考えながら腕うで時計に視線を落とした瞬間、合図があるまで出てくる予定のなかった部下が叫びながら飛び出し、アタシのことを地面へ引き倒した。

　突然のことに驚き、スローモーションのように遅くなった時間の中、引っ張られて反転した視界──それまで背中側だったビルの屋上に、なにかが見えた。

　数キロも離れた、しかもビルの屋上。それはうっすらとした黒い影としか認識できない。

　見えるはずもない距離。しかし、その影は明らかにこちらを見て笑んでいると、アタシには、そう見えた。

　死神の笑みにも似たそれを理解してしまった瞬間、アタシの視界すぐ前を死神の放った鎌かまの先端が、通過した。

















　その直後、ゆったりと流れていた時間が本来のそれへ追いつく。

　なにかが通り抜けた前方と背後から襲いかかる爆風のごとき圧力が体を包み込み、なにが起きたかを把握する間もなく、アタシの意識は────暗転した。



　　　　◆　◆　◆　◆



「よう、生きてるか？」

「死ぬところだった……!!」

　俺おれが引き金を絞しぼってからおよそ一〇分後。詞ふみ香かを除いた俺たち三人はビルを下り、周囲に集まってきた黒服を引き連れながら、本ヽ来ヽ指ヽ定ヽさヽれヽてヽいヽたヽ公園の広場へとやってきていた。

「ここに来もせず、あんなことをするなんて卑ひ怯きような……！」

「だってあんた、場所を指定するとは言ってたけど、そこに来いなんて言ってなかったじゃないか。ただ勝利条件として『意識を失わせるか、降参を申し出ることで敗北』とは決めたけどな」

「そ、そんなこと詭き弁べんじゃない！」

「詭弁で結構。だが、約束は約束だろう？」

　未いまだふらついている伊い瀬せ深み雪ゆきの足下に投げるのは、一本のＵＳＢメモリ。

「前回俺おれたちが訪れたときの音声データ。それにあんたの部下が届けてきた場所を指定する文書、全て入っている。証拠はバッチリ。あんたしっかり気絶して、意識を失ったよな？」

　そう。伊瀬深雪は弾丸の衝しよう撃げきに煽あおられて気絶し、倒れた。

　いくら広場とビルの距離が三キロ以上も離れていたとはいえ、俺が扱う以上──最高性能で使用される以上、対物ライフルはその性能の限界値以上を叩たたき出す。ぶれなく、威力の減げん衰すいなく、理論値の上限を超えて。

　すなわち人間を両断しかねない威力の弾丸は、その威力を保ったまま寸分の狂いなく伊瀬深雪へと到達していた。

　しかし、今現実として伊瀬深雪は俺たちの前に立っている。気絶から覚めたばかりのせいで足下もふらついているし、その体は側そばに着弾した弾丸が巻き起こした土煙で汚れているが、確実に生きている。

　そこからわかるのは、俺の放った弾丸がかわされたという事実。

　だが、

「生きているのは、あんたの力じゃないだろう？」

　そう。音速を超える弾丸に対応したのは──茂しげみに隠かくれていた、彼女の部下。

　発射炎か探知系の異能かはわからないが、狙そ撃げきに気づいた部下は茂みから飛び出すと、伊瀬深雪を引き倒した。

　そのせいで外れた弾丸は伊瀬深雪の横を通り、地面に大穴を開けた。だが、部下の一歩間ま違ちがえれば自みずからも巻き込まれていた英断の甲か斐いあって、彼女には傷一つない。

「伏ふく兵へいを隠していたのに、詭き弁べんなんて言われたくないね」

「あれは、なにかのために……」

　後ろに控えさせていた、と？　なるほど、矛盾はない。

　しかし、

「あんたが使った言葉のトリックに、俺が気がついていないとでも思ったか？」

「……っ」

　俺が作戦会議の最中に気がついた違和感。

「あんたはこの戦いに関して、一言も『決闘』や『二人だけ』という言葉を使っていない」

　それは頑かたくなに使われなかった、戦場に立てる人数を制限する言葉。

「最初はすっかりだまされたよ。『アタシと戦ってあんたが勝ったら』『あんたとアタシの戦い』。日本語ってのはおもしろいな。あの場の流れ、状況、そこにこの言葉が加わるだけで、『二人だけの決闘』であるかのような印象を植えつけることができる」

「…………」

　伊瀬深雪は黙ったまま口を挟はさまない。

　それは肯定か否定か、最後まで聞こうというのか。

　どれにせよ、俺おれは語るのみ。語って、完かん膚ぷなきまでに勝敗をわからせるのみ。

「そのあとの内緒話で『部隊に損害がでづらい』とか言っていたのも、うっすらとでも俺たちへ『一人で戦うのならば、最悪の事態でも損そん耗もうは一人だけ』と思わせるための伏線か？」

　だとすれば聞こえていたのはやはり意図的なもの。俺たちのミスリードを誘うための罠わな。

　そしてそれら策の目的は、

「自分以外の戦力を投入すること」

　伊い瀬せ深み雪ゆきを中心に、半円を描くように展開する第八戦化部隊の面々を端から順に眺ながめる。

「『あんたとアタシの戦い』そうとしか言っていない。つまり、第八戦化部隊の部隊長であるあんたは、部ヽ下ヽをヽ自ヽ分ヽのヽ持ヽちヽ物ヽでヽあヽるヽと言い張れば、戦場に同行させることもできるわけだ」

　まさに詭き弁べん。しかし、戦場に立てるのは俺たち二人だけとも、決闘とも明言していない以上、その詭弁を押し通すことはできる。

「だからといって、それに気づいて俺が部下を投入すれば、あんたは『《御み園その》は詭弁を弄ろうして不正を行おうとした』と言いふらし、不戦勝とすることだってできる」

　もっと簡単に『《御園》は空気も言葉のニュアンスも読まない組織である』と言いふらすだけでも、一定以上の効果はあるだろう。

「いや、よくできた作戦だよ。あの場で即そく座ざに思いついて実行したのなら、たいした機転と発想力だ」

　そのせいで俺は《御園》の物量にものをいわせることができず、難なん癖くせをつけられないよう一人で戦う必要があった。

　だからといって素直に指定場所へ向かえば、

「ここにもなにか、仕掛けていたようじゃないか」

「…………」

　グラウンドというよりは砂場に近いような明るい色の地面を踵かかとで蹴ければ、顔を歪ゆがめる伊瀬深雪。

　おやおや、やっぱり。あー、まともに当たらなくてよかった。

　どっちが本命でどっちが予備だったのかはわからないが、どちらにせよ、面倒なことになっていたのは間ま違ちがいない。

　指定場所へ行けば罠もある上、伏ふく兵へいが。

　伏兵を連れて行けば後出しじゃんけんのように、難癖をつけられる。

　向き合って戦う決闘ならば確実に詰みだ。

　ならばどうするか。

「そこで役に立ったのが、あんたの作戦だよ」

「アタシの……？」

「そうだ。あんたは常識を──こういう場面でこういう言葉を言えば、こういうニュアンスになる、という常識を逆手にとって、伏ふく兵へいの余地を残した」

　だから、

「俺おれも常識を逆手に取らせてもらった。最低条件として、お互いに決闘のようなものであると思っていなければならないのに、まさか──遠距離から狙そ撃げきしてくることはないだろう。そういう常識を」

　俺に難なん癖くせをつけるためにも、伊い瀬せ深み雪ゆきは指定場所で決闘の体ていを取らなくてはならない。

　そうしなければ、

『こちらは決闘──二人だけの戦いであるというつもりで勝負を申し出ており、その場の空気で皆さんもわかっているはずでしょう？』

　という言い分が通らなくなる。

　だからこその伏兵と罠わな。敵を迎え撃つ、万全の態勢。

　おそらくその罠にしても、よほど自信があるものを設置していたのだろう。本当にまともに当たらなくてよかった。

　内心で安あん堵どの息を吐つきながら、苦々しげな表情の伊瀬深雪へ問いかける。

「さて、どうする？　俺はあんたの出した条件はなに一つ破やぶっていない。フィールドも、日時も好きなように決めさせてやった。その上で、この結果だが？」

「…………」

　伊勢深雪、こいつはたしかに策さく士しだろう。

　だが詰めが甘い。こういうルールを決めるときは、ガチガチに固めないといけないのだ。それがルールを守ってくれる相手なら、そして友好的とは言い難い相手なら、なおさら。

「本当に助かったよ。あんたがあえて『決闘』『二人だけ』という言葉を避けてくれたことで、俺も動きやすくなった。狙撃なんて、決闘らしからぬこともすることができた」

　そうしなければ、そういう相手はルールを守った上で──自分たちに有利な抜け道を見つけ出す。ちょうど、俺のように。

「一対一のフェアな決闘という意味で話していたのなら、部下が手伝った上、フィールドに罠を仕掛けていた、なんて……もはやフェアでも決闘でもなんでもないよな？」

　他方、俺は指定の時間以降誰だれの手も借りていない。詞ふみ香かも直前には異能を解除しているし、狙撃は俺自身の異能と武器だ。せいぜい追及されても場所の問題だけ。これだって最初に言ったように、来いとは言われていない。

　そして、

「伏兵や罠、なんでもありの戦いをお望みだったのなら、俺の行動を責めることはできない」

　決闘ではなく本ヽ物ヽの殺し合いがしたかったのなら、相手の指定場所に姿を見せず不意打ちした俺おれの行動は、なに一つ間ま違ちがっていない。

　前者ならば伊い瀬せ深み雪ゆきは明らかに不正をしており、後者ならば決闘だと言い張ったところで伏ふく兵へいや罠わなの準備をしてしまっている以上、駄だ々だをこねているとしか取られない。

　自みずからに有利な作戦を挟はさむために曖あい昧まいに条件を規定したせいで、どの言い分を使っても、最終手段の『ズルをしていると糾きゆう弾だんすること』ができなくなった。

　今回の教訓は二つ。

　一つ、思い込みは駄目、絶対。だろうとか、こういうニュアンスかな？　とかは危険。超危険。

　二つ、しっかり言葉の意味は確認しましょう。日本語はいっぱい似たような言葉があるから、ちょっとした違いで痛い目にあいかねない。

　そんな教訓を胸に刻みながら、俺は伊瀬深雪を見据える。

「さっきの質問に戻ろう。どうする、伊瀬深雪？　こっちは、あんたが罠も伏兵も使用してきた以上──力ちから尽ずくで話を聞いても、かまわないんだが？」

「…………増援？」

「いるかもしれないし、いないかもしれないな」

　ただし、と獰どう猛もうに笑いかける。

「ここが《御み園その》のお膝ひざ元もと、ということを忘れてもらっちゃ困る。第八戦化部隊は何人だ？　小隊か？　中隊か？　それとも、大隊規模か？」

「…………」

　本拠地で真正面から《御園》に当たれば、勝ち目はない。それは伊瀬深雪もわかっている。だからこその『アタシに勝ったら』という決闘を匂わせ、《御園》から相手となる一人だけを引き出す発言。

　これはいわば代理戦争。だが、彼女はそこに小細工を仕込んだがために発言権が弱くなり、自らの首を絞める結果となってしまっている。

　故に、伊瀬深雪がとれる手段は二つに一つ。

　物量に押しつぶされるのを覚悟で俺に攻撃を加えるか──

「──降参。話してあげる」

　両手を挙げ、疲れたような吐息をもらす伊瀬深雪。

　しかし、その吐息とは裏腹に口元へ歪ゆがんだ笑いを浮かべた彼女は、ぽつりぽつりと俺たちが求めていたことを話し出す。

「アタシたちが《御園》の支部を襲ったのは────」

　語られた言葉は短く。



　しかしそれは──俺おれを今よりも悩ませるのに、十分すぎる意味を持っていた。





















エピローグ　という名の第六章





　　　　◆　◆　◆　◆



『作戦は終了だ。隠蔽班ヴエイラーは班長の指示に従い、情報の精査と後始末を並行して行ってくれ』

　各班員のつけたヘッドセットから凛り々りしくも優しげで、どこか気だるそうなひなた様の声が響き、自然と場の空気も穏やかなものへと変わっていった。

　だけど、隠蔽班が気を抜けるのはこの一瞬だけ。作戦中の後方支援が終われば、本来の職務である隠いん蔽ぺい作業が待っている。

「……Ｂチーム、は……情報精査。残りは……ビルと現場の、お片付け。……いい？」

「「「了解」」」

　返事の声が仮の拠点としていたトラックに響き渡る。

　といっても今ここにいるのは、わたしとオペレーターの人たち、一部のチームリーダーだけで、一〇人にも満たない。隠蔽班自体は百人以上いるけれど、そんな人数はこのトラックに入りきらない。

　それに、隠蔽班の仕事は作戦中もずっと続いている。

　周囲に人が近づかないようにしたり、作戦行動中の──今回ならひなた様やすずり様、さつきさんの周囲警戒をして、各所に散っていた処理班イレースの人と情報の連携を取ったりする。そういうのも、隠蔽班のお仕事。

　だから、このときも班員はいろいろな場所に散らばっていた。それは公園の広場であったり、ひなた様が格好いい狙そ撃げきをしたビルであったり。

　わたしたち隠蔽班は決して表舞台には上がらない。それは異能の痕こん跡せきを隠かくす隠蔽班の本質という意味でもそうだし、わたしや他の班員のように戦せん闘とう系の異能を持っていない異能者は、戦闘系異能者がヒャッハーしている表舞台へ上がったところで自みずからの身すら守れるか怪しい。よっぽど安全が確保された場所じゃないと、たぶん無理。

　だけど、今は閉幕後。隠すことがお仕事のわたしにも、みんなのお手伝いができる。

「班長、どちらへ？」

「……わたし、も手伝って……くる」

「！　ご、ご立派です班長！　久しぶりの外でお疲れでしょうに！」

「……ひきこもりみたいに、言わないで……ほしい」

　実際はひきこもりだけど。そうはっきり言われるのは、なんだか悔くやしい。



　わたしが手伝いの場に選んだのは、ひなた様たちが敵と対たい峙じした広場。

　そこには弾痕やら大勢の人の足跡やら、隠蔽すべきものがたくさんある。その上、もう去ったらしいけど、さっきまで敵がいたところ。なにがあるかわからない。

「……ひなた様、をお守りしない、と」

　たぶん、このやる気は空回りになる。でも、それはそれでいい。ひなた様がまだ帰っていないのは確認済みだから、戻られる前に一目お会いすることはできる。

「あれ？　班長？」

　そんなことを思いつつトラックから広場へ歩いていると、途中で応援に向かっていたらしい班員たちと合流した。

「いいんですか!?　外に出て!?」

「……だか、ら……」

「へぶっ!?」

　苛いら立だち紛れに班員の進路上へ“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟を設置しておでこに当てる。わたしの異能は空間固定型だから、人がぶつかった程度では動かず、逆に人の方が痛い目を見ることになる。

　みんな勘かん違ちがいしているけれど、わたしはひきこもりじゃない。外で鬼ごっこしたりかくれんぼしたりして遊ぶのだって大好き。…………ただ、あんまりその相手がいないだけで。

「す、すみませんでした班長。班長はひきこもりじゃないっす」

「……わかれば、よろしい」

　ぺこぺこなぜか楽しそうに謝ってきた班員に頷うなずき、その集団の最後尾について歩く。

　そうしてわたしが話題から逸それれば、それが向かうのは……

「にしても、さっきの《長おさ》、どうだったよ」

「外げ道どう。マジ外道。狙そ撃げきってなんだよ」

「だけどアレはお互い様じゃね？　結局向こうもなにか仕掛けてたんだろ？」

「らしいな。先行組がいやーな気配を感じてたらしい」

「“〝第六感シツクスセンス”〟持ちか……。あいつらがそう言うってことは確定だな。嫌らしい手使いやがって」

「まさかあの条件から、異能で狙撃限界のさらに外から撃つ作戦を思いつくとは。柔じゆう軟なんというか裏をかくのがうまいというか。やっぱり上に立つ人は一味違うね」

　その言葉で、ひなた様が作戦を説明したときのことが思い出される。

　伊い瀬せ深み雪ゆきに提示された条件を先に知らされていた処理班イレース、隠蔽班ヴエイラーのみんながどんよりした顔をする中、ひなた様は軽く笑って、

『たしかに卑ひ怯きような手を使う可能性は高い。だからといってそこに部隊を投入すれば、ズルだと言われるだけでなく、確実に全面対決になる。それだと、こちらの部隊にも被害は少なからずでる。それは避けたい』

　だから、

『相手はルールを提示してきたんだ。それに則のつとってやってやろうじゃないか。俺おれたちはルールの上では悪いことをしてません、ってな』

　なんとお優しく度量の広いお言葉か。わたしたち現場に立つ人のことも考え、なおかつ相手の土ど俵ひようで勝つ。

　さすがはひなた様。部屋で作戦をお聞きしたときも痺しびれたが、このときも全身に震えが走った。

　そんなことを考えながら歩いていると、思っていたよりも早く広場に到着した。

　班員たちは先に散らばっていた班員へ、手が足りてないところを訊ききに小走りで駆けていく。

　そうして一人残ったわたしは…………どうしよう。見渡してもあの凛り々りしいお姿が見当たらない。いつも一緒のすずり様も見当たらない。

「……ひなた様、いない……」

『あ、《長おさ》ならジュース買いに行ったそうです。今日頑張ってくれた人に、とか。リクエストあるなら伝えますよ？』

「…………抹まつ茶ちや、オレ。なかったら……オレンジ、ジュース」

『了解です。伝えておきますね』

　独り言を聞いてひなた様の現在地を伝えてくれたオペレーターに感謝しつつ、電源を切ったヘッドセットを袂たもとに放ほうり込む。

　間ま違ちがっても、これから呟つぶやいてしまうかもしれないことを聞かれるわけにはいかない。だって、今のわたしは悪い子だから。

　広場を端から歩いてみれば、そこはもうすでにずいぶんと片付いていた。

　地面に開いた大きな穴も塞ふさがれ、それが不自然ではないように偽装も施ほどこされている。これならわたしが来た意味はあんまりなかったかもしれない。

　でもそれは──いい子の、わたし。

　悪い子のわたしは、わたしの作戦がどうなったか、結果を知るために歩く必要がある。

　そのもくろみは作業中の班員たちの間を歩いていると、すぐに達成できた。

「《長》、やっぱりすごいよな。見たか、あの狙そ撃げき。何キロ離れてんだよ」

「でもって罠わな見抜いた上で、あの駆け引きだろ？　ほんとに高校生か？」

「最初に作戦聞いたときは外げ道どうかと思ったけど、結果的にしっかり情報も聞き出してるし、お互いに損害ゼロ。どこまで考えてやってるのかしらね」

「どこまでも、じゃないか？　“〝万能”〟の《長》。俺おれたちの上に立ち続ける御方なんだ」

「さすが、だよな。あの年であそこまで……」

「まーなー。数え切れない俺たち《御み園その》の命を預かって、さらに自みずから危険な現場に率先して立つ。尊敬するってか……もはや尊敬する以外にないよな」

「オレたちとは別格だよ、別格。異能云々じゃなくて、精神的な？」

　頬ほおが緩ゆるまないようにしながら、彼らの間をゆっくり歩いて行く。

　そうすると同じような雑談はちらほらと辺りから聞えてくる。

　それは尊敬や敬けい愛あいといった、わたしの求めていたもの。決して友達感覚などではない、ひなた様を一歩以上上の存在として見ている言葉。

「…………よし」

　ガッツポーズでもしたいけど、面倒なのでそこまではしない。

　本当ならひきこもりと班員に言われるように、わたしは喋しやべるのも動くのも外に出るのも面倒臭がっているような人なのだから。……遊びとひなた様は、別だけど。

　今はまだ隠蔽班ヴエイラーの人たちの話しか聞いていない。でも、それでもそこそこの人数が同じように今回の一件ではっきりとひなた様を上に見るようになった。

　だったら、わたしの作戦はたぶん成功。

　ひなた様を上だと、別格だと思ってくれるのは全員じゃなくてもいい。ある程度の人数さえいれば、それは確実にみんなの意識を変えるから。

　そして、敵はひなた様が撃退した。圧倒的に、完かん膚ぷなきまでに力と頭の違ちがいを思い知らせて、文句のつけようがない完かん璧ぺきな勝利で。だから身の程をわきまえて、これ以上のことをしようとはしないだろう。

　これで、わたしの作戦はようやくお終しまい。大成功。

　それは喜ばしいこと。とってもとっても嬉うれしいこと。

　だけど──

「……ごめん、なさい」

　すずり様のように大きくない胸の奥が、ちくちく痛い。

　わたしは、ひなた様に仕えている。ひなた様にとって悪いことはしちゃいけない。する気も起きない。

　でも──それを少しだけ、破やぶった。

　大きく見ればひなた様のためだけど、わたしが悪い子なのに間違いはない。

「……ごめんなさい、ひなた……様……」

　きっと、あとから全部告白して謝ります。そのとき、わたしをどのように罰してくれてもかまいません。

　心の中で謝り、いつの間にか浮かんでいた涙を拭ぬぐって、悪い子のわたしが作った小部屋にその感情を押し込む。

　そうやって自分をごまかして考えるのは、きっかけになったあの人。

「……さつき、さん……」

　彼女がどうなっているか。ひなた様にどう接しているか。今回の活躍を、どう思っているか。

　それが、本当の意味でこの作戦が成功したかどうかの分かれ道。

　それまで、告白して怒られて、楽になろうなんて考えてはいけない。

「……確かめ、ないと」



　　　　◆　◆　◆　◆



　ざわざわと、他のクラスを邪魔しない程度に会話が交わされている我がクラス。

　本来授業中の私語を注意すべき教師も今はおらず、自習を指示された俺おれたちは思い思いに席を移動して雑談をしたり、自席で仮眠をとったりしていた。素直に自習しているやつがほとんどいないあたり、このクラスは本当にフリーダムだ。

　そんな授業中以上、休み時間未満の騒がしさがある教室で、俺はいつものように鈴すず莉りを抱きかかえ思案に耽ふけっていた。

　考えるのは、昨日のこと。最後に伊い瀬せ深み雪ゆきが語った、襲撃の理由について。

　あのとき彼女は、こう言った。

『アタシたちが《御み園その》の支部を襲ったのは────《御園》が保有しているとされる、あヽるヽ情ヽ報ヽを奪だつ取しゆするため』

　そして、その情報とは、

『《異い戦せん雪せつ原げん》が──アタシたちが、《御園》よりも上位の組織である。そういうことを示す……かもしれない、情報。それがあるとアタシたちは知ったから、あそこを襲い、端末から《御園》の保有する情報群へアクセスしようとした』

　それが存在すれば、

『《御園》にかわり、《異戦雪原》が異能者たちのトップへ立つことが、できる』

　しかしそのもくろみは、外れることとなる。

　彼女たちには知る由もないが、《御園》の異能にかかわる情報というものは、アクセスできる場所が限られている。単純にパスワードを知らされていない云々ではなく、限られた一部以外とは物理的に回線が繋つながっていないのだ。

　故に、彼女の言う情報群──《御園》のマスターデータにアクセスするならば、本部へ赴おもむくしかない。その辺りにある支部程度では、《御園》に関することなど、せいぜい表向きの関連企業の業績くらいしか知ることはできないだろう。

　だから、今回彼女たちが行った襲撃事件は、まったくの無意味といえる。

　その落とし前──賠償やら責任の所在やらはそっち専門の部署に任せるとして……問題は、その出所。

「ひなくん。あ～ん」

「あーん」

　ぽやんとした声に反応して反射的に口を開ければ、鈴すず莉りの白い指につままれた対照的に黒いチョコが口の中へ入ってくる。あー、糖分が脳に染み渡る。

「おいしい？」

「ああ、ありがと」

「えへへ～」

　ぽむぽむ頭をなでると、目め尻じりを下げて幸せそうに笑う鈴莉。かわいいなあ、もう。癒いやし系とは鈴莉のためにありそうな言葉だ。

　さて……どこまで考えたんだったか。

　そう。出所だ、出所。

　自分たちや属する組織がどのような意味であれ、他者より上位であると示すことによるメリットは、自己満足や歴史を背景にした力の誇示など、それこそ無数にある。

　そして《御み園その》はその規模、歴史の古さ、《長おさ》の異能など、あらゆるものを基き盤ばんとして、異能者の世界でトップに立ち続けている。その《御園》を上回りたいというのは至し極ごく納得のいく話でもあるし、当然ともいえる欲求だ。

　だから彼女たちがなぜその情報を求めたのか、それを考えるよりも、どうやってその情報が存在すると知ったか、その出所の方が重要となる。

　この際はっきり言おう。

　たしかに、彼女たちが望んでいるような情報──互いの関係をはっきりとさせる情報は、《御園》の記録マスターデータに存在している。

　それは異能者の系けい譜ふ。《御園》も《異い戦せん雪せつ原げん》も他の異能者組織も、全てが記録された、一種の家系図。

《御園》がトップに立つ一いつ端たんに血筋の古さがある以上、この家系図で《御園》より古いと証明できれば、《異戦雪原伊瀬深雪たち》が上位──異能者たちのトップに立つことも、不可能ではないだろう。

　しかし、正直なところ《御園》にとってはこの系譜も、そして彼女たちがこだわっている上位だ下位だといったことも、なんの意味もない。互いがどのような関係であろうと、『異ヽ能ヽ者ヽはヽ異ヽ能ヽ者ヽ、秘すべきものである』その精神に変わりはないからだ。

　しかし、それは《御園》の──系ヽ譜ヽ的ヽにヽもヽ全ヽてヽのヽ祖ヽでヽあヽるヽ《御園》の、事情。

　他の組織や異能者がどう思うかは別問題。それこそ、その情報を求めて今回のようなことが起こる可能性は、いくらでも存在している。

　なら公表すればいい？　否いな。公表すれば公表したなりに、虚きよ偽ぎだ偽装だと騒がしくもなるだろう。

　だから余計な争いを招かぬよう《御園》はその情報の存在自体を秘ひ匿とくしてきた。知っているのは歴代の《長》や、その側そつ近きん、一部の上層部だけ。

　すなわち──今回《異い戦せん雪せつ原げん》第八戦化部隊・部隊長、伊い瀬せ深み雪ゆきがこの情報の存在を知るためには、限られた人数の誰だれかから手に入れるしかない。

　ということは、だ。

　──まーた、造反者が出たのか離り反はん者しやが出たのか……。しかも今度は上層部確定。厄やつ介かいにもほどがある。

　声に出さず呟つぶやき、膝ひざに抱え上げた鈴すず莉りのつむじへ顎あごを置く。

　そのまま顎を中心にぐりぐりと頭を揺らしてみたり。

「にゃふ～。気持ちいい」

　うむ、それはよかった。

　なんて、ガリガリ削れていくやる気を補充するためのインターバルを挟はさんで、再び思案へ。議題は次へ。

　由ゆ枝えさんや詞ふみ香かが全員挙げたと言っている以上、前回の残党はないだろう。少なくとも、可能性はかなり低い。

　つまりは、新規の離反者。

　その離反者が曖あい昧まいにすぎる情報を流してどうしたかったのか、それがわからない。

　流したと思われるものは、せいぜい伊瀬深雪程度の敵しか釣れない曖昧な情報だ。組織の本隊はどこも《御み園その》にちょっかいを出す、その意味を正しく理解しているから、この程度の情報で動くはずもない。

　この系けい譜ふにかかわる情報を知っているほど《御園》の上層部に食い込んでいるなら、もっと流す価値のある情報も知っているだろう。しかし、それらは今のところもれている気配がない。もれていたらもれていたで、もっと大きな動きがあるはずだ。

　なんらかの意図を持って、《御園》に害を及ぼさない範はん囲いの情報をもらした。そう考えることもできるのだが……

「もいっちょ、あ～ん」

「ん」

「ひゃわっ!?」

　目の前に差し出されたチョコを、今度は鈴莉の指ごと咥くわえる。

「むぐ……鈴莉の指、甘くておいしい」

「それはチョコだよ～。ん……っ♪」

　つままれたままになっているチョコを溶かすように、細い指へと舌を這はわせる。

　なめらかなチョコの舌触りに負けないくらい──否いな、それよりも、よほどさらさらとした鈴莉の指。咥えこんだのはチョコをつまんだ指先だけなので、全体を舐なめることはできないが、

「ぁ……ふわ……」

　鈴すず莉りの反応はそれでも十分すぎるほどのもので、なかなかに俺おれも──そしてうっすら色づき、照れたようにはにかむ鈴莉の顔を見るに鈴莉も、満足していることがわかる。

　むしろ今はこれくらいでいいというか、抑えておかないとまずいだろう。

　なにせ学校。それも自習とはいえ授業中の教室。さすがに今以上に盛り上がってしまったら……困る。いくら神かみ代しろ学がく園えんの経営母体が《御み園その》で、俺がそのトップたる《長おさ》とはいえ、そう簡単に保健室や体育倉庫を人払いした上で、無人にしてもらうことはできないのだ。

「事前に、準備がしっかりいるんだよね？」

「────そういうこと」

　小さな水音とともに鈴莉の指を離して応える。

　その指は俺が丁てい寧ねいに舐なめ取ったためチョコがついているということもなく、透明な唾だ液えきにまみれてらてらと、艶なまめかしく蛍けい光こう灯とうを反射している。

「ん～……」

　そして同じくその指に注目していた鈴莉は少しだけ考え込むと、

「はむっ」

　俺の唾液にまみれた自分の指を、ぱっくりと咥くわえこんだ。

　そのまま俺の唾液をさらに舐め取るようにもごもごと口を動かした鈴莉は、先と同じく小さな水音を立てて指を離し、

「えへへ～、これも間接キスになるのかなっ？」

「一応、そうなんじゃないか？」

　もっとも、よりディープな間接キス、といった感じではあるが。

　しかし、

「唾液をかわすようなキスなら……」

「あは。もっと、いいものがあるよね……」

　同じように考えていたらしい鈴莉の、とろんと蕩とろけた紫し紺こんの瞳がゆっくり近づいてくる。

　人目があるところでは深いキスまで。それは俺と鈴莉、両方が決めた基準。

　だからそれに従って、高ぶった感情のままに、そっと触れあった唇くちびるを割り開こ──

「テスト勉強をしましょう！」

　──うとする直前、頭頂部に衝しよう撃げきが降ってきた。

　すんでのところで入り込んでいた鈴莉の舌を噛かまずにすんだが、次もそうとは限らない。むしろより強い衝撃がくるだろうことを考えれば、難しいといわざるをえないだろう。

　なのでやむなく唇を離して見上げれば、抱き合った俺たちの隣に笑顔で仁に王おう立だちする皐さ月つき様。その手に握られているのは、今し方俺の頭へ鉄てつ槌ついを下したらしきハリセン。しかも材質がどう見ても透明なアクリル板という柔らかさの欠片かけらも見当たらない仕様だ。

「テスト勉強をしましょう！」

「テストなら最悪問題をかっぱらってきてやる。だから少し黙ってろ」

「皐さ月つきちゃん、今のはさすがに私もかばえないタイミングだよ。割り込むならもうちょっと前か後じゃないと」

　変わらぬ笑顔のまま繰り返す皐月に二人して苦言を呈する。だが、彼女は変わらぬ──いや、固まった笑みを崩さぬ（崩せぬ？）まま、

「そこそこ静かですねー。さすがに期末テスト前の自習くらい、お菓子食べつつも真面目まじめにしてますかー。とか思ったら、なにとんでもなくイチャついてるんですか……っ!?」

「とんでもなくって……ひなくんが私の指舐なめて、それを私がまた舐めただけだよ？」

「そうそう。指を舐めただけだ。他は舐めてない」

「なんですか他って！　──いえ、いいです！　解説しようとしなくても！　見ちゃったことありますから！」

「「「──────うわぁ……。それは気まずい……」」」

　一斉に教室中から皐月へ黙もく祷とうが送られているが、あれは仕方あるまい。寝ぼけた皐月が『かみなり、こわい……』とか言って深夜にふらふら入ってきたのだから。あのときの幼い感じはかなり俺おれ好みだったが、さすがに鈴すず莉りには敵かなわないので内緒。

「しかも今止めなかったら、ディープキスまでしてたでしょう？」

「してたな」

「だね～」

「……？　………………平然と答えないでくださいよぉ。皐月がおかしいのかな？　って一瞬でも考えちゃったじゃないですか……」

　笑顔から一転、泣きそうな顔になって懇こん願がんしてくる皐月。こいつも忙しいというか、難儀なやつだ。俺につっこみをいれるためだけにわざわざアクリルハリセン創って、その上回り込んで叩たたいてくるし。いや、金かな槌づちじゃないだけましか。

「だいたいですねえ、そういうキスとかはムードをつくってからでないと──」

「いい、いい。おまえのロマンチック回路はわかってるから」

　耳たこだ、と手を振るも、

「なんですかロマンチック回路って！　乙女としてこれくらい夢見るのは当たり前ですよ！」

　ふかーっ、と怒れる皐月様はツインテールを本物の尻尾しつぽのようにピンと立てながら叫んでくる。二本だから、きっと猫ねこ又また。

　それにしてもいったいあのツインテはどういう仕組みになっているのやら。少し前に気になって鈴莉と二人がかりでいじくり倒してみたが、普通の──とんでもなく髪質がいいだけのさらさら髪だったし。ある意味異能なんかよりも謎なぞかもしれない。要研究だ。

「皐さ月つきちゃん皐月ちゃん。私だってそういう想おもいがないわけじゃないんだよ？」

「だったらどうしてところかまわずイチャイチャするんですか。家なら、お二人とも好きに二人っきりの時間がつくれるじゃないですか」

「なんだかこのやりとりにデジャブを感じるんだけど……」

「お兄ちゃんは黙ってチョコでも食べてぼーっとしててください」

　えー……俺おれも当事者なのに。しかもぼーっとしてるんじゃなくて考え事してたのに……。

　鈴すず莉りはそんな妹の心ない一言で落ち込む俺をよしよしとなでると、小さく首をかしげ、

「んとね。皐月ちゃんは勘かん違ちがいしてるかもだけど、ひなくんはそういうロマンチックだったりムードつくったりっていうの、かなりマメにする人だよ？　紳士さんだもん」

「……え？　公衆の面前でディープキスしたり指舐なめたりするような人ですよ？　黒ストやタイツ、ロリ巨乳について熱く語る変態紳士なのは認めますけど」

　おい妹よ。なんだその腐くさった卵でも見るような目つきは。一応はおまえの兄だぞ。

「えと、だからひなくんは皐月ちゃんが期待してるみたいなこともして、その上でこういうところでもイチャイチャしてるの」

「はぁ……」

「私はいっつもひなくんとふれあいたいから、いつでも抱きついたりキスしたりしちゃうし。どっちかっていうとひなくんの方がストッパーで、ムードとか気にするんだよ？」

　やっぱり血なのかな？　と首をかしげる鈴莉。

　しかし皐月はまだ半信半疑のようで、

「お兄ちゃんが、ですか……」

「鈴莉はさっき言ってた通り。俺もいつだってふれあいたい。つまり、ずっといつでもふれあってイチャイチャしたいわけだ。だったら、その内のいくらかはロマンチックにしてみてもいいだろう？」

　一般的な恋人同士ならロマンチックなふれあいだけで一緒にいる時間が尽つきるのかもしれない。でも、俺たちは同どう棲せいしている上に外でもどこでも一緒。それは様々な要因から成り立ち──もはや離れられないと言ってもなんら問題のないものではあるが、互いが合意の上でくっついている以上、そこでもイチャイチャとふれあう時間はたっぷりとある。というか長年の想い叶かなって歯止めがどこか吹っ飛んでるんです勘弁してください。

　と、いうようなことを時間にして約五分間、懇こん切せつ丁てい寧ねいに語ってみた結果。

「むう。なんとなく、納得したようなしてないような……」

　というところにまではもっていくことができた。

「それに常にムードやロマンチックさを求めていたら、きっと飽きるし」

「……たしかに、それはそれであるかもしれないですね」

　そういうものは言ってしまえば、非日常を楽しむ類たぐいのものだと、俺は思う。

　夜景のきれいなレストランやお姫様扱い、いつもとは違ちがうきれいな場所。非日常だからこそ盛り上がり、いつもとは違う感覚で楽しめる。

　もちろんそれが一つの要因でしかないことは重々わかっているが、とにもかくにも、俺おれと鈴すず莉りは、そういう風に過ごしているのだ。

「ロマンチックさやムードを大切にするとき、プラス、平時でもイチャイチャですか……」

「皐さ月つき的には受け入れにくいか？」

「うーん……」

　腕うでを組んで考え込んだ皐月は、俺とその膝ひざ上うえに横座りして胸板に頬ほおをこすりつけている鈴莉を見やり、

「…………お姉ちゃんが幸せそうなので、それはそれでありなのかなあ、とも思ったり……ちょっとうらやましいなあ、とかも……あ、そういう行為に対して、ですからね!?　お兄ちゃんにってことじゃないですからね!?」

　難しい顔で、そんなことを言ってきた。そして焦あせるポイントがいまいち不明。

　本当にこいつは寛かん大だいになったというか一歩大人になったというか。出会った当初なら、話を聞くこともなく問もん答どう無む用ようで冷凍ビームだっただろうに。

　その分なんだか壊れ気ぎ味みに思わせぶりなことを言い出すようになったので、差し引きはゼロだが、まだ今の方が好ましいのは間違いない。

　そんな感想を抱きながら、ノートの挟はさまったバインダーを机から引っ張り出す。

「それで、テスト勉強だったか？」

「え……？　あ、はい。そうですそうです」

　納得しきっていない様子ではあったものの、俺が話を振ると即そく座ざにぶんぶん頷うなずいてくる。

　そんな皐月は前の席に座ると、俺の机へ教科書を広げてきた。

「そうでしたそうでした。わからないところがあって訊きこうとしたんでした」

「ふぇ？　皐月ちゃん頭いいじゃない。この間も小テスト満点だったでしょ？」

「そうでもないですよ。皐月、得意なのは理系だけですから」

「それじゃあ、わからないのって文系？」

「ですです。皐月の鬼き門もんです」

　なんでも、異能を強化するため物の寸法やら内部構造やらを把握しようとしているうち、そっち方面だけは強くなったのだとか。趣味と実益に加え、そんな副産物まであるとは、“〝万物創造オムニア・クリアート”〟侮あなどれない。

「俺は逆に理系はてんでだめだからなあ……」

「私どっちも同じくらいだよ～」

「低い位置でな」

　赤点すれすれというか、基本的に赤点。だから補習になりかねない定期テストだけは、俺おれが数日かけてみっちり仕込んでいる。そういやそれもそろそろしないといけないのか。…………うん、楽しみだ。

「お、お兄ちゃん？　どうして暗い笑いをもらしてるんですか……？　若じやつ干かん怖こわいですよ？」

「あ、これはたぶん私をいじめる想像してるんだと思うよ。時期的にテスト勉強で」

「お姉ちゃん、顔と内容が一致してません。なんでそんなに嬉うれしそうなんですか」

「ふぇ？　だってひなくんにいじめられるの、気持ちいいし嬉しいもん♪」

「もうやだ、このバカップル……。誰だれか皐さ月つきに安全な場所を提供してください……。せめてつっこみが三時間はいらない場所を……」

　と、皐月がうなだれた瞬間、

「あ」

　鳴り渡るのは授業終了を告げるチャイムの音。

　本日最後の授業である自習が終われば、この後は掃除をしてホームルーム、そしてみんな待望の放課後だ。

「バカップルのせいで自習終わっちゃったじゃないですかぁ……」

「失敬な。おまえがつっこみをいれなければその分短縮できたはずだ」

「結構致命的なところがわからなくて困ってるんですけど……どうしましょう」

　ガタガタと机や椅い子すを移動させはじめた音にまじり、机に頭をのせて恨みがましく皐月が睨にらんでくる。じとーっとした目つきで頬ほおを膨らませているのがちょっとかわいい。

















「夜とか、家に帰ってからじゃだめなの？」

「お兄ちゃん、それでもかまいません？」

「あー……」

　こんな俺おれで教えられることなら教えてやりたい。しかし今日は、

「この後本部に行って昨日の残務処理があるから、遅めになるぞ？」

　小規模、とはいえ組織間での諍いさかいだ。それに伴ともなう処理や書類は山のようにある。

　いつもなら由ゆ枝えさんに家まで持ってきてもらうが、詞ふみ香かに『顔を出す』と言った手前もあるし、今日くらいは由枝さんに楽をさせてあげよう。と決めたのが本日の昼休み。そして足も手配済み。

「一緒に本部まで来るか？　合間合間になら見てやれると思うけど」

「いいんですか？　残務処理って、がっつり《長おさ》のお仕事ですよね？　従妹いとことはいえ、皐さ月つきの扱いとしては一般異能者のはずですが」

　後半を小声で言った皐月に、頷うなずきを返す。

「直系のおまえに見られて困るような書類なんて今更ないし、気にするなって。いっそのことちょっとでも仕事覚えてみるか？　俺が楽できるんだけどさ」

「そんなゆるさでいいんですか、《長》……」

「ゆるいってか、《長》を継つげるのって現時点でおまえだけだからなあ」

　仕事を覚えてくれると、助かる。いろいろと。主に俺の負担的な意味で。

　しかし皐月は首を振り、

「いえ、面倒そうなのでお断りします。それに、皐月のお兄ちゃんは自分のお仕事を妹に押しつけて遊ぶような人じゃないって、信じてますから」

　まばゆい笑顔でなんという殺し文句。そんなことを言われては、これ以上ごねるわけにもいかないじゃないか。

「ふぇ？　皐月ちゃんも本部に行くの？」

「そうですね。お邪魔でなければ。お仕事中は他のテスト勉強してますし」

　なんというか、親の職場で就業時間が終わるのを待つ子供みたいだな。たしかにそう変わらないけど。

「おお～。きっとふみちゃんも喜ぶよ！　お茶点たてるの好きだから、人数増えると喜ぶの」

「う……どうなんでしょう。皐月、前回本部に行ったときずいぶん怒られましたし……」

　その鈴すず莉りの言葉で本部に行く──つまりは詞香がいるということに思い至いたった皐月が視線をさまよわせ、迷いはじめる。

　昨日も皐月へ妙に冷たくあたっていた詞香。人見知り分を差し引いても、ファーストコンタクトのあれをまだ引きずっているのであろうことは想像に難くない。

　まあ、それも時間が解決してくれ……るだろう。うん、きっと。どっちも根はいい子だし、俺おれの仕事中にでも二人で話せばきっとわかりあえるはずだ。和わ菓が子し好きって共通点もあることだし。

「御み園その君、机動かしてー」

「お、悪い。今動かす」

　前の方から声をかけられ、掃除スタイルにするべく机と椅い子すを後ろに下げる。

　それを見て自分の机を移動させようとした皐さ月つきへ、

「じゃあ帰りは校門から直接車に乗っていくから。さっさと帰らずに待ってろよ」

「あ、はい。了解です。…………はあ。着くまでにどうすればいいか、シミュレーションしておきますか……」

　小さく呟つぶやき、とぼとぼと机を移動させはじめる皐月。

　まったく、そこまで心配することでもないと思うんだけどなあ。

「でもひなくん、気にかけてあげるんでしょ？」

「……ご名答」

「あはっ、そんな優しいひなくんも大好き～♪」

　ぎゅむっと抱きついてくる鈴すず莉りと一緒に、割り当てられた掃除場所へと移動する。

　さてさて、俺も移動中に考えますか。元々考える予定だった、情報源についてと……どうやったら皐月と詞ふみ香かを仲良くさせられるか、そのアイデアを。
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　結果からいえば、俺や皐月の考え事は杞き憂ゆうに終わった。

「……さつき、さん。ちょっと……いい？」

　詞香がそんな風に皐月へ声をかけたのは、俺たちが《御園》本部、《長おさ》の部屋へ到着した直後のことだった。

　普段の詞香──なにもかもを面倒くさそうにぼーっとしているのが基本──を知っている俺や鈴莉、書類を運んできた由ゆ枝えさんなどは、その能動的な詞香の行動にぎょっとして思わず動きを止めてしまう。

　雰ふん囲い気きも怒っている感じではないし……なんだ？　いきなりの説教でなかったら、いったい何事だ？

「はい？　皐月ですか？」

　そして応接セットに腰こし掛けたところに呼びかけられた皐月も、まさか詞香から話しかけられるとは思っていなかったようで、軽く驚いた様子で自分を指している。

「…………」

　小さく顎あごを引くことでそれに答え、鈴すず莉りよりも小さな体を皐さ月つきの対面にあるソファーへ埋める詞ふみ香か。その雰ふん囲い気きは硬く、なにかを決意したようにも見える。

「……昨日、とか。ひなた様、頑張って、らした」

「え、ええ。こんな詭き弁べん合戦みたいなことをしていいのか、最後までハラハラでしたが」

「…………」

　こくりと再び頷うなずいた詞香は、その小さな口を開き、それを口にした。

「……ひなた様の……こと、すごいと、思う？　尊敬……してる？」

　それでようやく、俺おれたちにも詞香の言わんとするところが伝わってくる。

　これは前回本部を訪れたときの続き。詞香が皐月の態度を責めたときの続き。

「あ、鈴莉。そっちのハンコ取って」

「ほーい。はい、どうぞ」

「ありがと」

　確認サインの他にもハンコを押したり、たまーに間ま違ちがっている書類を訂正したり。そんな風に聞こえていないふりを全力で敢かん行こうしつつ、聞き耳立てつつ、チラ見しつつ、鈴莉愛めでつつ仕事を進めていれば、ソファーから聞こえてきたのは真面目まじめな……しかし俺に聞こえぬように幾いく分ぶんかボリュームを落とした声。

「…………素直に、すごい、って思いますよ」

「…………」

「だって、今から七年前っていったら小学生ですよ？　そんなときからお兄ちゃんは《長おさ》として頑張ってるわけです。それに、どんなことを言われてもお姉ちゃんから離れない、なんて大変さが想像もつきませんよ。皐月は豆とう腐ふメンタルですし」

　…………。

「昨日だって、たしかに卑ひ怯きようといえば卑怯ですけど、行動のいちいちが理りに適かなっているんです。それで結果として誰だれも傷つかず、危ない目にもあわないで情報を聞き出してるんですから、ほんとすごいですよ。頭なのか経験なのか度胸なのか。どれにしても皐月には敵いそうもないです」

　…………まあ、その……なんだ。

「まあ、銃を使えるなら先月皐月が狙ねらわれたときも使ってほしかった、という思いはありますが」

　あ、それは無理っす。そもそも銃とかライフルとか、そういうガチ軍事兵器にふれたのは昨日が初めて。

　だからこそ前回皐月が襲われたときには使わなかったのだし、使ったとしても“〝消失”〟が相手では消失対象を『弾丸』にされていたらその時点でお終しまいだ。

　そして異能的制約もあった。“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟が適用されるのはあくまで手に触れたものだけ。だから銃に触れていても、直接触れておらず、すぐに手元から離れてしまう弾丸には異能を適用できない。

　もちろん今回のように銃本体の最高性能化によって、発射時の威力や狙ねらいを強化、補正することはできる。一般人や普通の異能者なら、それだけでも十二分に脅きよう威いだ。

　しかし相手はあの“〝消失”〟。それだけでは、心こころ許もとない。

　銃本体が最高性能になろうと、実際に攻撃を加えるのは弾丸そのものだ。これに異能を適用できない以上、『貫く』『破壊する』といった弾丸の機能は最高性能にできず、銃という存在の枠わくから外れた、埒らち外がいの性能を発揮させることはできない。

　消されるかも、という危き惧ぐ以前に、刃物に適用したときのように埒外の威力を発揮するわけでもなく、ホーミングさせられるわけでもないのでよけられたら終わり、なんて決め手に欠ける状態で“〝消失”〟なんて危険なやつと渡り合いたくはなかった。

　しかしそんなことを思って意識を逸そらすものの、いつもツンケンしてたりからかってきたりする皐さ月つきが真面目まじめな口調で褒ほめてくると──

「皐月、今でこそこうやって切り替えてますけど、昨日なんてお兄ちゃんすごいなー、と内心興奮しっぱなしで夜とかなかなか寝付けなかったんですよ？」

　────なにこれ、超照れる！　ダッシュで逃げたい！

　そしてさすがは長年連れ添そった鈴すず莉り、瞬間で俺おれのそんな感情を察し、

「──────お、おおお！　珍しい。ひなくんがかなり本気で照れてる！」

「──────ううううっさい。あんなド直球にくると思ってなかったんだよ」

　聞こえてないという体ていにしているから、机に突っ伏すことも鈴莉の胸に顔を埋めて隠かくすこともできない。ああ、くそ。きっと赤くなってるんだろうなぁ。

　せめてもの抵抗としてファイリングされた書類を広げて顔を隠す。そんなことをしていても音はもちろん素通りしてくるわけで、

「……尊敬、してる？」

「あー、そうですね。尊敬、と言ってもいいかもしれません」

「…………ん」

　皐月のそんな言葉を聞き、どこか満足そうに呟つぶやく詞ふみ香か。

　もうやめて！　俺の羞しゆう恥ちポイントはとっくにゼロよ！

「──────あたし日向ひなたの照れるポイントが全然わからないわ。普段あれだけ人前でもバカップルこじらせてるのに」

「──────んと、たぶん私以外から褒められ慣れてないから、誰だれが褒めても照れちゃうんだと思うよ？　その本気度合いが高ければ高いほど」

「──────なるほど。それはいいことを聞いたわ」

「──────だめだよー由ゆ枝えお姉さん。ひなくんいじめちゃ」

「──────ええ、善ぜん処しよするわ」

　うわぁあああ!?　二次被害も広がりそうじゃねえか！　皐さ月つきめ、絶対許さん！　あいつがカロリー気にして涙目になるまでケーキ食わせてやる。

「……ならお話、は以上。上々の、結果」

「は、はあ……それは、よかったです？」

「……お茶、点たてるけど……抹まつ茶ちや、飲む？」

「あ、はい。いただきます」

「……お菓子、は？　どら焼き、と大だい福ふくある、よ？」

「大福が、あるんですか……！　大好きなんです！　大福ください！」

「……だった、ら二個いい、よ」

「ありがとうございます！　詞ふみ香かちゃんいい子じゃないですかー！」

「…………う。ひなた、様を尊敬するなら、みな同志」

　ファイルから視線を外してみれば、大おお仰ぎように頷うなずいた詞香がキッチンへと歩いていた。その足取りはいつものようなのっそりとした面倒くさそうなものではなく──明らかに、軽い。

　おそらく、詞香は前回俺おれたちが本部に来たときのことがずっと気になっていたのだろう。

　どういうわけか、俺のことをとんでもなく尊敬してくれている詞香。そんな彼女にとっては皐月の照れ隠かくしツンでも『ひなた様に対する暴言』になるのはよーくわかっている。

　だから作戦行動中ではなく時間のある今、その真意を問いただしにかかった。詞香的に皐月は合格なのか否いなか。不合格ならまたお説教が待っていたのは、間ま違ちがいないだろう。あれはあれで持ち上げられすぎて照れるんだよな……。

「ま、なんにせよ」

「ふぇ？」

　俺が照れくさい思いをしたが、二人が仲良くしてくれそうでよかった。詞香も皐月の本心を聞いた以上、もうあんな風に怒ることもないだろうし。

　でも、問題が一つ片付いたら──もう一つ問題が発生。

　詞香は出会った最初の頃からあんな感じだったから、もうずいぶんと慣れたが……

「……鈴すず莉り。俺これからどんな顔して、皐月と話したらいいんだろう」

「ふ、普段通りしかないんじゃないかなぁ……？」

「だよなあ……」

　あんな爆弾を隠し持ってらっしゃるなんて……本当に、厄やつ介かいな従妹いとこ様だ……。

　────────今日の晩ご飯、あいつの好きなおかず一品増やしてやろう。
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　そんな始まりだったがその後は落ち着いたもので、由ゆ枝えさんはいろいろな部署を回って書類を回収。俺おれはそんな由枝さんが持ってくる書類に目を通しては、サインを書いたりハンコを押したり差し戻したり。鈴すず莉りもまったりと横でラノベを読んだり俺の肩や腕うでを揉もんでくれたり、時々むにゅっと俺の理性を飛ばそうとしてきたり。

　そして皐さ月つきは宣言通り、ソファーに座ってお勉強中。

「……難しい」「そりゃそうですよ。高校生の問題ですから」

　対面から興味深そうに覗のぞき込こむ詞ふみ香かにも昨日まであった冷たさはなく、むしろ友好的な雰ふん囲い気きだ。

「そういえば詞香ちゃん」

「……？」

「さっきは皐月が訊きかれましたけど、詞香ちゃん自身はどうなんです？　お兄ちゃんのこと、どう思ってるんです？」

「……ひなた、様……？」

　問われた詞香は覗き込んでいた問題集から顔を上げると、適当な言葉を探すように視線を宙にさまよわせはじめる。そして数秒後、なにやら「ほぅ……」と熱い息をもらし、

「……ひなた様、は────神、です」

「さらっとすごいこと言い出しましたよ、この子!!」

「……？　素晴らしい御方、でわたしみたいな面倒くさい、子供の相手も、してくれる」

「それだけ聞くとたしかにいい人ですけど……そうですか、神ですか……」

「……そう。ひなた、様は……神」

　どや、とばかりに自信たっぷりで言い切る詞香。それに皐月は困こん惑わくしっぱなしだが……楽しそうでは、ある。

　それだけでもこれまでの二人からすれば、格段に進歩したと言えるだろう。

　詞香、本当に俺を尊敬──皐月的には『すごい』と思っているやつとは、簡単に仲良くできるんだな……。

　ちょっとその尊敬というか、入れ込み様は対象である俺から見ても度を超しているような気がしなくもない。神とか言っちゃってるし。皐月にヤンデレ認定くらってたし。

「ときどき、注意してるんだけどなー」

　俺はそこまで尊敬されるような人間ではない。だが、何度言っても詞香は、

『……ひなた、様は……素晴らしい、御方です……！』

　の一点張り。

　たしかに慕したってくれるのは嬉うれしいけど、そこまでされるとなんだかなあ……となってしまう。もっとフランクにやりたいのだけど、今の度を超した状態では、そう言っても簡単には……

「…………度を超している、か」

　そして、ついさっき詞ふみ香かが言った一言。

『……昨日、とか。ひなた様、頑張って、らした』

　…………まさか、な。さすがにそこまでは、しないだろう。

　思いついてしまった考えに苦笑して、問題集を囲んでいる二人へ声をかける。

「そろそろ休憩しないか？　喉のどが渇かわいてきてな」

「……！　今すぐ、おかわりの抹まつ茶ちや、お点たてします……！」

「あ、ああ。よろしく」

　近年稀まれに見る素早さでお湯を沸わかしに行く詞香を見送り、即そく座ざに腕うでと指を絡めてきた鈴すず莉りと一緒に皐さ月つきの隣へ移動する。

「で、おまえはどこがわからないんだ？」

「おや、しっかり覚えてたんですね」

　言いつつもさっきまで広げていた問題集を片付け、別の教科書を鞄かばんから取り出してくる皐月。

「ふぇ？　英語？」

「です。皐月の鬼き門もんです」

「英語か……」

　たしかにこれは面倒だ。文系科目は暗記と発想だと思っている俺おれだが、こればっかりは応用力もかなり試される。皐月が手こずるのも仕方がないだろう。

「わからないところは？　致命的とか言ってたけど」

「ええ、とんでもなく致命的です」

　こわばった顔で大きくはっきりと頷うなずく皐月。それは真剣そのもので、よほど困っているのだとビンビン伝わってくる。

「まさかテスト範はん囲い～、とかは言わないよね？」

「いや、いくらこいつでもそれは──」

「っ!?　お姉ちゃん、エスパーですか!?」

「鈴莉、アホは放ほうっておいておやつ食べようか」

「わ～い」

「待ってください！　即断で見捨てないでください！」

「ええい、つくづく予想を裏切らないアホ妹が！」

　すがりついてくる皐月を振り払う。

「テスト範囲くらい他のクラスメイトに訊きいたっていいだろうが！　なんだって俺が教えるまで待ってるんだよ！　その時間を勉強に使えよ！」

「だって皆さん皐さ月つきに『ここ教えてー』『皐月さん、ここわからなくて……』とか頼ってくるんですよ!?　それなのに今更テスト範はん囲いがわからない、なんて言えるわけないじゃないですかぁ！」

「つまり、皐月ちゃんは見み栄えを張っちゃったの？」

「です！」

　アホだ。単なるアホだ。

「英語は苦手ですが、頑張れば平均はとれるんです。ですが、範囲がわからなければさすがに無理ですよぉ……」

「そっか。皐月ちゃん転校してきたから、どこから始まるかわからないんだ」

　期末テストはその名の通り、学期の全範囲から出題される。たしかに転校で一ひと月つき分授業を受けていない皐月にとってはどこから始まったのかわからないだろう。実際、やり出したのって一ページ目からじゃなくて五〇ページ目くらいからだし。

「この際、対価として皐月の体を差し出してもいい所しよ存ぞんです！　胸揉もみますか？　それともうなじに息吹きかけてみますか？　お兄ちゃんが望むなら踏んであげてもいいですよ？」

「よし、つっこみを放ほう棄きしよう」

「そこまで見捨てられた!?」

　だって面倒すぎる。普通に文法とか単語の使い方とかなら俺おれもためらいなく教えてやったのに、テスト範囲わからないとか、マジないわー。しかも教えてもらう対価に兄へ体を差し出すとか、もっとないわー。

「……どう、ぞ」

　そんな風に騒がしくしていると、抹まつ茶ちやを点たて終えた詞ふみ香かがきれいに泡だったそれと大だい福ふくを俺たちの前へ並べてきた。

　ちなみに由ゆ枝えさんは書類回収に行ったまま、かれこれ三〇分以上戻ってこないので放置。

　書類作りを急せかしているのか、食堂で休憩しているのか……たぶん高確率で後者だろう。

「ありがと～」

「いつも悪いな」

「……とんでも、ありません」

　無表情に頷うなずいた詞香は、元の席に戻ると自分用の抹茶を丁てい寧ねいな所しよ作さで飲み始める。

「はー……前もさっきも思いましたが、詞香ちゃんって作法とか完かん璧ぺきですよね」

「……暇ひま、だから。がんばった。ひなた様に、ご迷惑おかけ……しないよう」

「暇って、詞香ちゃんも学校の宿題とかないんですか？　お姉さんが見てあげますよー。さすがに小中学校の問題なら、文系でもどんと来いです」

「おいこら、その前に自分のテスト勉強しろ」

「皐月ちゃん、このままテスト範囲わからなかったら、英語補習になって夏休み半分消えるよ？」

「い、いいんです。お兄ちゃん教えてくれないですし、休憩です。息抜きです！」

　まあ、こいつのことだ。休憩が終わったらしっかり自分のことはするのだろう。そのあたりは優等生だから特に心配はしていない。

　そして皐さ月つきに『宿題カモン！』と言われた詞ふみ香かは椀わんを持ったまま、なにを言われたのかわからないというように首を倒し、

「……宿題……？」

「ですです。詞香ちゃん中学生ですよね」

「…………？　どう、だろ。たぶん……そう？」

「はい……？」

「……学校、行ってない……から」

「────お兄ちゃん。皐月なにか地じ雷らい踏み抜きましたか」

　とんでもない速度で肩をつかまれ、泣きそうな声で耳元に囁ささやかれる。しかしまあ、今回ばかりは問題なかったりする。

「詞香は極度の面倒くさがりなんだよ」

「はあ。それがなにか？」

「学校行きたくない。家と本部の往復面倒。むしろ家にいたって、親の帰り遅いからご飯も自分で作らなくちゃいけないし。ってな具合に」

「………………おや？　嫌な予感がしてきましたよ……？」

　たらりと引きつった顔に汗を流しだす皐月。

　おそらくその予想はあっている。だが、俺おれは別段間ま違ちがっていることとは思わないので堂々と、

「だから、俺が中学校までの卒業資格と、この部屋を詞香にくれてやりました！　ここだと食事は食堂で食べれるし、洗濯とかは泊まり込み職員用に専門の人たちがいるからな！」

「ほら、嫌な予感的中！　なんですかその金にものをいわせた甘やかし方!!」

　ああああ！　と頭を抱えて絶叫する皐月。

　だが、甘い。鈴すず莉り関連は例外だが、俺は基本的に損得勘定を指標にして動いているのだ。それはいくら愛らしい詞香でも、例外ではない。

「……その、かわり。わたし、は班長」

「え？」

「いくら《御み園その》が私立の小学校や中学校を持ってるといっても、偽装には金がかかる。この部屋だって、本来は《長俺》の部屋だ。職員の寮じゃない」

　だから、

「詞香の願いを叶かなえる条件として、その能力を活いかしてもらうことにした。高卒でも中卒でもなく、小三卒で仕事だ」

　会社ではない《御み園その》に労基法もなにもない。いざとなったら手を回して法律改正だ。

「それが隠蔽班ヴエイラーの班長、ですか……？」

「そういうこと。こいつの異能は遮しや断だんすることにかけては天下一品だからな」

　言い終え、呆あきれたような表情の皐さ月つきから視線を外して大だい福ふくをかじる。

　ほう、これはうまい。求ぎゆう肥ひはもっちりであんこは甘すぎず、多めに残った豆の皮がいいアクセントになっている。

　和わ菓が子しの世界は奥が深いからなあ。俺おれも暇ひまを見つけて挑戦してみたいものだ。

「……でもお仕事、滅めつ多たにない、から……らくちん。ひなた様には、感謝」

「え、そうなんですか？　結構忙しく動いてる気がしますけど」

「それはおまえを巡めぐっていろいろあったから。普段はまったくといっていいほど仕事がないんだよ。昨日みたいなのなんて、一回あったら向こう一〇年は同規模のものはないさ」

「あー……はい。すみませんでした……」

「……事情、は聞いてる」

　だから謝らなくていい、といった感じで皐月の肩へ手を置く詞ふみ香か。やだ、この子男前。

　とか思っていると、くいくい、と袖そでが引っ張られ、

「ひなくんひなくん。こっち向～いて」

「ん」

　言葉通り振り返れば、小さな赤い舌がちろりと唇くちびるの端をなでる。

　そしていたずらっ子の笑みで片目を閉じた鈴すず莉りは、

「ぺろっ……と。あんこ、ついてたよ」

「お、ありがと」

「えへへ～、どういたしましてっ。お抹まつ茶ちや、飲む？」

「ああ、頼もうかな。もちろん……」

「うんっ、口移しっ♪」

「ストォォップ！　アウトです！　さすがに詞香ちゃんの前でそれはアウトです！」

「……？　お二人、は夫婦。おかしくない、よ？」

「シット！　とっくに洗脳済みでしたか！」

「皐月ちゃんテンション高いね～」

「なー」

「なにをのほほんとしてますか！　こんな幼気な少女を桃色に染め上げておいて！」

　その発想の方がよっぽどアウトのような気がするのは俺だけだろうか。

「まったく、この二人は隙すきあらば……」

　いつものようにひとしきり文句を言った皐月は、そこでふと気づいたように俺の手元とテーブルを見比べ、

「詞ふみ香かちゃん、皐さ月つきの追加大だい福ふくがないようなのですが……」

「……？　さっき、二個食べた……よね？　一人、二個」

「二個ってそういうことだったんですか!?　二回分を一回で出しただけ!?」

「……う、ん？」

　無表情にきょとんと首をかしげた詞香は、小さく「……それに」と呟つぶやき、

「……太る、よ？　お腹なかちょっと、油断……気ぎ味み？」

「っ!?　さっきですね!?　さっき触ったときですね!?」

　顔を赤くしてばっとお腹周りを押さえる皐月。そんなことをしたら認めているようなものだろうに。

「こいつらもうじゃれ合うくらいに仲良くなってたか」

「仲良しはいいことだよ～。ということでひなくん、私たちももっと仲良くしよっ」

「よし、こっちおいで」

「わ～い♪」

　鈴すず莉りを抱き上げ膝ひざへライドオン。柔らかさや温かさでほんわかしながら見れば、皐月はすでに涙目の臨戦態勢で指の間に金かな槌づちを何本も挟はさみ込んでいる。

「お兄ちゃんの前で、なんてことを……！　さすがの皐月も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れましたよ！」

　おいこら一番詞香を幼子扱いしてたのは誰だれだ。なんだその本気モード。

「……おもし、ろい」

　そんなお怒り皐月さんを前に、詞香は突然創り出された金槌にか、それとも皐月の宣戦布告にか呟き、

「…………」

　ちょいちょい、とソファーに腰こし掛けたまま皐月に向けて指を動かした。

「おー、挑戦的だな」

「だね～。ん～、ひなくんのなでなで気持ちいい～」

「鈴莉の髪はさらさらで俺おれも気持ちいいからなあ、ずっとなでてたいよ」

「あはっ。いいんだよ、ずっとなでてて♪　二人で気持ちよくなろっ♪」

　完全に観戦モードの俺たちはそんな二人を見つつじゃれあっていたり。この感じなら抹まつ茶ちや口移しもできる、か？

　しかし、状況は俺が決断するよりも、少しだけ早く動き出した。

「っ！　どうなっても知りませんからね！」

　やぶれかぶれといった叫びから放たれる金槌は左右合わせて四本。多少は手加減したようで、本数も少なければ速度も遅く、狙ねらいもあえてはずしている。そのまま座っていれば数センチの差で、詞香には当たらないだろう。

　しかし、それを待つまでもなく、

「……まだ、まだ」

　ゴンッ！　と鈍い音がして金かな槌づちが見えない壁に阻まれ、落下していく。その先は二人の間に挟はさまれたテーブル上。そこには当然のように茶ちや碗わんや菓子皿が並んでいるが、

「…………」

　つい、と詞ふみ香かが視線を向ければそれだけで金槌の落下は止まり、テーブルの上へ透明な板があるように空中で動きを止めた。アフターケアも完かん璧ぺき。これはもう、決まりだ。

「鈴すず莉り、ジャッジを」

「ふみちゃんの圧勝！」

「……うぃなー」

　無表情なのにちょっと誇ほこらしげに言うところがアンバランスで、なんとも魅力的だ。

　しかし負けた皐さ月つきはそんな詞香を楽しむ余裕もないようで、がっくりと机に突っ伏してしまっている。

「お、お兄ちゃんにばかりか詞香ちゃんにまで……。皐月ここまでザコキャラだったんですか……」

「言っただろうが、こいつは遮しや断だんすることにかけては一級品なんだよ」

　だからこその隠蔽班ヴエイラー班長。

　もっともその壁の強固さよりは見えないもの──音や風も遮断するというのが重宝しているのではあるが。

　本人は中学生程度の子供で、しかも戦せん闘とう訓練を受けているわけでもない。それに“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟は空間固定型の異能。いくら強固でも、動かせなければ使い方が難しい。

「うぅ……」

　うなだれて悔くやしそうに呻うめく皐月。

　ったく、異能には相性があるから仕方ないってのに。この業界は最強の盾たてと矛ほこが同時に存在するような世界なんだから。

「ほれ、俺おれの分食え」

　だから、今回は負けてしまった皐月に俺の皿を差し出す。

「いいんですか……？」

「昨日はおまえのおかげで助かったから、ご褒ほう美びだ。それに大だい福ふくもいいけど、今は抹まつ茶ちやがもっとほしいな」

「……わかり、ました。魂を込めて……点たてさせて、いただき……ます！」

「あ、ふみちゃん私も～」

「……了解、です」

　気合い十分で抹茶の缶を取りに行く詞香を見送り、内心で息を吐く。

　これで、大丈夫だろう。皐さ月つきは遠えん慮りよがちながらも大だい福ふくを食べて幸せそうにしているし、詞ふみ香かも抹まつ茶ちやを点たてて幸せそう。なにより、あれだけじゃれあえるようになったのだ。上々どころか、ベストといってもいい。

　まだまだ俺おれの書類整理は残っているが……うん、頑張ろう。これも頑張ればどうにかなる問題だ。

　頑張ってもなかなか思い通りにいかなさそうなのは──

「…………内通者と、やつらの動き、か」

　これも今日中に──書類整理が終わるまでには、なんらかの方針を固めないといけない。

　だけど、今だけは。一仕事終えた今だけは、まったりと休憩させてもらおう。

　そんなことを思いながら見る先では、詞香がいつも通りの無表情ではあるものの、どこか肩の荷が下りたようにほっとした雰ふん囲い気きで、お湯を沸わかしているのだった。










？？？：‥消えぬ火種は埋め火へ



　　　　◆　◆　◆　◆



　すでに隣の店は閉まり静けさが辺りを満たす事務所内に、数人の男女が集まっていた。

「隊長、よかったんですか？　正直にばらしてしまって」

　心配そうな声が向く先は、窓まど枠わくに腰こし掛けて外を眺ながめている、未いまだ少女と呼べそうな年代の女性。

「問題ないわ。ここまでは──想定通りだから」

　彼女は外を見つめたまま、室内へ向け嗤わらいを含んだ呟つぶやきを返す。

「これで終わりだと思っているなら、大おお間ま違ちがい」

　少女が嘲あざけるような笑みを浮かべながら見る窓の外、

「これは終わりではなく──始まりよ」

　そこには、この夏も迫る時期にはふさわしくない白い雪にも似た一片が、ひらひらと舞い降りていた。



　　　　◆　◆　◆　◆










あとがき



　お久しぶりです、水み月づき紗さ鳥とりです。

　いきなり二巻を手に取ったチャレンジャーさんは、はじめまして。水月紗鳥です。



　出ましたねー、『森羅万象オムニアを統すべる者』二巻。

　実は今回、デビュー二冊目にしていきなり偉い人チェックで「やりすぎ♪」と判定をくらって一部書き直した二巻だったりします。そうですか、やりすぎましたかー……。

　さて、皆さんお気づきだと思いますがこの二巻、副題が『“〝閉じた小部屋”〟上』となっていまして。上下巻構成を予定しています。

　最初は分厚いながらも一冊にまとまっていたのですが、担当様と、

担「イチャイチャもっと入れましょうよ！　イチャイチャ！」

私「え？　増やしたいですけど、もうかなり分ぶ厚あついですよ？　これ以上いいんですか？」

担「じゃあいっそ上下巻構成にしましょう！　それならもっと増やせますよね！」

　なんてやりとりが。

　というわけで、上下巻構成にして余裕ができた分、当初よりさらにイチャイチャあまあまとしております。やー、書いてて楽しかった。

　だけどそれでも、ページの壁というものは存在しているわけで……。

　作者的には、一巻ほどではないにせよやっぱり『甘さ控えめ』です。もっと甘くしたい！



　と、ざっくりこの巻にふれたところで、その内容について。

　微妙にネタバレきますよー。いいですかー？

　はい、では──



　ロリ!!



　ロリ巨乳がメインヒロインなこの『森羅万象を統べる者』ですが、今回はそこに無表情ロリっ子が登場します。しかもゴス和服！　フリルフリル！

　当然ですが、ロリとロリ巨乳は全くの別物です！　これテストに出ます！

　……と、ここまで書いて、これ以上なにか内容に言げん及きゆうできたっけ、とすでに三〇分ほど考え込んでいます。困りました。

　本編の大筋的には、日向ひなたと鈴すず莉りがイチャイチャしてイチャイチャしてイチャイチャしてます。そこはぶれません。ロリが出ようとぶれません。たぶんずっとぶれません。

　いくつかあとがきで書きたいなーということはあるのですが、これを書いてしまうとネタバレどころの話じゃなくなったり、今後の物語のネタバレになったりするので、さすがに自重。たぶん巻数が増えるごとに、実績のように解禁していけます。



　さて……案の定まだページがあるので、近況でも。

　えと、ここのところずっと半冬眠状態で、お布団にくるまってます。

　だって暖房をつけても寒いんですよ、この家……。

　今住んでいる石いし川かわ県けん、特に私の家周辺は、今年どさっと雪が積もってはそんなに間を置かず消えている、という感じなのですが、雪があろうとなかろうと寒いものは寒いわけで。

　もともとが暖かい徳とく島しま県けん出身なので、何年暮らそうと石川の冬は寒くて寒くて厳しいです。雪への対処とか、こっちに住むようになってから初めて覚えましたし。

　夏は涼しかったり、いいところもたくさんある石川ですが、冬に自転車やバイクを走らせられないのは少し寂しかったです。

　こういうのも、いつかいい思い出になるんでしょうねー。

　あ、そんなこと書いてたらページ埋まってきました。



　それでは、謝しや辞じを。

　担当様、不規則生活で捕まえにくい私にいつも素早い連絡やご対応をしてくださり、ありがとうございます。担当様との打ち合わせがきっかけになったものも多々あり、とても感謝しております。

　イラストの有あり河かわサトル様、一巻に引き続き二巻でもかわいいイラストをありがとうございます。いつも極上クオリティで、感謝感激です。

　編集部の皆様、出版に携たずさわってくださった皆様、並びに全国の書店員の皆様。この作品を世に出すことができたのは、皆様のおかげです。ありがとうございます。

　そして、友人たち。忙しい中、唐突な鍋の誘いやカラオケの誘いに付き合ってくださり、ありがとうございます。いつもいい気分転換やネタ発掘になっています。いや、発掘するまでもなく、相変わらずキミたちの日常はネタだらけなんですが……。



　最後になりましたが、この本をお買い上げくださった読者の皆様に心より感謝を申し上げます。

　これからもお付き合いいただけますと幸いです。

　次は下巻でお会いしましょう。



水み月づき紗さ鳥とり


















　著者

　水月紗鳥（みづき・さとり）
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　　最近は寒さとタブレットのせいでお布団もふもふ生活中。

　　大きいのと小さいの、どっちが好きか訊かれると、小さくて大きいのが好きな人。

　　……小さくて小さいのも、嫌いじゃないよ？



　イラスト
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